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まちづくり活動の成熟や都市ポテンシャル向上に
応じた市街地更新・拠点機能強化

老朽化した公共施設の安全やサービス向上

歩きたくなる
ことから
始めよう
！！

［コンセプト］

おもてなし
ひろば

［OM TERRACE］ ［GCS化構想］

［ストリートテラス］
［街路整備事業］

［公共施設再編］

おおみや
インフィニティ
プロジェクト

おもてなし
歩行エリア

おもてなし
まち再生

連鎖型
まちづくり

地
域
全
体
の
連
携

主
に
交
通
戦
略

か
ら
着
手

ま
ち
づ
く
り
戦
略
、

交
通
戦
略
の
相
互
展
開

行
政
と
民
間
の

取
り
組
み
連
携

主
に
ま
ち
づ
く
り

戦
略
か
ら
着
手

主
に
民
間
側
か
ら

事
業
を
発
意・推
進
し

行
政
が
支
援

主
に
行
政
側
か
ら

事
業
を
提
案
し

民
間
ま
ち
づ
く
り
を
活
性
化

［大宮駅周辺地域戦略ビジョンp.51「優先的に取り組むべきプロジェクトの設定」をもとに作成］

● おおみやインフィニティ［∞］プロジェクト

ストリートでつながる点→線→面
UDCO展開期の戦略
─

UDCOでは、「大宮駅周辺地域戦略ビジョン」（以下、ビジョン）をもとに進められ

ている多くの都市再生事業をつなぐ鍵は“ストリート”であると考え、UDCO初

動期の2017-2019年にストリートテラスをはじめとするストリートデザインの取

り組みを実践してきた。UDCO展開期となる2020年から3年間で、それらの

取り組みを面的に展開し、ビジョンの実現にさらに寄与していくための戦略と

して、「おおみやインフィニティプロジェクト」を構想した［図1］。このプロジェクト

の戦略展開は次のようにまとめられる。

─

1  「主要回遊動線＝インフィニティストリート」を設定し

2 そのストリート上でストリートテラスなどの取り組みを展開していくことで

3 ビジョンで掲げられた「おもてなし歩行エリア」 
「おもてなしひろば」を実現し、暮らしの質とエリアの価値向上を図る

4 それらにより蓄積された知見を共有し、 
「おもてなしまち再生」（GCS化構想）や「連鎖型まちづくり」（公共施設再編） 

などの都市再生事業と連動し、大宮らしい新たな日常の実現を目指す

─

「インフィニティストリート」は、大宮駅（グランドセントラルステーション化構想、以下

GCS化構想）、公共施設再編3地区（大宮区役所、旧大宮区役所、旧大宮図書

館など）、大門町2丁目再開発、氷川参道、中央通り、一の宮通りなどの拠点を

つなぐ役割をもつ［地図］。大宮らしい暮らしがこの動線で日常的にかつ持続的

に営まれること、また、動線が「∞」の字に見えることから「インフィニティストリー

ト」と名付けた。

─

施策としては、インフィニティストリートを国土交通省が定める「まちなかウォー

カブル区域」に位置付け、「まちなかウォーカブル推進事業」として戦略的に進

めていくことが考えられる。そのような他事業とも組み合わせながら、インフィ

ニティストリート沿いで重点的に道路利活用や積極的な投資を進めることによ

り、点（拠点）を線（ストリート）で結ぶことによって、奥行きのある面（まち）へとつな

がっていく。各ストリートの特性を活かした取り組みを展開していくためにも、

思いのある大宮の皆さん、ぜひ一緒に取り組んでいきましょう！
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用語解説
─
● UDC：アーバンデザインセンター｜UDCは、アーバンデザイ

ンセンター（Urban Design Center）の略称で、2006年11月

の柏の葉アーバンデザインセンター（UDCK）創設時に構想

された、課題解決型＝未来創造型まちづくりのための公・

民・学連携のプラットフォーム。行政都市計画や市民まちづ

くりの枠組みを超え、地域に関わる各主体が連携し、都市

デザインの専門家が客観的立場から携わる新たな形のま

ちづくり組織や拠点として、2018年8月現在までに、全国

19拠点に展開している。それぞれのUDCで課題やプレイ

ヤー構成は異なるが、UDCOは政令指定都市（100万人都

市）の既成中心市街地におけるUDCとして、ほかのUDCと

は異なる特徴をもっている。
─
● 都市再生推進法人｜都市再生推進法人とは、都市再生

特別措置法にもとづき、地域のまちづくりを担う法人とし

て市町村が指定するものである。指定されることにより

公的位置付けが付与され、国などの支援を受けながら、

都市再生整備計画の市町村に対する提案や都市利便増

進協定・低未利用土地利用促進協定などを結ぶことが可

能となる。一般社団法人アーバンデザインセンター大宮

は、さいたま市から2017年10月4日に都市再生推進法人

に指定された。
─
● まちラボおおみや｜産・官・学・民が一体となり、これから

の大宮のまちづくりについて議論し、情報発信する拠点と

なるコミュニティ・ステーション。
─
● 大宮駅周辺地域戦略ビジョン｜大宮駅周辺地域のまちづ

くりの将来ビジョンとして、官・民協働でつくりあげたまち

づくり計画。大宮駅周辺地域を、政令指定都市の顔とし

てふさわしい都心として再構築するため、将来像、まちづ

くりの方針、戦略や優先プロジェクトがとりまとめられてい

る（H22.5策定）。
─
● しあわせ倍増プラン2013｜市民一人ひとりがさらなる「し

あわせを実感できる都市」を目指すため、 平成25年5月の

市長選挙において市長が公約した「新しあわせ倍増計画」

にもとづき策定するもの。さいたま市が特に力を入れて取

り組むべき施策がまとめられている。
─
● 首都圏広域地方計画｜「国土形成計画（全国計画）」を受け、

首都圏の自立的発展に向け、概ね10年間の地域のグラン

ドデザインをとりまとめたもの（H28.3大臣決定）。本計画 に

おいて、大宮駅周辺地域が東日本の対流拠点として位置

付けられる。
─
● 国土形成計画｜国土の利用、整備及び保全を推進する

総合的・基本的計画。国土形成計画法にもとづき、全国計

画と広域地方計画から構成される（H27.8閣議決定）。
─
● 大宮駅周辺グリーンインフラ公民連携プラットフォーム｜大

宮駅周辺に関わる多様な主体が一体となってグリーンイ

ンフラの取り組みを推進し、都市の価値向上と活性化、

大宮らしい豊かな生活空間の形成に寄与することを目的

とした、公民連携組織である。
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UDCO REPORT まちを紡ぐ とは
─

─

タイトルの「まちを紡ぐ」には

3つの意味が込められています。
─

1｜大宮の過去・現在・未来を紡いでいく
2｜大宮のまちの担い手・使い手を紡いでいく
3｜大宮の残すべき価値・創るべき価値を紡いでいく
─

アーバンデザインセンター大宮［UDCO］は、

上記1-3のように、大宮というまちを紡ぎながら、
まちの価値をさらに高めていこうという思いで

2017年3月に設立され、活動しております。
─

UDCOの展開期3年間の折り返しとなる2021年度は、
パンデミックによる社会情勢不安が長期化するなかで、

この試練とどう向き合っていくのか、一人ひとりが試される年になりました。

UDCO REPORT #005では、
2021年度の取り組みをまとめ、ご支援・ご協力いただいた皆様へ報告するとともに、
これからの展開をより充実させるための

UDCOの活動指針を示すことで、UDCOの役割を見直し、
皆様との共有を図りたいと考えています。

ぜひUDCO REPORT #005に
最後までお付き合いください。

─

皆様の大切な大宮というまちをよりよく紡いでいくために、

今後もUDCOでは対話と発信を行っていきます。

目
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 ［特集］ 
おおみやグリーン
アクターネットワーク 

●  SPECIAL FEATURE  ｜座談会｜自然と社会をつなぐ―見沼と大宮の近過去と近未来

『エコロジカル・デモクラシー』を翻訳し、人と都市とランドスケープの関係を研究している土肥真人氏と、
見沼で福祉農園を運営し、見沼と都市部の関係を「分解」の概念を通じて掘り下げる猪瀬浩平氏をお迎えし、
大宮─見沼の関係性から、都市の周辺のみどりがもつ社会的意味や役割をそれぞれの視点でお話しいただいた。

グリーンインフラ─自然がもつ多様な機能を賢く利用すること

で、持続可能な社会と経済の発展に寄与するインフラや土地利用

計画（グリーンインフラ研究会の定義より引用）。人工物に頼らずに雨を土

地に染み込ませることを目指した「レインガーデン（雨庭）」や「グリー

ンストリート」などがあげられる。

アクターネットワーク理論─社会的、自然的世界のあらゆるも

のをアクターとして捉え、さまざまな作用のネットワークの結節点と

して捉える考え。アクターがアクションを起こし、その影響の連関の

動的なネットワークとして社会を見る方法。

大宮はさいたま市の中心的地域というだけでなく、「首都圏広域地方計画」のなかで東日本の玄関口
と位置付けられる交通結節点であり、さまざまな都市機能が集積している。同時に、見沼田んぼや荒川、
氷川参道をはじめとする首都圏有数の自然資源があり、都市と自然が近接しているという特徴がある。

1958年に関東地方に襲来した狩野川台風の際、見沼田んぼはその地形的特性により多くの水を集
め、下流域の被害を軽減した。治水能力が認知されたことで、1965年制定の「見沼三原則」へとつな
がり、その後の市民運動を経て緑地が保全された［*1］。これは見沼と周辺の都市部における「グリーン
インフラ」という概念の原体験であり、自然環境が有する機能が都市部における自然災害対策につな
がる経験であった。

アメリカにおけるグリーンインフラの萌芽は1980年代の合流式下水道の越流水による被害に対する
住民の訴訟であり、世界恐慌後の1930年代から整備されたインフラの老朽化が各都市で現れた時
期である。日本では高度経済成長期に整備されたインフラの更新時期を迎えており、また世界的な気
候変動問題は私たちの生活における実感にまで到達している。ヒートアイランドやゲリラ豪雨など、都
市の物的な構造と結びついた災害のリスクは高まっており、さいたま市においても「グリーンインフラ」
の導入について検討がなされている。

しかし、緑地や公園や道路、都心と農地、景観やコミュニティなどの、多面的な視点が必要とされる
グリーンインフラを施策として取り組む際の計画手法はまだ確立されておらず、自治体や市民、研究機
関や民間企業など多様な主体のネットワークが不可欠である。

ここであらためて、大宮を「都市」だけでなく「ランドスケープ」という広域的な視点によって捉え直すこ
とで、自然と人の関係について考えたい。都市型災害の解決という単一目的だけではなく、親密で潤
いのあるパブリックスペースの構築や、その形成過程やメンテナンスを通じたコミュニティの再編を複
合的に議論することで、自然と都市が相互に支え合うネットワークのあり方を探る。

今回は大宮周辺の自然資源を支える人々 の関係の網目を「グリーンアクターネットワーク」と定義する。
自然と都市の関係の未来を探る有識者との座談会と、大宮のみどりをさまざまな立場から関わり支え
る当事者へのインタビューを通じて、俯瞰的な空間分析だけでは捉えられないネットワークに迫り、大
宮のこれからのビジョンを描く礎としたい。

pp.06–09

 ｜座談会｜都市戦略／ナラティブとしてのグリーンインフラ
ニューヨーク公園局に勤務し、さまざまなアクターを巻き込んだ取り組みを行っている島田智里氏と、
ランドスケープアーキテクトとして、世界各都市でみどりのプロジェクトを手がけてきた福岡孝則氏に、
グリーンインフラを取り入れたアメリカや日本各地の都市戦略から、
大宮でグリーンインフラを取り入れていくヒントや「ナラティブ（物語）」のつくり方をうかがった。

pp.10–13

 ｜インタビューズ｜大宮のみどりを支えるアクターに迫る
❶ まちの調和を物語る「氷川のみどり」─氷川神社のみどりを支えるアクター

❷ これからのパブリックアセット・メンテナンス─さいたま市の道路・公園・緑地を支えるアクター

❸ 都市に穴をあけ、緑を浸透させる─埼玉県の植木生産・造園を支えるアクター

pp.14–19

 ｜図解｜雨水から見えるネットワーク
下図は大宮エリアの土地の被覆種類を根拠とする雨水の流出抑制率を示す。緑色が濃いところは雨水を敷地
内浸透できる能力が高い。また雨水幹線や下水処理施設の立地をみると、大宮と見沼の雨水を通じたネットワー
クが見えてくる。［図版作成：さいたま市・UDCO］
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*1─参考：猪瀬浩平著、森田友希写真『分解者たち 見沼田んぼのほとりを生きる』（2019年、生活書院）
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置付けています。

◎ 藤村｜都市の「縁辺部」としての見沼の位置付けがよくわか

りました。まちづくりの視点から考えると、SDGsやグリーン

インフラといった政策的な言葉はあるのですが、縁辺部のみ

どりが都市に対してもつ社会的意味合いは何か、といったこ

とはなかなか議論されません。そのなかで、土肥さんが推進

されている「エコロジカル・デモクラシー」は、みどりの社会的

意味を考えるために参考になると思っています。どのような

概念なのか、ご紹介いただけますでしょうか。

● 土肥｜「エコロジカル・デモクラシー」（以下エコデモ）とは、簡単

にいうとエコロジー（自然）とデモクラシー（社会）を連関させる

考え方です。私はランドルフ・T・ヘスター先生の著書『エコロジ

カル・デモクラシー（原題：Design for Ecological Democracy）』

に影響を受けて、翻訳本も出版しました。同書によればエコ

デモには15の原則があり、3つの視点に分けることができま

す。まず、先ほどの自然と社会を意識的に連関させるというこ

と。特に都心に住んでいると、みどりや生命、季節などとの

つながりを見出す機会がありませんが、無理やりにでもセット

にする考え方です。

2つ目は、さまざまな都市の課題に対して、スケールをアップ

ダウンして考えるということ。例えば、コロナウイルスや温暖

化は各地域や国での対応が主になりますが、スケールを上

げて地球規模で考えないといけないし、同時にスケールを下

げて一人ひとりの生活スタイルや価値観に働きかけるもの

であることも必要です。地球、一人ひとりの生き方、どちらの

スケールも満たすコミュニティや都市のフレームワークをデ

ザインする、ということです。

3つ目は、心に触れる都市をつくる、です。これはエコデモの

15原則の中心に位置する「聖性（Sacredness）」と関連してい

ます。人々の行動変容を起こすためには、都市のなかで人の

心に触れるような場所をつくっていく、あるいは守っていくこ

とが大切なのですね。このような考え方を日本でも広め実践

したいと思い、2016年にエコロジカル・デモクラシー財団を

立ち上げ、活動しています。

「虫喰い的」にみどりをつなげる
─

◎ 藤村｜UDCOでは「ストリートプランツ」など、虫食い的な

隙間のような場所を利活用する取り組みをしていますが、見

沼の農園には共通点があるように感じました。

● 猪瀬｜その「虫食い的」なところを、見沼田んぼの取り組

みではポジティブに捉えています。土地を集積して大規模に

開発するような方法ではなく、むしろ100年くらいかけて土地

を、さまざまな主体がそれぞれの知恵で虫食い的に活用して

いくうちに、大きなみどりの空間を描けるかもしれない、とい

う考え方が公有地化推進事業を策定したときの県の判断で、

さまざまなアクターが関わり地権者も複雑な見沼にとって、

そのアイデアはとても優れていました。

◎ 藤村｜東京の縁辺部的な地域としては見沼とともに狭山丘

陵も位置付けられると思いますが、東京都側の狭山丘陵で

は宅地の開発反対運動を契機に公的買収により都立公園を

整備して、みどりを保全していった時代がありました。それに

対して埼玉県側の狭山丘陵では財政上買収ができず、厳し

い緑地協定を定めることで緑地保全を住民と協働して進め

るようなまちづくりを行ってきました。「グリーンインフラ」は

決して強い広大なみどりのネットワークだけを意味する概念

ではありません。ミクロな点をつないで大宮の街なかで意味

をもたせ、それをコミュニティのなかで機能させることがで

きたら、埼玉らしいまちづくりができるのではないかと思っ

ています。

図
１
｜
見
沼
田
ん
ぼ
の
空
間
構
成
概
念
図
｜
©
石
井
秀
樹

図
２
｜
見
沼
田
ん
ぼ
福
祉
農
園
で
の
活
動
の
様
子

©
森
田
友
希
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著
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田
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◎ 藤村｜UDCOはこれまで、大宮駅周辺を中心に活動してき

ましたが、「グリーンアクターネットワーク」をキーワードに周

辺地域のなかで大宮の都市を捉えていこうと考えています。

まずは、大宮周辺のみどりとして位置付けられる見沼田んぼ

での活動について、猪瀬さんよりお話をうかがいます。

● 猪瀬｜私が事務局長をしている「見沼田んぼ福祉農園」は

1999年に生まれました。その活動をご紹介する前に、まずは

見沼が緑地として保全されてきた歴史についてお話します。

見沼は、利根川から引いた見沼代用水を水源に、徳川吉宗

の時代に新田開発された地です。低地の沼で水害リスクも高

いため、現在まで都市的な開発はされず、田んぼや畑の周囲

の斜面林に家が建ち並ぶ空間構成となっています［図1］。

1958年の狩野川台風を契機に、治水のための見沼の重要

性が再確認され、見沼田んぼ全体を基本的に緑地として保

全する、通称「見沼三原則」（1965）が埼玉県により策定されま

した。しかし後継者がいない、耕作条件がよくないといった

土地は放棄され不法投棄などの問題が起き、農地以外への

転用規制に対して地権者の不満が高まっていきました。

そのため、1995年に「見沼田圃の保全・活用・創造の基本方

針」が策定され、農地や公園、緑地としての土地利用となっ

たのです。1998年に、農家が管理できない農地を市民団体

の力も活かしながら有効活用するため、公有地化推進事業

も始まりました。

このように市民活動の結果として残った緑地、として語られる

ことも多い見沼ですが、一方で、下水処理やゴミ焼却施設な

ど、首都圏の周縁としての機能の集積地としての側面もありま

す。さらには、さまざまな境遇の方の暮らしの場としても捉え

ることができると私は考えています。「見沼田んぼ福祉農園」

を始めた契機も、公有地を活用できるようになったとともに、

知的障害のある兄が、地元で働くことができる場をつくりた

い、と家族と考えたことにあります。

1999年に農園を始めた頃は、ほぼ野原の状態でした。まず

は障害のある方たちを中心にしながら作業を進めていました

が、そのうちに周辺の子どもたちや、若者たちが手伝いに来

たりしました。定年後の活動先を求めて農園を訪れた方が、

農機具小屋をつくったり、障害のある人に作業しやすい手づ

くりの道具を製作してくださったりもしました。

そんな風に「障害者福祉」を入口にせず、農業や見沼への関

心から集まった方々による、ボランティアがやってきました。ま

た、近隣の方から薪や木材を提供していただいたり、農作業

を教えてもらったり、20年かけて地域内の循環も構築されて

います［図2］。

現在は、複数の障害者福祉団体と、ボランティア団体、ロー

タリークラブ有志、埼玉朝鮮学校などで協議会をつくって運

営し、障害者福祉団体は、農作業にはげみつくった野菜を売

ることを障害のある人の仕事にしています。団体ごとに畑を

管理していますが、共有の場として芝生広場、プレハブ小屋、

ビニールハウス、井戸、ビオトープなどを整備してきました。

今までの経験から、障害者福祉としての農園ではなく、多様

な人たちがいることを前提とした農園づくりを、障害のある

人を中心にして行うことを心がけています。例えば、散歩で通

りかかった人もいれば、おしゃべりをしに来たい人もいる。そ

の結果、さまざまなコミュニケーションが生まれ、収穫祭には

200人程が集まったこともあります。埼玉という都心の周縁

で暮らしていこうという人々の思いの延長に、この農園を位

話者

猪瀬浩平｜

内田奈芳美｜UDCO副センター長／ディレクター

土肥真人｜

藤村龍至｜UDCO副センター長／ディレクター

﹇
座
談
会
﹈ 自
然
と
社
会
を
つ
な
ぐ

│
│

東京工業大学環境・社会理工学院建築学系准
教授／一般財団法人エコロジカル・デモクラシー
財団理事長

明治学院大学教養教育センター教授／
見沼田んぼ福祉農園事務局長

土肥真人｜どひ・まさと｜1｜京都大学農学部卒業、同大学大学院農学
研究科修了。博士（農学）。カリフォルニア大学バークレー校環境デ

ザイン学部客員研究員、ミラノ工科大学建築学部客員研究員を経

て、1996年から東京工業大学環境・社会理工学院建築学系准教
授。2016年から一般財団法人エコロジカル・デモクラシー財団代
表理事。主な著書に『環境と都市のデザイン 表層を超える試み・
参加と景観の交点から』（2004年、学芸出版社）、『新しい都市の形：世

界が変わるために 日本のエコデモのための８つのフレームワー
ク』（2021年、エコロジカル・デモクラシー財団）、訳書に『エコロジカル・デ

モクラシー まちづくりと生態的多様性をつなぐデザイン』（2018年、

鹿島出版会）など。
猪瀬浩平｜いのせ・こうへい｜2｜埼玉県浦和市（現・さいたま市）生まれ。
大阪大学人間科学部卒業、東京大学大学院総合文化研究科修了。

博士（社会人類学）。大学在学中の1999年から見沼田んぼ福祉農園
の活動を行う。そのうちに見沼田んぼ福祉農園事務局長になる。

2007年から明治学院大学教養教育センター専任教員。2018年か
ら教授。2015年からNPO法人のらんど代表理事。主な著書に『分
解者たち 見沼田んぼのほとりを生きる』（2019年、生活書院）、『ボラン

ティアってなんだっけ？』（2020年、岩波書店）など。

1 2
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と
大
宮
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と
近
未
来

斜面林 農地 斜面林斜面林に造成された宅地

芝川｜加田屋川 見沼代用水
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みられるでしょうか。

● 土肥｜2017年に住宅セーフティネット法が国会で審議さ

れた際に、私たち（ARCH：Advocacy and Research Centre for 

Homelessness）は、対象にホームレスの方を入れることを提

案しました。この法では、高齢者や生活保護の方などは対象

とされていますが、ホームレス状態にある人々は含まれてい

ない。その理由は人数だそうです。厚労省の全国概数調査

（2021年）では全国で4,000人弱ですが、不安定居住の定義

や調査方法から、年間を通してのホームレス経験者はその10

倍以上になると考えられます。社会的弱者のための制度で

あっても、政策効果の観点からマイノリティが外されます。

環境的公正は、すぐれて個人から発生しそこで計られます

が、規模の効果に依拠する政策の発想は、温暖化や気候変

動対策が経済効果の薄い人々に届かない現状に通じるのだ

と思います。

これはエコデモの原則である、スケールのアップダウンとも

関連します。異なるフレームで物事を考える手法として「エコ

デモシート」をご紹介します［図4］。自然と社会を紐づけて考

え、タンジブルな風景にその表れを見る（場合によっては、見え

ないことを見る）方法です。シートの左側に社会に関すること、

右側に自然に関すること、中央に見えた風景を書き込みま

す。例えば、田んぼがあり、野鳥がいて、雪が多いこと、子ど

もたちの通学の笑い声、それを見守る大人、公園や河原の

風景などを書き込んでいきます。それらを眺めて関係性を見

出すと、地域ごとに固有の社会・自然の連関とそれを表す風

景を確信することができます。また、大小のスケールで自然

と社会のつながりを確認し、実現すべき課題を共有すること

ができます。ぜひ皆さんにも試してほしいです。

ウォーカブルな大宮─見沼へ
─

● 猪瀬｜コロナ禍以降の遠出しにくい状況下で、周辺地域か

ら福祉農園に来る方が増えてきました。例えば、朝鮮学校の

方々など、それまでにつながりがなかった方たちとの交流も

生まれてきています。さいたま都心部から自転車で来られる

距離であることの意味が見えてきたと実感しています。

◎ 内田｜大宮は見沼という巨大なみどりが近いですが、一方

で、グリーンインフラをテーマにいざ具体的に何かをしようと

考えると、氷川参道までは出てきますが、距離の遠さから見

沼をどのようにつなぐのか、なかなか想像できないという考

えがあると思います。猪瀬さんの活動では、人としてのつな

がりやネットワークを大事にされていますよね。都市側も、見

沼がこれまで背負ってきた歴史背景や、社会的意味に対し

て、どのように返答していくのか、つなぎ方を議論しなければ

いけないと思っています。

● 猪瀬｜見沼に対して感じる距離でいうと、周辺地域の団地

の広告に「見沼田んぼ」がほとんど出てこないことを思い出

しました。つまり、売りになっていないのです。その原因のひ

とつとして、見沼田んぼ全体を見たときにトイレや駐車場が

ほとんどなく、ウォーカブルでないことが挙げられるかと思っ

ています。自転車などのモビリティで、大宮から見沼にアク

セスしやすい構造を考えると、距離がぐっと近づくかもしれ

ません。

ウォーカブルという点では、氷川神社─大宮公園─盆栽村と

いう動線も見えますよね。見沼田んぼは農地として保全され

やすい一方で、盆栽村は市街化区域で、相続税の問題など

もあり、どのように守っていくのかを考えている方もいます。

盆栽村や見沼によって、人やまち、みどりがつながっていくこ

とも考えられるかと思いました。

◎ 藤村｜ストリートテラスはもともと、植木事業者さんたちと

の偶然の出会いから始まりました。彼らは、植木鉢には動か

せる植栽としてのみどりの意味があるという考え方で、今ま

で我々になかった回路で取り組みがつながってきています。

その点で、盆栽に関わる方も同様に、みどりのアクターとして

つながりができていくとおもしろいかと思っています。

● 猪瀬｜もうひとつ、浦和と大宮をどう考えていくとよいのか
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都市 ポートランド フィラデルフィア ニューヨーク
背景 合流式下水道越流水への対策 水質環境の改善

インフラ老朽化対策
地域間格差の 
公平化にむけた対策

要素 道路 河川・下水道 公園

初期の 
取り組み

1989年 民間｜民地における空間改変 
緑化屋根駐車場改修による 
雨水浸透プランター

1987年 ペンシルバニア大学｜ 
脆弱地域でのコミュニティと教育 
ウェスト・フィラデルフィア・プロジェクト 
（コミュニティガーデン／中学校教育プログラム）

1988- 治安の問題からブライアントパークの管理を
1992年 市からNPO Bryant Park Corporationに移管
 NPOのもとで空間的再生事業を実施

展開
  

1999年 雨水マニュアル 2008年 上下水道局｜ 
Green City, Clean Water（GI計画の基軸）

1996年 交通局＋公園局 
「グリーンストリート事業」

2000年 交通局｜ 
Water Quality Friendly Streets

2009年 サステナビリティ・オフィス（市長直轄 ）｜ 
Green Works Philadelphia 
（サステナビリティ戦略）

 公園局｜グリーンストリート課  
組成 =主に中央分離帯

 道路におけるグリーンインフラの適用構想

2002年 環境局+多領域専門家｜ 
持続的雨水管理課の組成 

2007年 ブルームバーグ元市長 長期環境政策
「PlaNYC」

2005年 流域圏マネジメント・マスタープラン 
（包括的な都市レベルの水管理ビジョン）

2010年 公園局｜Green Plan Philadelphia 
（オープンスペース計画）

2008年 交通局「プラザプログラム」街路利活用

2009年 ハイライン開園

2005年 グリーンビルディング法 
（具体的なプロジェクトの資金援助）

2012年 Management Initiative Program 
（非住宅地での個人向けGI導入助成制度）

2010年 環境保護局「グリーンインフラ政策」
 公園局｜グリーンストリート課を 

グリーンインフラ課に改変

2006年 Tabor to the River（地域コミュニティと連携し、 
グレー／グリーンインフラを融合整備する計画）

2014年 Greened Acre Retrofit 
（非住宅地での開発業者向けGI導入助成制度） 

2012年 ハリケーン・サンディによる被害

2007年 グリーンストリート法 
（道路空間におけるグリーンストリートの適用＋ 
インセンティブの仕組み）

2014年 上下水道局｜ 
Stormwater Management Manual 
（マネジメントマニュアル）

2013年 HUBなどの財団｜Rebuild by Design 
（大規模な災害対策計画実施コンペ） 

2008年 雨水税 0 .1%引き上げ 2016年 上下水道局+交通局｜ 
Green Street Design Manual 
（計画・設計マニュアル）

2014年 公園局 
「Community Parks Initiatives（CPI）」

2008年 基金設立（Grey to Green Initiative） 2018年 上下水道局｜ 
GSI Planning & Design Manual 
（計画・設計マニュアル・組織改変）

2015年 デブラシオ元市長 「OneNYC」へ改定 
（育ち繁栄するまち、平等で公正なまち、 
持続可能なまち、災害に強いまち）

2017年─ 公園局+環境保護局｜ 
CPIにグリーンインフラ導入に資金提供 
→計200の公園にグリーンインフラの導入
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インセンティブの仕組み）

2014年 上下水道局｜ 
Stormwater Management Manual 
（マネジメントマニュアル）

2013年 HUBなどの財団｜Rebuild by Design 
（大規模な災害対策計画実施コンペ） 

2008年 雨水税 0 .1%引き上げ 2016年 上下水道局+交通局｜ 
Green Street Design Manual 
（計画・設計マニュアル）

2014年 公園局 
「Community Parks Initiatives（CPI）」

2008年 基金設立（Grey to Green Initiative） 2018年 上下水道局｜ 
GSI Planning & Design Manual 
（計画・設計マニュアル・組織改変）

2015年 デブラシオ元市長 「OneNYC」へ改定 
（育ち繁栄するまち、平等で公正なまち、 
持続可能なまち、災害に強いまち）

2017年─ 公園局+環境保護局｜ 
CPIにグリーンインフラ導入に資金提供 
→計200の公園にグリーンインフラの導入

参考 ポートランドの適用策事例から学ぶ日本での適用策事例について（福岡孝則、加藤禎久）、ランドスケープ研究78（5）2015
 フィラデルフィア市におけるグリーンインフラ計画と実装の仕組みに関する研究（福岡孝則、片桐由希子、加藤禎久）、ランドスケープ研究83（5）2020
 ブライアントパークのウェブサイト：https://bryantpark.org/

● 福岡｜アメリカのもうひとつの事例として、スクールキル川

などの流域に位置するフィラデルフィアについてお話します。

フィラデルフィアは、ベースにある下水道の骨格が強固であ

ることが特徴で、それに対して2008年に着任したナッター

元市長がインフラの老朽化対策とグリーンインフラの戦略を

矢継ぎ早に立てました。市長によるトップダウン的な政策を

とったことが功を奏し、「Green Street Design Manual」

（2014）の技術指針にもつながっています。

その背後には、1980年代後半から、当時ペンシルベニア大

学に在籍していたアン・スパーン教授が、内水氾濫域の黒人

居住区でコミュニティガーデンを多く手掛けていたというお

話があります。著名なランドスケープアーキテクト、イアン・マ

クハーグ氏の一番弟子です。特に北米の都市の河口域は、

氾濫や高潮が頻発する脆弱地で、社会的弱者が居住してい

ることが多い。彼女は居住者が、ガーデンを介して水災害の

減災に関しても、行政の方たちと社会的につながることがで

きるように、長年をかけて取り組んでいました。その活動も

政策に至った契機のひとつといえます。

以上のご紹介した事例では、ビジョンが先行して場所に落と

し込むという方法と、場所からビジョンが立ち上がっていくと

いう方法との双方向性が見られることが特徴です［図2］。個

人的には両者の相乗効果を、都市戦略に活かしていけるとよ

いと思っています。

都市の「ナラティブ」の
つくり方
─

◎ 藤村｜アメリカは世界恐慌後の1930年代から公共投資が
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ビジョンから場所へ
場所からビジョンへ
─

◎ 藤村｜本日はグリーンインフラを大宮でどのように取り入

れていくのか、各都市の戦略やその戦略が立ち上がったプロ

セスなどをお聞きし、ヒントを得たいと思っています。まずは、

グリーンインフラの事例や皆さんが関わられてきた取り組み

についてお話いただけますでしょうか。

● 福岡｜世界中の多くの都市は今、更新期を迎えています。

私はランドスケープアーキテクトとして、各国でその土地の

特性を活かした都市戦略に携わってきました。特に、防災・

減災、持続的雨水管理、生物多様性などの異なる視点から、

話者

福岡孝則｜
藤村龍至｜UDCO副センター長／ディレクター

内田奈芳美｜UDCO副センター長／ディレクター

島田智里｜

島田智里｜しまだ・ちさと｜1｜アメリカニューヨーク市在住。京都府立
大学農学部卒業後、ニューヨーク市立ハンター校で都市計画修士

号取得。在学中、マンハッタン区長オフィスによる初の都市計画

フェローシッププログラムで第一期生に選出、以来さまざまな地

域開発プロジェクトに携わる。ニューヨークの建築会社で勤務後、

2009年からニューヨーク市公園局に勤務。2012年にアメリカ都
市計画学会ニューヨーク支部経済開発委員長に就任。
福岡孝則｜ふくおか・たかのり｜2｜東京農業大学造園学科を卒業後、ペ
ンシルバニア大学芸術系大学院ランドスケープ専攻を修了。米国

公認登録ランドスケープアーキテクト。2003年からHargreaves 
Associates、2005年からGustafson Guthrie Nichol勤務を
経て、2009年からドイツのRamboll Studio DreiseitlのPMと
して中東やアジアの持続的都市・環境デザインプロジェクトを担

当。2012年から神戸大学持続的住環境創成講座特命准教授、Fd 
Landscape主宰。2017年から東京農業大学地域環境科学部造
園科学科准教授。
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ニューヨーク市公園局 
都市計画・GISスペシャリスト

東京農業大学 准教授
ランドスケープアーキテクト

1 2

自然の力を如何に引き出して社会資本整備を行うかが各都

市で課題となっています。ここで「グリーンインフラ」が、領域

の異なる人たちをつなげる共通言語として機能します。

この概念は、アメリカで誕生しました。合流式下水道の越流

水［*1］が河口域で氾濫して訴訟が起きたことを契機に、環境

保護庁が「グリーンインフラ」を打ち出したのです。従来の下

水道などに巨大な設備投資をする「グレーインフラ」に対して、

「レインガーデン（雨庭）」や「グリーンストリート」など［図1］、人

工物を頼らずに雨を土地に染み込ませることを目指した「グ

リーンインフラ」では、水循環を再構築するための建築・土

地利用戦略が考案されています。

例えば、アメリカのポートランドは、1995年からグリーンイン

フラを空間化してきた先進都市です。もともと市職員が自発

的にグリーンインフラに取り組み、徐々に派生して持続的雨

水管理のガイドラインができ、個別のグリーンインフラ事業

の集積が全体像をつくり上げています。

現在までに市内の道路の約 1 ,300カ所にグリーンストリート

を取り入れ、街路と道路のあいだの植栽帯に雨水の一時貯

留浸透を促進させる実践が行われてきました。都市の全体

像をはじめに描いた訳ではなく、個々の事業が自律的に立ち

上がり、後からそれらをネットワークしている点が特徴です。

● 島田｜私からはニューヨークの事例をお話します。ニュー

ヨークというとコンクリートジャングルをイメージする方も多

いと思いますが、じつは市の41%がレクリエーションやみど

りのエリアで、公園局は市面積の約 14%を管轄しています。

2007年、ブルームバーグ元市長が長期環境政策「PlaNYC」

を策定しました。デブラシオ元市長に交代した翌年の2015

年に「OneNYC」へと改定され、4つのビジョン（育ち繁栄、平

等で公正、持続可能、災害に強いまち）が立てられ強化されました。

同年9月に世界ではSDGsが採択されています。

「OneNYC」のもと、公園局は「Community Parks 

Initiatives （CPI）」（2014）を策定しました。これは市域で公

園の不平等をなくし公正な未来をつくることを目標に、設備

投資が不十分かつ人口増加、低所得者が多いエリアなどを

データから割り出し、整備投資を優先する地域を選定し公園

を改善するものです。設計前から利用者に参加を呼びかけ、

地域が求める公園を一緒につくることで、市民のあいだで主

体性が生まれ、その後の積極的な管理参加へとつながること

も期待しています。

公園局はグリーンインフラの取り組みも行っています。1996

年から交通局と道路の中央分離帯緑化を図る「グリーンスト

リート」事業を推進していましたが、2010年に環境保護局が

「グリーンインフラ政策」を策定、複数局が連携することにな

り、公園局もグリーンインフラ課を整備して協働を始めまし

た。CPIと同時進行で、グリーンインフラが対象とする合流式

下水道対策エリアとCPIのエリアを統合し、同時達成する目

標も追加されました。今後、約200カ所のCPI公園に芝生の

貯水機能やレインガーデンなどを取り入れる計画で、連携に

よる相乗効果で災害にも強いリノベーションを行っています。
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たのです。ソーシャルなみどりの使い方が、ナラティブととも

に考えられた事例です。

日本では最近、農福（農業・福祉）連携が盛んですよね。UDCO

が考えている、安行などのみどりに関連する周辺エリアを結

び広域プラットフォームを形成することは、ひとつのナラティ

ブとして捉えられると思っています。

また、ランドスケープは時間をかけて育っていきますので、場

所と人との関係を丁寧にエンゲージメントすることも大事だ

と思っています。私が携わった「南町田グランベリーパーク」

では、駅周辺の区画整理にともなう、公園や周辺施設の配置

計画を行いましたが、ここではつくるまでのプロセスが重要

でした。まず、公園の運営方法の模索のため、市民の皆さん

に活用方法をワークショップで企画していただきました。それ

を実際に「公園のがっこう祭」として実施したところ、オープ

ン前だったにも関わらず、多くの方々が公園を訪れ、その後

の公園活用ビジョンに活かすことができました。2019年に実

際にオープンした公園は、多年草やレインガーデンなどみど

りのデザインも見どころとなっています［図3］。

また、神戸市の「神戸東遊園地」は利用度が低かったため、

市民プロデュースで公園を活用する社会実験プログラム

「URBAN PICNIC」を2015年に開始しました。仮設の建築

やファニチャーをどのように配置すると利用度や滞留が高ま

るのか、公園と人々の活動の関係性の検証を積み重ねまし

た。その結果、利用者が増え公園再整備が決まったり、市

内の他地域や他自治体で同様の社会実験が行われたりと、

徐々に波及が見られています。

◎ 藤村｜東遊園地の社会実験によって、神戸はオープンス

ペースを基軸としながら再起動しはじめたかのようで、2000

年代のニューヨークの動きと共通するものを感じました。さい

たま市と神戸市は、都市規模や人流が都心に流れるという

課題が共通しています。しかし浦和と大宮が双子のように存

在するさいたまと、神戸市のトップダウンの行政構造では立

てうる戦略が異なります。その点で、小さな集団をつなぐ世

田谷型は、さいたまでも取り込みやすいかと思いました。

アクターの参加を
促す方法
─

● 島田｜さまざまなアクターを巻き込むことと関連してお話す

ると、ニューヨークの公園は、管理方法や管理に関わるプレ

イヤーが多様であることが特徴です。

公園局が管轄する公園は約2,500カ所、公園施設を含める

と約4,500カ所あります。これらをすべて一元的に管理する

ことは難しく、公民連携のパートナーシップによりカスタマイ

ズされた公園管理が行われています。例として、コンサーバ

ンシー（conservancy）は公園管理をするNPO団体で、市から

の管理委託費や自ら資金調達し、包括的または部分的に管

理運営します。BID（Business Improvement District）という商

業エリアの向上に努めるNPO団体がエリア内の公園や公共

空間を管理するものもあります。その裁量や内容は団体によ

り異なります。

パートナーシップの育成も重要で、どの規模の団体も公園

管理に参加できるよう活動の機会提供や団体の育成支援を

行うPartnerships for Parksプログラムや、さまざまな自

然管理のボランティア活動を通し、みどりの管理のための技

術提供を行うスチュワードシップ（Stewardship）では、年間約

8,000人が参加しています。
［図4］は農務省の「STEW-MAP」で、みどりを管理するNPO

団体などのネットワークを地図で示したものです。団体同士

の関係性やどこに連携の機会があるのか把握することがで

き、活動幅を広げるのに役立ちます。

ボランティアの形態も多様で、継続的な日常のみどりの管理

から単発イベントと参加の機会が多いことも特徴です。例に、

1995年から10年に1回、市内の街路樹をボランティアと記

録する街路樹調査があります。2015年度はデジタル化し、参

加の申請、調査などすべてがひとつのアプリで簡単にできる

ようになりました。樹木の位置、名前、特徴を地図化し［図5］、

樹木ケアのコツやケアを記録でき、市民の管理参加を促す

ページ「i-Tree」で樹種ごとの雨水捕獲量やCO2削減量など

環境利益もマップに付随し一般公開しています。調査結果は、

行政側では日常業務での活用、市民には木の存在や価値の

認識を広める教育効果もあります。2015年の調査では2,241

名、70団体のボランティアが合計約 11 ,000時間参加し、結

果約 1 ,000万円の節税計算になりました。

このように多くのアクターを呼び込むには、形態やプレー

ヤーの多様化、参加しやすい活動の場の設定、センスのよ

い情報共有のプラットフォームづくりも重要だと思います。

グリーンインフラを
可視化する方法
─

● 福岡｜STEW-MAPはおもしろいですね。活動している方

同士が、手続きなどのステップを踏まなくても、つながる契機

となっています。

● 島田｜団体同士のつながりなど条件検索もでき、おもしろ     

いツールです。公園局の街路樹マップも、ユーザー視点でデ

ザインされていて誰でも利用できます。日本にもさまざまな

データがあるので、活用しやすいよう整理して専門家や団体

と協働すれば、プラットフォームづくりの展開は早いと思って

います。今はツールが多様で情報量も多いため、情報を使っ

て先に何を知りたいのかアウトプットを考えてデータを整理

すると、活用がよりスムーズで効果的になります。

◎ 藤村｜「データ」と、それを編集した「インフォメーション」

の違いにポイントがあるということですね。

先ほどの神戸東遊園地や豊島区の南池袋公園の創設による

周囲への波及は、都市へのみどりの効果が大きいことを感じ

させます。グリーンインフラの効果を今後、どのようにわかり

やすく表現できるでしょうか。

● 福岡｜現在、国土交通省の「緑の基本計画」委員会では、

緑地の雨水浸透や貯留性能の算定方法の提示を検討してい

ます。今後、徐々にデータが集まると政策効果の議論は深ま

るかもしれません。

ただし、幸福度や健康度はなかなか客観的に算定ができな

い。そのなかで、ロンドン市交通局は、徒歩や自転車への「健

康」への寄与とみどりを掛け合わせた「ヘルシーストリート」

政策を2017年に打ち出しました。都市独自のナラティブをつ

くるには、異なる評価軸も重要だと思っています。

● 島田｜おっしゃるとおりです。アメリカでは2010年頃から本

格的にグリーンインフラが動き出し、10年経った今、中間的

な評価がそろそろ気になるところです。

大宮での構想をこれから10-20年とかけて実現させるなか

で、参加する市民や関係者の関心やモチベーションを継続す

るためにも、過程や彼らの取り組みがどのように反映されて

いるのか、効果報告などを確認できる、アクセスしやすい情

報共有のプラットフォームづくりも大切だと感じます。

◎ 内田｜グリーンインフラのように時間はかかるけれども育

てがいがあるものに対し、関与や共感しやすい状況を考えて

いきたいと感じました。本日はありがとうございました。

*1─合流式下水道越流水｜「汚水と雨水を同一の管路で下水処理場ま

で排除する下水道」（合流式下水道）で、「雨水吐き口や雨水ポンプ場などか

ら越流した、降雨により希釈された未処理の下水」で水質汚染や汚臭を引き

起こす。（一般財団法人環境イノベーション情報機構「環境用語集」より　https://

www.eic.or.jp/ecoterm/）

増え、80年代に一斉に朽ちるという段階を踏みました。その

後、住民参加やコミュニティデザインが活発となり、今は「エ

コロジカル・デモクラシー」（pp.06-09）の潮流にあります。日

本の都市への集中投資は70年代が最盛期でしたので、およ

そ40年遅れで、今はアメリカの80年代に近い状況を迎え

つつあると言えますが、日本では高齢化への対応もあり、予

算や人材をつぎ込みにくい状況です。一方、アメリカでは状

況をのり越えて、今では公園やグリーンインフラにリソースを

割くことができていますね。

● 福岡｜アメリカは自治体がパワフルで、都市ごとのキャラク

ターが際立っていますよね。そして、汚染問題のようなネガ

ティブな機会をポジティブに展開させる力があります。

日本での事例をあげると、世田谷区では「緑の基本計画」

（2018）として日本でいち早く、緑地がもつ雨水の貯留浸透機

能を豪雨対策へ取り入れてきました。面積の7割が住宅地で

あるため、住宅や公共施設ごとに「小さなみどり」を積み重

ねて、全体として豪雨対策量を満たす方法が考えられていま

す。そのため区民の参画が非常に重要視されています。

これは地域なりのコミュニティベースで考えた戦略の形です。

大宮でも土地の文脈を捉えるリサーチ活動をされています

ので、大宮らしいグリーンインフラの形を考案し、都市戦略に

展開されるとよいですね。

◎ 内田｜UDCOが提唱する「グリーンアクターネットワーク」

（pp.04-05）は、みどりを介在させながら、さまざまなアクター

を巻き込んでいくことが前提にあります。そのためには、戦

略とともに人々の関心を引く「ナラティブ（物語）」も必要だと

思っています。

島田さんのニューヨークのお話でいうと、「公平性」がナラ

ティブを明確に示していると思いました。

● 島田｜そうですね。紹介したCPI政策は、デブラシオ元市

長政権で強化された指針の「公平性」をベースに、グリーン

インフラとの連携で「持続可能」「災害に強い」という複数の

ビジョンを取り入れています。それを実現可能とする他局と

の連携に必要なデータ共有のためのプラットフォームは、じ

つはブルームバーグ元市長の時代から構築されてきたもの

です。グリーンインフラ政策も、市のビジョンをもとに一体と

なり局を越えた連携を通し相乗効果を生んでいます。

◎ 藤村｜ニューヨークでは、ブルームバーグ元市長政権下の

約 12年で一息に企画が起こった印象ですが、さいたま市も

国土形成計画によって運命の10年を迎えているところです。

これまで人口流入していた状況に対して、2030年以降のさ

いたま市は、人口減少とともに高齢化や福祉へ予算が必要

です。そのなかで、グリーンインフラを取り戻していくための

ナラティブを、どのようにつくることができるかが考えどころ

だと思っています。

● 福岡｜例えば、フィラデルフィアの周縁部は約 15-20%が

空地・空き家となっています。そのため、空地を暫定的に緑

地に戻す事業を住宅局の予算で開始しました。すると街区一

体にみどりが増え、新しい居住者が移り住んでくるようになっ
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ちの発展と神話が一体化しているように感じます。都市部で

あって2kmの長さをもつ日本一の参道をみると、その思い

を強くします。

─

◎ 新渡戸さんは氷川神社の営繕主任をされています。広大

な境内や長い参道はどのようにケアされているのでしょうか。

● 新渡戸｜樹木だけでなく境内の整備や土地、建物の全般的

な維持管理を行っており、建物の新設や修繕、神札所の造営

なども営繕課が担当しています。8月1日の「例祭」には勅使

を迎えますので、7月頃に大規模な剪定伐採をしており、年

に2回ほどそのような整備をします。3月には樹木医に大樹

の健康状態を確認いただき、危険木の伐採や樹勢回復の土

壌改良などをしています。

2kmに及ぶ参道も境内地ですが、神社の力だけでなくじつ

に多くの人々によってみどりは支えられています。平成7年に

発足した、地域の自治会や住民を中心に参道に関心をもつ

市民による「氷川の杜まちづくり協議会」の皆様が、年に数

回の清掃・草刈り・除草・植樹、竹柵の設置などをしてくださっ

ています。

協議会が発足した背景として、当時の参道には低木植栽のあ

る緩衝帯がなく、違法駐車やグリーンベルトを引いただけの

簡易的な歩車分離の問題があり、危険を回避して歩行者は並

木敷を歩いて根元の土が踏み固められ、欅が弱る悪循環が

ありました。神社やさいたま市とともに、氷川の杜を将来へと

引き継いでいくために「参道の歩行者専用化」や「並木敷低

木植栽」の実現に尽力いただき、北・中・南の3区間のうちの

まず中区間で2021年に歩行者専用化整備が完了しました。

─

◎ 落ち葉の清掃だけでも、とても大変な取り組みかと思います。

● 新渡戸｜清掃会社にお願いをして月に数回、多い時期です

と週に3回程度落ち葉清掃をしております。落ち葉の多い時

期は、周辺企業の方々が社会貢献の一環で清掃活動をしてく

ださっていたり、沿道の住民の方々が日々自発的に関わって

くださり、多くの方の協力の上で参道は保たれております。一

度神社に落ち葉を集め業者に回収していただいていますが、

時折利用したいという要望もいただき、つい最近も福祉事業

協議会の方が肥料をつくるためにとトラック2台分もっていか

れました。地域内の循環があるとよいのかもしれませんね。

─

◎ 沿道の方々との関係についてお聞かせください。最近は参

道に向けて開いた素敵なお店が増えているように感じます。

● 新渡戸｜参道は公園とは違い、気持ちが清らかになる神聖

な領域でなくてはなりません。特に氷川神社は、観光に重き

をおく神社ではなく、日常とともにある信仰の神社です。長

年沿道の店舗からは参道側に向けて店構えを開く要請をい

ただいていましたが、並木敷の踏み固めの問題などがあり、

動くことができていませんでした。しかし3年ほど前から、静

かな日常と調和するかたちの賑わいを目指して、いくつかの

条件のもと並木敷側からアクセスできるような取り決めをつ

くりました。具体的には、看板などを出さずに参道に馴染ん

だ外観として神社の尊厳を傷つけないようにすること、低木

植栽の維持管理への協力などを条件に、幅 1 .5mまで通路と

しての利用を可能にしています。オーナーや建築会社と氷川

神社とで個別に相談をし、契約書を交わしています。私自身、

参道と調和した店が増え連続性が生まれている様子を嬉しく

思っております。

─

◎ 沿道のお店が目の前の植栽の維持管理に関わるのは、お

互いにとってメリットがあり、また地域の景観づくりに携わっ

ている責任と誇りが芽生えそうですね。公共空間、つまり

道路際の植栽帯や街路樹と沿道の人々とのあいだにもそう

いった仕組みがつくれないかと考えています。樹木医の話が

ありましたが、樹木の健康状態はどうでしょうか。

● 新渡戸｜樹木が弱っていることをとても危惧しています。枝

の干渉や排気ガスの問題、踏み固めの問題などにより30本

あった文化財の大樹は現在 11本に減少しており、伐採する機

会が増えているのが現状です。樹木の状態や土の状態は、

一見健康に見えても外から見てもわからないかたちで進行し

ていることもあり、危機感が伝わりにくいのです。2002年か

ら2010年にわたり、氷川の杜まちづくり協議会の主導で「氷

川参道の樹木調査」［図3］が実施され、樹木医の指導のもと

市民が参加して一の鳥居から三の鳥居までの5m以上の全

樹木約700本の位置関係や高さ太さ、健康状態について記

録しました。

樹勢回復のため弱っている土壌の改良や悲願である全区間

の歩行者専用化、また伐採した分を新たに植樹することによ

る並木の更新など、さまざまな取り組みを進めていきたいと

思っております。

─

◎ 氷川神社や大宮のこれからについて、お考えをお聞かせく

ださい。

● 新渡戸｜祈りの場、祈りの聖地である神社の環境をより多

くの人々に開き、快適に訪れていただくための環境づくりを

進めていきたいです。長い伝統を維持するためには、変わる

ことを拒むのではなく、少しずつ変わっていくことが大切だと

考えています。そのためにも、参道の全区画の歩行者専用化

は大事な取り組みであり、都市の中で安全にみどりを楽しめ

る空間は、大宮のブランドになると思います。トラファルガー

広場やスペイン広場など、海外には市民にとっての象徴的な

広場があります。市民会館おおみやの跡地などに、氷川参道

と調和するかたちで誰もが立ち寄れる広場ができると素晴ら

しいですよね。

氷川のみどりは、神社やさいたま市、そして市民の皆様の協

調があって初めて保たれるものです。生き生きとしたみどり

は、それらの協調やまちの活力を象徴し、さらなる大宮への

愛着につながると思います。これからも協力しあって氷川の

みどりを維持管理していくとともに、静かなる賑わいを楽しめ

る場所に、長い伝統を受け継ぐためにも少しずつ進化してい

く必要があると思います。
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◎ 大宮にとって氷川神社の存在はとても大きいです。その関

係についてお聞かせください。

● 新渡戸｜大宮の歴史や現在を知るヒントが、じつは神話を

読み解くことで見えてきます。氷川神社の御祭神である「ス

サノオノミコト」は、治水や利水、樹木の神様であり、文字通

り荒ぶる川であった荒川の反乱を鎮める願いがこめられて

います。スサノオノミコトの妻である「イナダヒメノミコト」は、

稲田を実らせる豊作の神様です。氷川神社の建立当時から、

見沼の地には稲作の環境がありました。見沼へと注ぎ込む源

流は境内にある「蛇の池」であり、昔は立ち入ることができま

せんでしたが現在はお参りいただけます。ふたりの関係は見

沼とその源流が位置する氷川神社のあいだの強い結びつき

を象徴しており、時に脅威となる自然と人が共生する願いの

もと、氷川神社は生まれました。

─

◎ 本特集の着眼点のひとつ「アクターネットワーク」は、人だ

けでなくモノや環境も「擬人化（アクター化）」して、それらを区別

せずに互いに働きかけ合う関係の場として社会を捉える考え

です。神話というと、現在の生活から縁遠い世界と感じていま

したが、環境を擬人化することで人と自然の関係をわかりや

すく理解するものであり、現在の生活にまで通じていますね。

● 新渡戸｜スサノオノミコトとイナダノヒメの子息とされる「オ

オクニヌシノミコト」は国土経営の礎をつくったとされ、ある

意味ではアーバンデザイン、まちづくりの神様でもあるので

すよ。神話でその構造が説明できてしまうほど、大宮のま

話者

聞き手

伊藤孝仁｜UDCOデザインコーディネーター

新渡戸常英｜武蔵一宮氷川神社・権禰宜

氷
川
参
道
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を
支
え
る
ア
ク
タ
ー

「氷川参道の樹木調査」パンフレットは
さいたま市のウェブページにて公開中です。

QRコードよりぜひご覧ください。
URL: https://www.city.saitama.jp/
001/010/015/004/004/p014020.html
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活用して、これまでUDCOで取り組んできたストリートプラン

ツの社会実験を進めていきたいと考えています。

● みどり推進課 秋谷｜今あるみどりの保全も重要です。広域

のみどりが都市部に近接している大宮の特性を活かせば、郊

外のみどりを守ることで都市の災害リスクを低減させること

につながります。みどりを保全する取り組みとしては、行政が

保全の名目で土地を取得するに限らず、みどりを守りたい周

辺の住民や企業の方々のボランティア活動だけに頼らない

「主体的な維持管理の仕組みづくり」ができるとよいと考え

ています。

● 都市公園課 西川｜都市公園の存在自体が生物多様性の確

保や地球温暖化対策、雨水流出抑制対策など多面的な機能

を有しており、ひとつのグリーンインフラとして捉えられます。

国の「グリーンインフラ活用型都市構築支援事業」などの支

援をいただきながら、さいたま市内の公園緑地の整備などを

進めています。見沼田んぼのみどりの核として計画している

「さいたまセントラルパーク」は約 16haの都市公園であり、

都市計画決定や事業認可の手続きが完了し、本格的に事業

に着手したところです。また、同じく見沼田んぼ内に計画して

いる「見沼通船堀公園」も大規模公園に位置付けており、見

沼田んぼ+都市公園+グリーンインフラは親和性がありま

す。一方、都市部では住宅地エリアに歩いて行ける身近な

公園の整備を進めています。河川部局と調整をして、都市公

園内への雨水貯留施設整備も並行して実施しています。

● 道路環境課 横地・石井｜道路に関わるグリーンインフラとし

ては、街路樹や雨水浸透施設などがあげられます。街路樹に

ついては維持管理の面で課題が多く、なかなか新設できて

いないのが現状です。道路上に植えられるため、道路交通機

能を確保することが前提になり、高木化により舗道を押し上

げる根上がり、信号などの視認性への影響の問題や老木化

による倒木対策など、適切な維持管理に重きを置いておりま

す。雨水浸透施設については、さいたま市では歩道部だけで

なく車道部においても透水性舗装を積極的に取り入れてお

り、雨水の流出抑制に努めています。

● さいたま市公園緑地協会 和田・林｜市内1 ,000箇所以上の公

園の指定管理をしております。公園の管理で生じる剪定枝を

使用したリサイクル堆肥を作成し、主

催するイベントなどで花の種とセットで

お配りする活動をしております。体育館

などの公共施設の管理もしております

ので、ゴーヤや風船カズラを使用した

緑のカーテンの取り組みもしています。

その過程で種などを採取してお配り

し、各ご家庭にも緑のカーテンを展開

することを考えております。ほかにも生

垣助成や保存樹木の登録といったさ

いたま市事業の窓口をしており、希望

される方に剪定方法や樹種の選び方

などについて、さいたま市造園業協働

組合に専門的な知見をいただきサポートしております。

● みどり推進課 井口｜従来から取り組んできたさまざまな社

会課題について、グリーンインフラをきっかけに新しい表現の

方法やまとめ方を整理する必要があると思っています。その

ためにも、公的な組織だけでなく、民間の力や視点が必要と

考えており、緑の基本計画改定においては「公民連携」に重

きをおいております。

─

◎ 公民連携が鍵になるなか、市民や企業へ何をどのように開

いていくことができるでしょうか。「つくる」「つかう」そして「維

持する」という段階それぞれに、取り組みがあるでしょうか。

● 都市公園課 西川｜平成29年の都市公園法改正により創

設された「Park - PFI制度」は、公園の「つくる・つかう」に

おいて公民が連携する象徴的な制度であり、既に全国の

様々な都市公園で制度が活用されています。さいたま市で

も今年の2月に新たな公園の設計・施工・運営までを含め

たPark-PFIの公募を初めてスタートしました。併せて、既

存の都市公園の魅力アップに向けた制度活用の検討も進

めています。市内にはまだまだポテンシャルのある公園があ

り、都市公園の魅力の向上や賑わいの創出、公園を利用す

る方々の利便性の向上を目指していきたいと考えています。

● 道路環境課 横地・石井｜地域の企業や自治会といった単位

によるボランティアによって、道路の清掃や植栽帯のゴミ拾

いをする「さいたまロードサポート制度」があります。主に道

路愛護の意識を高めたり、参加する方同士の地域コミュニ

ティの場として活用していただくことを目的としておりますが、

看板などで取り組みを紹介することで、参加団体にとっては

地域貢献によるイメージ向上といったメリットもあります。街

路樹は道路法で定められた「道路付属物」であり、道路管理

者は適切な状態に保つ責務があることから、参加団体の方

には道路の清掃などの作業を中心に取り組んでいただいて

おります。

● みどり推進課 秋谷｜樹木の越境対策など危険除去について

は行政主導でやるべきことに変わりありませんが、緑地を地

域の宝として使いこなしていただけるか、というアプローチは

これまで足りていなかったと感じます。生産緑地としての「農

地」は地域にさまざまな面で寄与している一方で、それを守

ることは生産者に任せきりでした。一方で農業の経営や後継

者の問題等も顕在化しています。農地に限らず、みどりを取り

巻く人々が連携し、どのように守って使いこなしていくかとい

う視点から公民連携を考えていけたらと思います。

● さいたま市公園緑地協会 和田・林｜公園緑地協会と自治会・

有志団体とのあいだで行う「協働活動」があり、主な取り組

みは清掃ですが、遊具などの公園施設に不備があった場合

の報告をお願いしています。

● みどり推進課 秋谷｜「みどり愛護会」は緑地の維持管理を

行っており、高木などは行政が担いますが低木の植物の植

生に配慮したきめ細かい育成など、内部の専門家の知見を

活かしながら管理していただいています。公園愛護会などと

同様に継続が難しくなっており、新しい担い手が必要になっ

ています。

─

◎ 道路・公園・緑地それぞれに、コミュニティが維持管理に関

わるサポートプログラムがあるということですね。一方で高

齢者を中心としたボランティア頼みという構図があり、継続

に課題がある状況も共通しています。担い手がより主体的に

関わるための、役割分担のデザインが必要であり、専門家と

担い手のシームレスな関係や、地域貢献によるイメージ向上

以外のメリットを増やす必要があり、経済的な視点も重要で

す。維持管理のプロセスや役割について、また担い手のメリッ

トについて考えをお聞かせください。

● 道路環境課 横地・石井｜道路の維持管理は大きく分けて「修

繕」と「維持」に分類されます。「修繕」は、道路施設や道路

付属物について定期的な点検をし、健全性について診断し、

その結果対応が必要なものについては修繕をするというよ

うに、点検→診断→修繕というプロセスで進めております。

街路樹の剪定や道路の清掃は「維持」にあたります。街路樹

でいえば、低木や植栽帯の維持について公民連携の役割を

ロードサポート制度等で開いていく考えはあると思います。

● さいたま市公園緑地協会 和田・林｜診断については、例えば

遊具の診断には資格が必要となるので、誰でもその役割が

担えるわけではありませんが、点検は開いていくことができ、

実際に協働活動のお願いをしております。

● 都市公園課 西川｜公園の管理においても地域が主体的に

取り組める環境づくりは重要だと思います。例えば、太陽光

で動く自動の芝刈り機の運用やドローン技術を活用した高木

剪定など、新しい技術を使って楽しめる要素をつくることも

ひとつのアイデアとして考えられます。また新型コロナ危機

を契機に在宅勤務などにより自宅周辺で過ごす時間が増え、

若い世代のなかでも地域の公園やオープンスペースの重要

性が見直されている背景からも、公園やみどり行政の重要性

を感じています。

● みどり推進課 秋谷｜維持管理が難しくなった農地でも、例え

ば都市部の場合は周辺住民からのニーズがあり、市民農園

を開く事業者側の意欲もあります。行政はそのニーズをうま

く結びつける役割があります。生産緑地を保全しながら、所

有者、事業者、利用者それぞれがメリットを感じられる仕組み

が生まれており、ある事例では栽培技術をもつ方が市民農

園のコーディネーターとして配属され、技術教育の場にもなっ

ています。都市部以外の緑地での仕組みづくりは課題です。

● みどり推進課 井口｜公民の連携の根っこには、市民の地域

への愛着、シビックプライドが不可欠だと考えておりますが、

みどりはそのなかで重要な位置にあることをあらためて皆さ

んのお話を聞いて感じました。

─

◎ 公共空間やインフラといった多様なパブリックアセットを

横つなぎした議論を今後も続けていきたく思います。本日は

どうもありがとうございました。
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◎ さいたま市でも施策展開が求められる「グリーンインフラ」

は、多面的な効果が期待される一方で定義が広範に渡って

います。皆様のこれまでの取り組みや、市内での課題につい

て伺えればと思います。

● みどり推進課 井口｜市としてグリーンインフラによって何を

実現したいかを体系的に整理する必要があり、現在みどり推

進課ではその方針を示す「緑の基本計画」の改定作業を進

めております。具体的な取り組みとしては、市街地の緑化を

推進し、都市環境の向上を図るため、建築物や道路に面した

敷地の緑化に係る経費の一部を助成しています。また、今年

度の「緑のカーテン」事業では、役所や保育園などの公共施

設を中心に朝顔カーテンを設置し、心理的に涼しさを感じる

風景の創出や、温熱環境に対する効果を目指した取り組みを

進めていますが、今後は公民連携で進めていくことを模索し

ています。都市部での賑わいの創出として、今年 1月に設立

した大宮駅周辺グリーンインフラ公民連携プラットフォームを

話者

聞き手

石井亮資｜

秋谷哲也｜
井口宏樹｜
和田学｜
林昌之｜

石黒卓｜UDCOサブディレクター／デザインコーディネーター

伊藤孝仁｜UDCOデザインコーディネーター

横地一久｜

西川裕一｜
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さいたま市建設局　
土木部 道路環境課

さいたま市建設局　
土木部 道路環境課

さいたま市都市局　
都市計画部 都市公園課

さいたま市都市局　
都市計画部 みどり推進課

さいたま市都市局　
都市計画部 みどり推進課

さいたま市
公園緑地協会

さいたま市
公園緑地協会
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● 押田｜寄居町を拠点に個人宅の庭づくりを中心に造園業を

しております。植木生産にも取り組んでおり、どんぐりから育

てたコナラなどを、自分たちの庭づくりの現場で使用してい

ます。というのも、植木ができるまでの背景に関心をもつきっ

かけがありました。アオダモなどの雑木類の人気が高まり、

「山採り」といって山ごと土地を購入し、自生している植物で

売れるものを掘り取り、販売することを知りました。管理され

生産されたものよりも樹形がワイルドで好まれ、私自身も深く

知らずに購入していましたが、売れるものだけを掘り取った

あとの山のことを考えたら、自然によいとは思えません。そ

の問題意識につながる形で、「大地の再生」という活動もし

ており、土の中の環境を改善することで水捌けをよくしたり

育ちの悪い木をケアするなどの実践を、いろんな場所で取り

組んでいます。

● 伊藤（司）｜私はWOODSMARTという会社を運営し、“植

木の魅力で、より豊かな暮らしを目指して”を理念に、ランド

スケープ設計・植栽工事業を主に展開しております。植木が

もつ魅力やポテンシャルを要素に分解しながら、一般の方に

も伝わるように発信をしております。今、造園業界も、大量生

産の時代に生まれた分業体制による境界が、さまざまな場面

で溶け合い始めています。本来は一連のものであるべきであ

り、それぞれの活動をお聞きしていますと、都市・園芸・生産・

流通・造園・農業といったさまざまな境界を溶かしていく動き

をされていると感じました。

─

◎ 「GOOD PARK」［*1］や「ストリートプランツ」（pp.22-28）と

の関わりを教えてください。

● 晝間｜「ストリートプランツ」の企画を聞いて、単純に「楽し

そうだな」と感じて参加しました（笑）。生産や卸しの仕事をし

ていると、川上の仕事であるが故にその植木が最後どのよう

に着地するかを見届けられません。極論すれば、自分の手元

から離れてからは、生きているのか死んでいるのかもわから

ない。ストリートプランツの取り組みは、着地地点まで関わる

ことができ、大宮の中心部で多くの人の目に触れている様子

を知ったり、時には直接お話を聞くこともありました。自分たち

が丹精込めて育てたものを多くの人たちに喜んでもらえると

いう手応えがあり、ほかの仕事とは異なる楽しさがありました。

● 伊藤（司）｜大宮という中心地の公共空間であることの効果

を感じますね。生産者にとって自身の仕事を生活者に表現で

きる機会であり、また生活者にとっては生産者と出会う機会

でもあります。そこから何かが生まれるかもしれません。

● 清水｜みどりには賑やかさや癒しといったイメージがあり

需要の高まりはある一方で、手間やお金がかかるといった理

由から実現に至らないことが多く、そこに問題意識がありまし

た。そこで「みどりの経済効果」に着目しGOOD PARKの活

動に関わりました。みどりがあることで人が集まり滞留が生じ

周辺店舗の売り上げにつながることを、肌感だけでなく数値

をもって可視化するために効果検証も行っています。

● 押田｜1mの立方体サイズのワイヤー型のプランターを使

う条件で、なるべく大きな樹木を植え、木々が健康で息づい

たものにしたいと考えました。1回目は約4ヶ月の設置でした

が、2回目は1年間。健康に保つための土壌環境づくりと、移

設できること、管理しやすいことの両立を考えました。コンク

リートガラを地層の中の岩石に見立て敷き詰め、通気性、透

水性が良好な層をつくります。そこに落ち葉やもみ殻くん炭

を入れることで保水性も高まります。土の中の落ち葉の分解

とともに菌糸のネットワークが広がり、植物が健全に生育す

る有機的な土台に変わっていった結果、目立った害虫の発生

もなく、水やりの頻度は3分の1程度に減らせました。

● 清水｜現在の社会では落ち葉は「ゴミ」という扱いで、手間

やお金をかけて処分していますが苗木や野菜と交換するこ

とで落ち葉を集め、土を有機的なものへと変えていきました。

そこに地域の人たちが関わるきっかけも生まれています。

● 押田｜GOOD PARK のある寄居町は駅前を再開発してい

て、街路樹の整備も計画されています。放っておくとすべて

「ハナミズキ」になってしまう（笑）。日本一の街路樹をつくる

機会ではないかと関係者にプレゼンをしてみると反響があ

り、プロジェクトがスタートしました。私は在来樹種中心の寄

せ植えを提案していて、雑木林のように大きい樹木から小さ

い植物まで5階層ほどを寄せ植える予定です。見え方の問

題だけでなく、お互いの根が絡み合うことで倒れにくくなり、

多種多様な植物が植栽されることで生態系にもよい影響を

与え、駅前空間が「森の中継地点」になり得ます。庭づくりで

はよくやっていたことですが、公共空間のみどりは画一的な

ことが以前から疑問でした。街路樹は1m2ほどの植え込みが

12カ所計画されています。ちょうど同じサイズと気付いたの

で、GOOD PARKのプランターを「街路樹の試作モデル」と

して位置付け、複数のパターンをつくりました。言葉では実

現性や寄せ植えのよさは伝えにくいですが、試作したものを

囲んで議論すると非常に建設的でした。

─

◎ 人口減少によって税収が低下すると、維持管理にかけら

れるコストも下がりますが、どのように工夫するのでしょうか。

● 押田｜じつは管理用の予算見込みは0円でした（笑）。なの

である意味スムーズに、民間による管理組織や資金的な仕

組みづくりに向かうことができ、「緑の会」というNPO法人を

つくっています。住民と地元の造園業者と地元企業が中心に

なり、月1回の落ち葉拾いや清掃を実施していく計画で、行

政と管理契約を結ぶ予定になっています。

─

◎ 都市とみどりについて、皆さんが今考えていること、展望

をお聞かせください。

● 清水｜生産から日々のケアまで、多くの人々の関わりがある

ことがみどりの可能性だと思います。GOOD PARKの準備を

している際に、近隣の方がお茶を用意してくれたり、気にかけ

て水やりをしてくれました。みどりが増えることではなく、「自

分ごと」にする人が増えることが「浸透する」ことの本質だと

思います。そのような仕組みや場をつくっていきたいです。

● 晝間｜埼玉県北部の生産地と比較しても、川口安行は都市

側にあるため規模は小さいのですが、軒数も多く品種も多様

で「2時間回れば庭づくりに必要なものはすべて揃う」と言わ

れています。小さいからこそ、盆栽のような繊細さをもって生

産しています。造園の方にもそのように励ましていただいてお

りますので、地域をより盛り上げていきたいと思っています。

● 押田｜コンクリートやアスファルトに覆われたまちにどうみ

どりを増やせるかを考えていきたいですね。プランター型の

緑化もいいけど、一番はやはり地面に植えたい。植えること

で大地から水を吸い上げ、地上と地下を樹木がつなげること

に意味があると思っていますし、都市に穴を開けて大地を掘

り、再生する実験を続けてきて、手応えを感じています。

● 伊藤（司）｜経済効果や生態系への影響や都市の水循環へ

の貢献。わかりやすい論理は大事ですが、都市にみどりが増え

てワクワクする「楽しさ」が根っこにあることが重要ですね。

*1─ GOOD PARK｜寄居町の消防署跡の遊休地を利用した期間限定の

可動式広場。可動式の「植栽パレット」やテーブル・ベンチ、東屋などの滞在

空間のほか、店舗型ユニットハウスなどの出店スペースがあり、町民憩いの

場としての利用やマルシェなどのイベントが行われている。第 1弾は2020

年10月16日から2021年2月28日に、第2弾を2021年4月3日から2022年

3月末に実施。
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◎ 皆さんのお仕事と活動領域についてお教えください。

● 清水｜深谷で活動しています。緑化植物の生産や、壁面緑

化などで使用するユニット緑化用プロダクトを出荷していま

す。造園には道路の中央分離帯など都市の厳しい条件のな

かにみどりを取り入れる分野がありますが、管理のしやすさ

や枯れないことが重視され、おのずと種類が画一的になりま

す。私たちは技術的な開発を通して、園芸的な繊細で親しみ

のある植物を、都市のさまざまな場所に使うことを試みてい

ます。都市緑化にはステンレスや不織布の加工といった建築

など別の産業との協働が必要になります。コラボレーション

や技術の開発から、これまで緑化の手が届かなかった場所に

も、みどりを「浸透」させていくことに取り組んでいます。

● 晝間｜川口市の安行で代々、植木の生産から卸しまでして

おり、私で4代目になります。曽祖父にあたる初代は切り花

の生産をしており、祖父の代では生産者向けに苗木を卸す

一番川上の仕事をしていました。植木の生産方法はさまざま

で、種からつくる方法や、枝を土に挿木して根を生やした苗

木からつくる方法があります。苗木は土のついていない乾い

た状態なので軽量で扱いやすく、遠隔地でも大量出荷が可

能です。埼玉県は日本列島のちょうどへそのような場所にあ

るので、育成や流通の面で地理的なメリットもあり、北海道か

ら大阪まで全国に卸しています。父の代はちょうどバブル期

にあたり、空前の緑化ブームでした。盛んに行われていたゴ

ルフ場開発などに合わせ緑化木の生産をしていました。私の

代になって一回りしたという印象で、特定のものに限定せず、

地被類から高木まで幅広く卸しています。

話者

聞き手

清水秀一｜清水園芸

伊藤司貴｜WOODSMART

伊藤孝仁・森元気｜UDCOデザインコーディネーター

押田大助｜中央園芸

晝間智嗣｜秀花園
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構想
戦略立案／連携構築

おおみやストリートテラス＠2017

おおみやストリートテラス＠2018

おおみやストリートテラス＠2019

おおみやストリートテラス＠一番街2020-延長-2nd

おおみやストリートテラス＠中央通り2021

UDCOペーパー＃006＠西通線2019

UDCOペーパー＃011＠中央通り2021

OMテラス屋上利活用 2017-

STREETにおける実践→pp.20–46 PLATFORMとしての実践→pp.47–61

ストリートランチ＠軒先テラス2019-2021

ストリートランチ＠キッチンカーテラス2020-2021

ストリートランチ＠区役所2021

ストリートプランツ＠銀座通り2019

ストリートプランツ＠OMテラス2020

ストリートマネジメントスクール 2021

ストリートプランツ＠西通線2019

2021年度の取り組み

実験
社会実験／効果検証

日常
継続運用／資金調達

西
通
線 エ

リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム 2021

ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド 2021

一番
街

中
央
通
り

銀
座
通
り

#1
［中央通り］
みどりとファニチャーで街路と店舗をつなげる
中央通りは、大宮駅東口から氷川参道まで東に伸びる通りである。昭和40年代の中央通りでは、

地域の植栽が街路沿道に並ぶ植木市が開催されていた。UDCOでは中央通り大門3丁目［南側歩

道一部区間］を対象として「おおみやストリートテラス＠中央通り」や「STREET PLANTS MARKET」

などの公民連携による緑化滞在空間を創出する取り組みを、地元商店会や地域生産者とともに実

施している。

大宮駅東口から氷川参道まで伸びる中央通り

街路沿道一体利活用による緑化滞在空間の創出 22
おおみやストリートテラス＠中央通り

歩道・沿道店舗の一体利活用によるシェアスタンド 29
ストリートマネジメントスクール社会実験＠中央通り

大宮のストリートから
街路文化を育む
at STREET ストリートにおける実践

UDCOのこれまでと2021年度の取り組み

これまでのUDCOの取り組みをストリートに紐付けながら、構想・実験・日常のフェーズにおいて

どのように支援してきたのかをあらためて整理し、大宮らしいまちづくりを進めていく。

今年度の取り組みでは「社会実験を定期開催することで日常化を目指すストリートランチ」「面的展開を見据えた緑化滞在空間の構想から

始まった、おおみやストリートテラス＠中央通り」「資金調達や人材育成などの継続運用（＝日常化）を支える仕組みづくりとしてのファンドや

スクール」といった構想・実験・日常の各フェーズから大宮のストリートへ多角的にアプローチした。

課題から
戦略を立案する

構想

継続させる
仕組みをつくる

日常

空間利活用から
効果検証まで行う

実験

［右図｜ストリートの状況や課題に応じた構想・実験・日常を起点としたプロセス］

｜構想→実験→日常｜ストリートテラスなどのプロジェクト実践型プロセス
｜実験→日常→構想｜ストリートランチやストリートプランツなどのコンテンツ先行型プロセス
｜日常→実験→構想｜ ストリートマネジメントスクールなどの持続化を支えるためのスキーム構築型プロセス

おおみやストリートテラス@中央通り

ストリートマネジメントスクール社会実験@中央通り

STREET PLANTS MARKET
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●    at STREET #1｜中央通り

街路沿道
一体利活用による
緑化滞在空間
の創出
おおみやストリートテラス＠中央通り

UDCOによる大宮駅周辺地域の街路沿

道一体利活用は、2021年から中央通りに

おいて「おおみやストリートテラス＠中央

通り」として展開している。中央通り（大宮

中央通線）は現況幅員26-30m、駅前広

場と氷川参道を結ぶ駅東口の目抜き通り

であり、沿道街区において公共施設再編

連鎖型まちづくり駅前賑わい拠点、大門2

丁目中地区再開発、GCSターミナル街区

などの大規模なまちづくり計画などの検

討が進む広幅員街路である。この街路で

は豊かな緑化景観の形成を目標とするた

め、ストリートプランツの仕組みを基軸と

しながら、植栽生産者や沿道商店会との

協働による道路空間の緑化滞在空間化

の取り組みを進めている。

川口安行をはじめとする大宮近郊は日本

4大生産地と呼ばれる植木・苗木の生産

地であり、植木生産者が多く存在する。ま

た、氷川参道などの都市部の緑地は公民

双方において継続的な維持管理に苦慮し

ながら地域資源を守ってきたという経緯

がある。一方で今後積極的にみどり豊か

なまちづくりを進めていく計画があり、計

画の実効性を高めるためには都市緑化と

維持管理に関する公民連携の仕組みが

必要である。ストリートプランツとは、協

賛や購入が可能な植栽を街路空間に設

置し、植栽によって得た収益から維持管

理費などを捻出するという仕組みによっ

て、地域産業の支援や街路空間の滞在性

向上を図っていく取り組みである。

制度的視点から言い換えれば公共空間で

の収益事業が可能な都市再生推進法人

が、道路占用物として流通型の植栽を設

置することで、公共空間のみどりを運営し

ていくものである。

おおみやストリートテラス＠中央通りは、

中央通り3丁目区間での約 1年間の社会

実験を経て、まちづくり資金の循環や滞

在性・景観向上の点で一定効果や維持管

理上の課題が明らかになってきた。今後

の中央通りでの拡張に向けて、緑化滞在

空間をベースとしたおおみやストリートテ

ラスの今後について展望したい。

─

商店会との出会いと
産官学民連携チーム
─

中央通りでのおおみやストリートテラスの

展開は、中央通り新栄会会長から相談を

いただいたことに端を発する。中央通り

新栄会のある中央通り3丁目では商店会

の取り組みとしては、これまで歩道部の

植栽帯に花木を植え維持管理をしたり、

沿道のイルミネーションの設置などに取

り組んできたが、目抜き通りの特性上、近

年は沿道のオーナーが自ら店舗を経営す

る業態から賃貸業にシフトすることで、沿

道建物がテナントビル化したり、大企業が

オーナーに替わっていくに従って、商店会

として積極的なまちづくりに取り組みづら

い状況があり、商店会としての活動を目に

見える形にすることが難しいという課題

を抱えていた。

UDCOでは協賛・購入が可能な植栽を

街路に設置し、クラウドファンディングな

どを通じて得た資金から維持管理費を捻

出する「ストリートプランツ」の取り組みを

2020年3月より行っているが、同年7月

に実施したストリートプランツの現地見学

会に来てくださった新栄会渡部会長から

前述のような商店会の課題を伺った。ま

た、大宮全体のまちづくりのなかでは、中

央通りの大門3丁目区間（以下3丁目区間）

は大宮駅と氷川参道をつなぐ重要な通り

であるにもかかわらず、歩行者の通行量

は駅から離れる毎に少なくなる。通りとし

ての魅力を向上させていくため、新栄会

との協働でストリートプランツを3丁目区

間で展開してもらえないだろうかとの相

談を受けた。

中央通りは、大宮駅東口駅前を基点とす

る広幅員の目抜き通りである。3丁目区

間は幅員28 m、車道部は中央分離帯約

2ｍと片側2車線計4車線に加え、両側に

パーキングレーンを有する。歩道部は両

側約3.5mずつの内約 1 .5mずつは植

栽帯を有しており、パーキングレーンの間

欠部分にアルコープ空間がある。街路北

側は特に飲食・物販店舗が少なく、事務

所や学習塾などの中層建物が多い一方

で、公開空地などの公共空間があるなど、

企業単位での協力を引き出せる可能性を

もっていた。

街路南側は北側に比べて飲食・物販店舗

が多く、小学校とのあいだに挟まれた建

物の構造上、面積と間口の小さな店舗が

多い一方で、2階以上の空室が目立つと

いう特性もあった。また、道路構造として

はパーキングレーンと植栽帯、さらに間

欠的に歩道のアルコーブがあるが、アル

コーブ部分は維持管理が行き届いている

状況ではなく、パーキングレーンについて

も利用率が高い印象は無かった。

UDCOは、3丁目区間でのストリートテラ

スの展開にあたり、まずは南側の歩道部

と植栽帯・アルコーブを利活用し、商店会

や飲食・物販店舗と連携した緑化滞在空

間の創出を目指すこととし、近い将来の

適正な道路空間再配分を睨みながら、目

に見える形での取り組みをはじめること

とし、商店会コミュニティの強化に寄与す

るストリートテラス＠中央通りの展開を構

想した。実施にあたっては、これまでも協

働してきたWOODSMART（＝プランツコー

ディネーター）、秀花園（＝協力生産者）とともに

実施し、中央通り新栄会（＝プロジェクトパー

トナー）は企画調整・維持管理の側面で協

働することとなった。さらに道路占用や

関係機関協議などを中心にさいたま市の

協力のもとで実施し、取り組みの効果検

証に関しては芝浦工業大学（＝調査協力）、

UDC078（＝アーバンデザインセンター神戸／調

査協力）の協力を得て、2021年6月1日より

開始した。
─

都市緑化と
維持管理で
公民が連携する
仕組み
─

ストリートプランツは、（1）地域産業の支援、

（2）滞在快適性の向上、（3）維持管理の

継続を目的としている。江戸時代から綾

瀬川の水運を用いて江戸に植木を提供し

ていた川口安行地域をはじめ、見沼など

植木を生産する大宮近郊地域、あるいは

寄居や鴻巣、深谷など県内には多くの植

栽の生産地が存在する。ストリートプラン

ツの植栽は県内地域の生産者と協働して

都市緑化を行うことで地域産業を支援し

ていくことを目的のひとつとしている。ま

た、さいたま市は、ウォーカブル推進都市

として歩行者空間の滞在快適性向上を

進めているが、大宮駅周辺においても駅

前から駅周辺の地域に向かう回遊性を高

め、地域全体で投資効果を高めることを
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目標としている。ストリートプランツは駅

周辺の滞在快適性を向上させ、大宮駅周

辺のウォーカブルを推進していくことを目

指している。

さらに、氷川参道をはじめとする都市部

の緑地は、公民双方において維持管理の

継続に苦慮しながら地域資源を守ってき

たという経緯がある。一方で今後積極的

にみどり豊かなまちづくりを進めていく計

画があり、計画の実効性を高めるために

は都市緑化と維持管理に関する公民連

携の仕組みが必要となる。ストリートプラ

ンツは街路植栽への協賛などにより資金

を生み出し維持管理費を捻出する仕組み

である。

具体的にはまず、（1）地域の生産者に街路

に設置する植栽を提供いただき、（2）道

休憩や待合ができる場面を想定しながら

滞在空間を設置していくこととした。

植栽は建物側と車道側の両方に設置して

歩行者空間を挟み、歩行者に近い場所で

は高さを抑えながらユキヤナギやレッドシ

ダー、ブルーベリーなどの繊細な植物を

選定、歩行者から少し離れて車道との緩

衝になる場所ではエゴノキやムクゲ、ヒメ

シャラなどの植物を選定して設置した。ま

た、沿道の店舗の雰囲気に合わせてハー

ブ系の植物やユーカリなど虫の寄りにく

い植物を選定して設置した。

また、プランツを含めたストリートファニ

チャーは実証実験のため、仮設資材や物

流資材を用いてデザインすることで製作

単価を抑え、かつパーツの組み合わせで

構成している。プランターボックスは合板

のレーザー加工で、材料が噛み合う形状

とすることで折り畳めるデザインである。

路を管理する行政や軒先を所有する店舗

からの許可を得て、維持管理を担える方と

のマッチングを行う。（3）街路空間に緑化

滞在空間として設置した植物にQRコード

を付け、（4）クラウドファンディングを通じ

た協賛や購入希望を募る。（5）設置に賛

同いただいた方からの資金が、維持管理

費や生産者への植物の費用、仕組み自体

の運営費に活用される仕組みである。

おおみやストリートテラス＠中央通りで

は、上記のようなストリートプランツの仕

組みを基軸として緑化滞在空間を創出し

ている。都市再生推進法人であるUDCO

が、約50mの3丁目区間南側において、

歩道部の植栽帯と軒先30cmを一括し

て道路占用許可を得た。許可を得た区域

近傍で、主に直近の沿道オーナーやテナ

さらに外周を物流用のラッシングベルト

で絞めることでビス止めをせずに耐久性

を高めている。ボックスの内側は、布プラ

ンターを用いることで灌漑と土の通気性

に配慮し、生産圃場での準備と現地の空

間づくりを同時並行で進められるようにし

ている。

プランターやストリートファニチャーは植

栽帯の土部に支持をとって固定している

が、安価で形状調整のしやすい単管パイ

プを用いた支持杭と横桟を結束するだけ

で、子どもが掴まっても倒れない固定方

法としている。実際に期間中の利用状況

に合わせてプランターなどを簡単に移動

させることができた。尚、ストリートファニ

チャーは今後ストリートプランツと同様の

方式で協賛や購入が可能なものとして流

通型で運用することも可能である。

維持管理は2021年6月から2022年3月

ント入居者に維持管理協力を依頼し、店

先や軒先および店舗前の歩道部におい

て維持管理可能な鉢数を決定した。スト

リートプランツに付属するファニチャーや

サインをデザインし、既存の工作物を活

かした緑化滞在空間をつくった。

結果として、2021年6─9月末の4カ月

間で40鉢と8カ所の滞在空間を設置

し、クラウドファンディングなどを通じて

132,000円の協賛金を得た。さらに、続

けて2021年 10月─2022年3月末の6カ

月間で40鉢と8カ所の滞在空間を設置

し、50,000円の協賛金を得た。これらの

協賛金は、ストリートプランツの実施に伴

う生産者の協力金、維持管理費、および

協議・調整などの運営費にそれぞれ概ね

1/3ずつの割合で充当している。

─

沿道店舗と呼応する
緑化滞在空間の
デザイン
─

ストリートプランツのプロジェクトにプラン

ツコーディネーターとして協働していただ

いているWOODSMARTの伊藤司貴氏は

「植木は、移動できることでまちのさまざ

まなニーズに応えられて、色々な見せ方・置

き方・利用のされ方が可能になる」と語る。

2021年度のおおみやストリートテラス

＠中央通りは、3丁目区間のなかでも店舗

の多様性に富んだ南側の延長約 100m

の区間で実施することとし、全体は小規

模でも店舗の種類に応じた緑化滞在空間

の適正が判断できるように計画している。

緑化滞在空間はそれぞれ維持管理の単

位空間を重視しており、沿道建物と建物

前の街路空間という単位で計画すること

で、沿道店舗などのニーズに合わせると

ともに維持管理のしやすい関係性を築い

ている。

実施区間の沿道店舗はジェラートや台湾

茶、ラーメンなどの飲食系店舗から美容

室や事務所兼ギャラリーなどの来客があ

る業務系店舗、ジーンズやハンコなどの

物販系店舗など、約 100mの短い区間

に多様な店舗が存在する。今回は特に飲

食店でテイクアウトを購入した利用者が

オープンエアの屋外でソーシャルディス

タンスを確保しながら軽食をとることがで

きる場面や、ギャラリーやラーメンショッ

プ前で一時的に入店列ができた際などで

の10カ月という長期に渡ったが、商店会

と沿道店舗の協力により設置した植栽の

水遣りや清掃は成立した。6─9月末の前

半期は商店会メンバーによる曜日担当制

で実施してみることとし、区間内40鉢の

ストリートプランツを7名の会員が曜日毎

に担当した。　

しかし、夏季4カ月・40鉢を毎週管理す

ることは作業的に負担が多いという結果

を共有し、10─3月末の後半期は担当方

法を変えることにした。維持管理の単位

も前述のように沿道建物と建物前の街路

空間という単位で実施することとし、まち

づくり資金を原資として担当鉢数に応じ

て有償で水遣りや清掃、什器の異常確認

を依頼した。

尚、緑化滞在空間は店舗の利用者が建

物前を利用できるという店舗側メリットも

生じているが、店舗の業態や立地条件に

 

 

 

 

 

 
 

 
 

公民連携の公共空間利活用

都市再生推進法人による歩道部分の一括占用

利活用・維持管理の単位：沿道店舗＋街路

コーディネーターにより一括して借り受ける（占用）
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 行政／建物所有者など 

 

 QR読込  プロジェクトを応援

協賛
購入

 （クラウドファンディング）

協力生産者への支払

維持管理費の支払
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中で受益者負担の関係を結び、路上駐車

帯を歩行者のために利活用する有用な仕

組みである。

中央通りのパーキングレーンは、沿道建

物の利用者が主に停車していることが多

いが、パーキングレーンの稼働率を鑑み

ながら、フレキシブルゾーンの仕組みを

運用していくことで、大規模な道路改良

を伴わずに歩行者の滞在空間を増やすこ

とができると考えられる。

─

地域の生産者と
ともにつくる
都市空間
─

ストリートプランツの取り組みでは、地

域産業が都市景観をつくる仕組みづく

りを目指している。川口安行を拠点と

する地域の生産者で、この取り組みを

UDCOと共に始めた（有）秀花園の晝間

さんは、「街路の緑は変化が無い。植木

を通して風景に変化が与えられること

はよいことではないか」と語る。公共空

間のみどりは限られた行政財源のなかで、

より管理しやすくより一様な整備にならざ

るを得ない。街路樹や植栽帯などの都市

空間の緑地は大宮駅周辺においても無

いわけではなく、地域の付加価値と思え

る質をどのように維持していくかというこ

とが重要である。

前述のように大宮周辺には安行・見沼・深

谷・寄居・鴻巣など植木生産地が存在す

るが、地域の生産者が都市空間のマネジ

メントに関わり、都市景観が維持されてい

くというエコシステムになっていくとよい。

今年度は 1度だけの開催となったが、7月

に中央通りに面する太陽生命ビル前の

公開空地において、STREET PLANTS 

MARKET「大宮植木市」を開催した。大

宮近郊を拠点として植木に関連する生産

者・流通事業者の皆さんに出店いただき、

中央通りで過去に開催されていた植木市

の風景を復活させることを試みた。

今回協力いただいたのは、見沼・安行で

植木の生産・流通を行う秀花園さん、大

宮でインテリアグリーンや緑化空間の施

よっても異なるため、今後の仕組みの汎

用性を考慮して、鉢数換算による同様の

考え方で実施することを基本とした。維

持管理の仕方は、水遣りが夏季 1回／日・

中間期 1回／2─3日・冬季 1回／2週間を

目安として実施していただいており、個別

の状況に応じて夏季に蚊が多くなったり、

枝葉が伸びてうっそうとして来たり、ある

いは植物の実が落ちて道路が汚れたりす

ることなどが生じたが、都度清掃や剪定

に対応していただいた。

─

街路沿道
一体空間の展開
─

今回のおおみやストリートテラス＠中央通

りは、一連のおおみやストリートテラスの

取り組みを展開している「インフィニティ

ストリート」において実施している。イン

フィニティストリートが、大宮駅東口周辺

の開発と周辺の公共施設再編連鎖型ま

ちづくりの対象エリアを接続する重点的

な街路空間であるとともに、中央通りは

特に氷川参道のみどりの都市軸と駅前を

接続するメインストリートであることから

地域性を象徴する緑化と都市空間の滞

在快適性向上を図っていくことが求めら

れる。このような背景を踏まえ、中央通り

の場合はパーキングレーンの利活用つま

り道路空間再配分を見据えた展開を計画

している。2021年度は歩道部およびアル

コープ部分の緑化滞在空間化に取り組ん

できた。次に隣接するパーキングレーン

部分にキッチンカーを一時的に停車でき

るようにしすることで滞在性を高めてい

き、さらにパークレットなどの半常設の滞

在空間を設置することで、歩行者空間を

拡張していくという構想を共有しながら進

めており、具体的な場所や方法はおおみ

やストリートテラス＠中央通りを続けてい

くなかで、効果や課題を抽出しながら検討

していきたいと考えている。

現在、中央通りの大門 1丁目区間では駅

東口の駅前広場整備と合わせた道路空

間再編が計画されているほか、2丁目区

間では大門2丁目中地区再開発事業に併

せてセットバックした北側5mの歩道空

間が供用を開始している。3丁目区間で

は確定した計画は無いが、旧大宮区役所

や大宮小学校を含む駅前賑わい拠点の

計画と併せて、道路空間を一部再編する

ことになると思われる。ウォーカビリティ

向上やグリーンインフラの観点でも、将

来変化していく中央通りの空間像につい

て今後提案をしていきたい。

中央通りでは都市計画決定には至ってい

ないが、旧大宮市時代から幅員40 mへ

の道路拡張構想がある。大規模道路拡

幅は沿道建物のセットバックによる用地

確保に時間を要することは言うまでもな

いが、現況幅員内においてもウォーカブ

ルな道路空間を目指すことはできる。ヒ

ントとなる事例がカリフォルニア州マウ

ンテン・ビュー市カストロ・ストリートなど

で運用されている「フレキシブルゾーン」

である。

これは歩行者利用可能な路上駐車帯の

事例であり、半恒久的に屋外飲食空間が

設置されている。仕組みとしては、自治体

が沿道建物を商業利用することを定め、

フレキシブルゾーンについてのガイドライ

ン（Downtown Sidewalk Café Standards）

を示した上で、沿道店舗などに対してフレ

キシブルゾーン内のカフェ転用を認める

というものである。営業許可申請などや

公共空間使用料の支払いを求める一方

で、歩道上カフェ開設の補助金を支給す

るなど、一定条件のなかで路上駐車帯の

歩行者利用を進めている。

フレキシブルゾーンは基本的には駐車ス

ペースであるが歩道上カフェへ転用する

ことで、沿道の賑わいや景観を向上させ

るだけでなく、沿道建物側の事業収益の

向上にもつながることが予想できる。沿

道建物と建物前の街路空間という単位の

Flexible Zone 
Castro Street, Mountain View, CA

 

 

 

 

 

 

 
 

 

（フレキシブルゾーン）

（沿道建物1階）

沿道店舗

沿道店舗

沿道店舗

パーキング

テラス

パーキング

（歩行空間）

 現状の歩行者空間

 ウォーカブルな中央通りのイメージ
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（公共施設再編まちづくりの検討中）

大宮駅周辺地域戦略ビジョン対象範囲
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公共施設再編連鎖型まちづくり事業
（駅前賑わい拠点）

公共施設再編連鎖型まちづくり事業
(氷川神社周辺エリア)

大宮区役所・大宮図書館

公共施設再編連鎖型まちづくり事業
(地域連携拠点)

（さいたま新都心周辺地区）

大宮駅西口第3-B地区市街地再開発事業

大宮鐘塚C地区市街地再開発

氷川緑道西通線整備推進事業

氷川参道歩行者専用化事業

山丸公園

平成ひろば

氷川神社

鐘塚公園

上落合桜木線

一の宮通り電線地中化事業

桜木1号線及び2号線事業

大宮駅西口第4地区区画整理事業

東口駅前広場

新東西通路

大宮停車場大成線事業

大宮駅西口第3-A・D地区
市街地再開発事業

桜木駐車場活用事業
大門町2丁目再開発事業

東武鉄道２面３線化

 令和3年度
● 沿道店舗と連携した緑化滞在空間の設置
● 歩道部分の利活用

STREET PLANTS #01

#02

#03

STREET PLANTS

STREET PLANTS

+STREET LUNCH

+STREET PARK +STREET LUNCH

 令和4年度
● 沿道店舗+キッチンカー事業と連携した緑化滞在空間の設置
● 歩道部分+パーキングレーンの利活用

 令和5年度
● 沿道店舗+キッチンカー事業と連携した緑化滞在空間の設置
● 歩道部分+パーキングレーンの滞在空間化
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スタンドと
ストリートが
相互に支えあう
─

おおみやストリートテラス＠中央通りの対

象地を大宮駅側へ拡張する形で、2021

年 10月16日に「スタンドストリートマル

シェ」を実施した。ストリートマネジメント

スクール（pp.48-51）の受講生とともに企

画・実施に取り組んだ。

商店会長をはじめとした沿道関係者への

ヒアリングや現地調査を通じて3つの発

見があった。1つ目は中央通りと大宮小学

校のあいだに挟まれた街区のビル群が

奥行きが浅く細長いという形態的特徴の

発見、2つ目はそこに小さな個人商店が

軒を並べて入居していることの発見［図

1］、そしてもうひとつは、駅からほど近い

エリアにありながらも歩行者数は減って

おり、賑わいの減少が危機感として共有

されていることである。

そこで、小さいが故にほとんど客席をも

たず、テイクアウトが中心となる小さな飲

食店を「スタンド」と定義し、それを補うよ

うな滞在性をもつパブリックスペースの

あり方を考え、歩きたくなる静かな賑わ

いをもった新しい「中央通りらしさ」を社

会実験によって現出させることがテーマ

となった。

─

街路・沿道の
3つの空間と
「道

ミ チ ド コ

床」
─

沿道の空き店舗（現YEAST）と、店舗軒先

の歩道空間、車道側の歩道空間（既存植え

込み）の歩道沿道を構成する3タイプの空

間の活用を考え、それぞれにコンテンツ

を配置した。空間活用とコンテンツづくり

を並走させる形でプロジェクトは進んで

いった。

中央通りに並ぶ台湾茶やジェラートなど

を販売するスタンドでテイクアウトし、少

人数で飲食を楽しむための滞在空間をス

トリートファニチャーによって生み出すこ

とを考え、既存植え込みへの水の浸透を

阻害しない形で、仮設デッキを設置した

［図2］。

京都の「川床」になぞらえ、「道床（ミチド

コ）」と名付けられたファニチャーは、縁側

のようにフチに腰掛けるだけでなく、靴を

脱いで上がり込むリラックスした滞在や、

飲食物をトレーにのせて広げるテーブル

になったりと、さまざまなアクティビティを

支えるように配慮した。

また、歩道の狭い中央通りでは、滞留す

る際の歩行者との距離感や体の向きが、

快適性に大きく影響を与えるというスト

リートテラスでの取り組みを通じた発見

を活かして、小さな窪みに対して向き合う

ように道床を配置するなどの工夫を施し

た［図3］。

●    at STREET #1｜中央通り

歩道・
沿道店舗の
一体利活用による
シェアスタンド
ストリートマネジメントスクール社会実験
＠中央通り

工を行うロアガーデンさん、見沼で園芸

植栽を扱うノブヒロ園芸さん、与野や横

浜で装飾園芸や多肉植物を取り扱うタカ

ボタニカルさん、見沼や浦和を拠点とし

て農を通じたライフスタイルを提案する

INAKA PROJECTさん。また、良品計画

の皆さんにも賛同いただきガーデングッ

ズを販売していただいた。園芸植栽やイ

ンテリアグリーンの流通に携わる方々や

生産圃場で苗木・植木を生産する方々な

ど、植木に関連する事業もさまざまだが、

生産者同士が出会い道行く人々も大宮近

郊の植木産業に触れる機会があることは

今後も大事にしたい。

─

街路・沿道空間を測り
効果を可視化する
─

緑化滞在空間の効果を測るため、実施区

間における行動分析と街路景観分析を

行った。

行動分析については、2018年から目視に

よる調査・分析を行ってきたが、今後の展

開性を考慮して機械学習による画像解析

を用いた歩行者行動の分析に取り組んで

みることとし、システム情報学の専門性が

高いUDC078の協力を得て、共同研究と

して実施している。分析対象空間の上方

に測定用ウェブカメラを設置し、タイムラ

プス画像の機械学習を行った。学習デー

タにもとづく歩行者検出とトラッキングを

行い分析した結果、今回設置した滞在空

間において、滞留行動が増加したことが

確認できた。例として、実施期間中の昼

食時間帯（11 :00-14:00）の3時間で歩行者

通行量648人／3時間に対して、延べ87

分間の滞在行動（飲食・休憩など）が見受け

られた。

街路景観分析については、芝浦工業大学

鈴木研究室との共同研究として、緑視率

及び緑の構成要素の分析を行った。緑視

率は対象街路平均 13.4％に対して、実施

区間で34.4%の緑視率を実現できた。

また、みどりの構成要素は、視点場から見

た緑視エリアをアイレベル下方、アイレベ

ル上方、遠景の3つに分割し、それぞれ

の緑視面積を比較するものである。結果

としては、対象街路全体の平均値と比較

して、実施区間ではアイレベル下方のみ

どりの割合を2倍以上増加させることが

できた。 ［石黒卓］
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#2
［一番街］
沿道店舗とともに新しいコンテンツをつくる
一番街商店街は、銀座通りと旧中山道を結ぶ長さ約100mの飲食店街である。コロナウイルス

の影響を受けて、商店街・民間事業者・行政などが連携して沿道店舗支援と商店街の課題解決を

目指す「一番街商店街アクティブ化プロジェクト」が立ち上がった。その先導的取り組みとして、

UDCOでは国土交通省の道路占用特例を用いた「おおみやストリートテラス＠一番街」を2020

年から実施している。

銀座通りと旧中山道を結ぶ一番街商店街

軒先1mの利活用による商店街支援 32
おおみやストリートテラス＠一番街

低未利用時間帯の店先活用によるマルシェ 39
ストリートマネジメントスクール社会実験＠一番街

大宮のストリートから
街路文化を育む
at STREET ストリートにおける実践

─

スタンドによる
ストリートの
一体感の醸成
─

受講生が中心となり出店者のリサーチ

と交渉を実施し、沿道店舗の空間には

『CHICACU bookstore』による本屋
［図4］、その軒先空間および歩道を挟ん

だ道床の両側に『takka』による花とボ

タニカルの販売［図5］、既存歩道の窪ん

だ滞在空間を活用した『Bagel Lapin 

Tuesday』によるカレーとベーグルの販

売を行った［図6］。

─

3店舗の平均売り上げは23,130円／日と

なり、満足度は高かった。空間としては沿

道店舗の視認性、特に昼の店内の見えづ

らさについて、また道床を使用した店舗

においては歩道が狭いため滞留する空

間がとれず、足を止めて商品を吟味する

ことにつながりにくい点に課題がみられ

たが、空間の広さや座る場所などは有効

で満足のいくものであることがアンケート

からわかった。

─

この取り組みでは、新しいコンテンツをス

トリートに創出するだけでなく、既存店舗

との新しい連携をはかることに重きをお

いた。具体的には中央通り沿道のスタン

ド型飲食店と当日限りの店舗を一緒に紹

介する「スタンドストリートマルシェMAP」
（A4三つ折りタイプ、おしぼりタイプ）［図7］を作

成し、各店舗で配布するなどした。沿道

の既存店舗へヒアリングをし、中央通りに

訪れるきっかけとして、またストリートに一

体感が生まれるきっかけとしての効果を

確認することができた。

─

「クラブ的つながり」
を活かした
柔軟なコミュニティ
─

同じ通り沿いにある店舗でも、飲食店か

ら服飾関係のショップ、雑貨屋から教室な

どまで種類は幅広く、営業年数もバラバ

ラである。それゆえ各店舗がストリートに

求めるものもひとつに収束するわけでは

なく、商店会として合意形成をとり公共空

間を舞台に新しい活動を展開することは

ハードルが高い。

─

今回の取り組みを契機として、商店会の

なかに「スタンド」という形式やメリットの

共有ができる新たなネットワークを形にで

きたことは大きな成果であったと考える。

そのような、意思決定が容易で小回りの

効いた動きができる「クラブ的つながり」

が活発となる体制をつくり、それを商店会

のようなオフィシャルな組織や、UDCOの

ような中間支援組織が支えていく形がで

きるとよい。とはいえ、メリットを共有で

きるひとつの業種、例えば飲食店の視点

にのみ絞って公共空間にアクションを起

こしても溝が生じてしまいかねない。公益

性はどこにあるかを考え、計画に関係す

る各店舗と対話し、懸念されるデメリット

を解消する対策を講じて合意を得るプロ

セスや、新設するファニチャーなどの工作

物の「受益者」が中心となって管理する

仕組みの構築の重要さは、沿道を構成す

る多様な店舗との対話を通じて得られた

大きな気付きであった。ストリートという

都市における公共空間の活用や維持管

理を格好の機会と捉え、クラブ的つなが

りを活かした柔軟なコミュニティを構築す

ることが求められる。  ［伊藤孝仁］

おおみやストリートテラス@一番街
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おおみやストリートテラス@一番街は、新

型コロナウイルス感染症により影響を受

けた飲食店の支援としてUDCOが行って

きたストリートテラスのノウハウを活かし、

2020年8月より実施しているものである。

これは、大宮一番街商店街の持続的な発

展、またコロナ禍での商店街支援を目指

し、大宮らしい新しい生活をかたちづくろ

うとする取り組みである［図 1］。

実施にあたり商店街を主体とした実行委

員会を組織し、趣旨に賛同する沿道店舗

が参加している。

都市再生推進法人であるUDCOは実行

委員会の一員として、道路占用および道

路使用許可を取得し、保健所や関係各所

との協議・調整を担った。道路占用につ

いては国土交通省より発表された「新型

コロナウイルス感染症の影響に対応する

ための沿道飲食店等の路上利用に伴う

道路占用基準緩和」（以下、道路占用コロナ特

例）を活用している。ストリートテラスに参

加する商店街店舗の店先 1mを占用範囲

として白線を敷き、屋外テラス席や物販

ワゴンなどの設置を行うことで、3密を回

避しながら街路沿道の一体的な利活用に

よる賑わい創出を図っている。

─

2年目へ継続する
ストリートテラス
─

新型コロナの影響のなか、道路占用コロ

ナ特例の期限が延長され、2020年8月

から11月まで4カ月間の予定だったスト

リートテラスも2020年 12月から2021年

3月、4月から7月、8月から9月と3度の

道路占用・使用許可申請をくりかえし、延

長して継続的に実施している。実施当初

は13店舗の参加だったが、新たな取り組

みにより魅力的な沿道の風景が生まれる

ことで、売り上げの向上や先進的な取り

組みとしてメディアでの紹介もあり、徐々

に参加店舗も増加した。

実施当初から参加店舗が持ち回りで行う

月に一度の商店街全体の清掃活動には、

新たな参加店舗も加わった［図2］。清掃活

動は店舗間のコミュニケーションのきっか

けづくりともなる取り組みだが、新たな参

加店舗のスタッフの顔がわかるようにな

り、日常的な挨拶などの機会が広がって

いる。また清掃活動に並行してストリート

テラスの継続による経年変化に対するケ

アも必要になった。参加店舗の店先 1m

の活用範囲を示す白色の路面テープの

汚れや剥がれなど、気になる箇所を補修

している［図3］。真っ白な線が現れると景

観としてよいだけでなく取り組みを再確

認する機会にもなる。

一方で、新型コロナの影響もあって商

店街の店舗の入れ替わりが多く、また店

舗内のスタッフの異動も重なり、コミュニ

ケーションや継続的な連携の取り方など

には課題が多い。解決方法は模索中だ

が、現在の取り組みをさらに魅力的にし、

沿道一体の取り組みの価値を示していく

ことで、コミュニケーションの糸口へとつ

なげていきたい。

─

特例から日常への
プロセスデザイン
─

参加店舗とコミュニケーションを図るなか

で、今後の継続的な実施を望む声があっ

た。そこで持続的な取り組みへの展開を

見据え、今後の参加の意向や、商店街の

状況を把握するために一番街の全店舗へ

のアンケートを行った［図4］。

アンケートには、緊急事態宣言中の店舗

の事情などにより全36店舗中28の店舗

が回答した。

そのなかでストリートテラスの認知度は

85%を超え、参加店舗はもちろんのこと、

地階や上階の未参加店舗にも認知されて

おり、取り組みが定着してきた様子がうか

がえる。ただし、未参加店舗 13店舗のう

ち、今後の参加希望は3店舗に留まった。

その理由として、1階以外の店舗には直接

利益につながらないとの意見があった。

一方で多くの店舗からは取り組みの趣旨

への賛同があり、通りの賑わいをつくって

いることや、店の雰囲気がまちに伝わり

●    at STREET #2-1
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やすくなるなど、ストリートテラスによる成

果が感じ取れるものだった。

多くの店舗から継続的な実施を望む回答

があったため、時限的な道路占用コロナ

特例の制度を超えて、2-5年の長期的な

道路占用を行い、日常的な店先利活用を

目指すために道路を維持管理するさいた

ま市建設局、まちづくりを推進するさいた

ま市都市局、交通を管理する埼玉県警と

の道路活用に関する協議を行った。

それぞれ異なる管轄であるが、これまで

の一番街での取り組みが共通認識となっ

たため、長期的な道路占用についてそ

れぞれの課題を体系的に整理することが

できた。そこでひとつの方針として、国

土交通省の通知に準じた「地域の活性化

に資する路上イベントに伴う道路占用許

可」に、いくつかの占用条件を設けること

で、長期的な道路占用の検討を行ってい

る。例えば「持続的なまちづくりを推進す

る団体による取り組み」や「商店街加盟

財団）には協力者として、今後の商店街の

主体的な取り組みをサポートしていただく

こととなった。

次に運営資金について、当初は多くの企

業より協賛金をいただき運営費に充てて

いたが、商店街の予算で可能な範囲の取

り組みにしていくこととした。これは今後

商店街が日常的に継続していくためには

必要なプロセスである。

最後に道路占用について、「地域の活性

化に資する路上イベントに伴う道路占用

許可」を用いて占用範囲を商店街店先

1mの一括占用から、参加店舗の店先の

みとした［図6］。これは将来的な道路占用

料が発生することも考え、必要な道路占

用範囲のみとし、取り組みを明確化するこ

とが狙いである。

道路占用による利活用など、目に見える

活動は継続しながら、体制などの仕組み

を移行することで、目指している将来像に

徐々に近づけている。

これらと並行して、飲食店が多く軒を連

ねる一番街らしい強みを活かし、「食」を

テーマにした取り組みを進めていくことと

した。店先のテラス席を空間として生み

出した当初の活動から、今後は提供する

食のコンテンツを強化し、ハードとソフト

を兼ね備えた沿道の一体的な取り組みと

し、食文化を育む一番街のストリートブラ

ンディングを目指している。

─

新しい
プラットフォーム
「ストリートデザイン
部会」
─

第二章に合わせた食の取り組みを中心に

主体的な企画を考案し実施していく「スト

リートデザイン部会」を立ち上げた。スト

リートテラス参加店舗の有志が部会メン

バーとなり、趣旨に賛同した4店舗（ビスト
ロボナペティ、イージーステイ、串カツ田中、牛タ

ンいろ葉）がまずは参加している。

部会メンバーとミーティングを行い、1年

間実施したストリートテラスの振り返りや

今後の取り組みなどを議論し、3つの内容

をまず進めていくこととした。

第一に参加店舗の情報をまとめたマップ

の作成である［図7］。参加店舗からおすす

めメニューなどの写真を提供してもらい、

店舗情報と併せて掲載した。

店舗の2 /3以上の同意」などを含めるな

ど、定量的な指標を設けることを検討し

ている。

これは地区計画など、まちづくりの条件と

して2/3以上の同意を基準とすることが

多く、商店街加盟店舗を母数に基準が達

成されることで、取り組みが沿道一体で

主体的に合意形成されたことが判断でき

るのではないか。

今後も継続的に協議は必要だが、ひとつ

の方向性が示されたことは大きい。引き

続き関係各所と緊密な連携を図り、プロ

セスデザインを進めていきたい。

─

「食」をテーマとした
ストリート
ブランディング
─

日常化へのプロセスとして、2021年 10月

よりおおみやストリートテラス＠一番街の

第二にストリートテラス＠一番街のSNS

アカウントの作成である。情報の発信

と、フォロワーなどに割引特典を設ける

などのアイデアが出ている。どのように

参加店舗で管理、運用するかについて検

討しており、間もなく立ち上がることにな

るだろう。

第三に共通食材を利用した各店舗による

オリジナルメニューの開発である。例えば

ビネガーなど、共通の食材を決め、そこか

ら各店舗によるアレンジを行い一斉に提

供を開始するアイデアである。まずは取り

組みやすいドリンクメニューから始めるこ

ととした。関東食糧と創造財団にも部会

に参加いただき、食品メーカーとのマッチ

ングなど、協力を仰ぎながら実施する予定

である。

現在部会メンバーは4店舗だが、今後賛

同する店舗が増えるよう、魅力的なコンテ

ンツを継続的に企画、開発していくプラッ

トフォームとなることを目指している。

第二章として1年間の社会実験を実施し

た。参加店舗も16店舗（2020年 1月時で 17

店舗）となり、徐々に増えているなかで、運

営に関する商店街の主体性を高めていく

ことが必要となってきている。

取り組みについては、店先 1mを利活用

する屋外テラス席や物販ワゴンなどの設

置や、参加店舗による月一度の清掃活動

は継続的に実施しながら、商店街による

運営が図れるよう体制などの更新を行っ

ている［図5］。

まず実施体制についてだが、2021年 10

月から2022年9月までの1年間、一番街

商店街協同組合を主体とし、民間企業、

大学、UDCOからなる実行委員会から、

大宮一番街商店街協同組合による実施

主体に変更した。取り組み当初から実行

委員会に参画していた埼玉県を中心に食

品卸を行う株式会社関東食糧（以下、関東

食糧）、企業の経営支援等を行う公益財団

法人さいたま市産業創造財団（以下、創造

─

コンテンツの
掛け合わせで
イメージ向上を目指す
─

「食」を新たなテーマにしたストリートテラ

スの取り組みのひとつとして関東食糧と

創造財団の協力のもと、大宮ラクーンの1

階屋外スペースを活用した野菜販売のマ

ルシェをストリートマネジメントスクールに

おける社会実験（10月16日）に合わせ実施

した［図8］。

当日は社会実験の実施時間である13:00-

16:00に限定し、若手農家がヨーロッパの

野菜を栽培し地産地消を目指すヨーロッ

パ野菜研究会の野菜（以下、ヨロ研野菜）を、

関東食糧・創造財団の担当者が販売し

た。バターナッツかぼちゃなど普段あまり

見慣れない野菜が並び、一番街を行き交

う人々の興味を惹きつけた。
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おおみやストリートテラス＠一番街 おおみやストリートテラス＠一番街「第二章」

2020-21 2021-22

日時 2020年8月1日［土］─2021年8月31日［火］｜（13カ月間） 
11 :00–20:00

2021年 10月1日［土］─2022年9月30日［火］｜（12カ月間） 
11 :00–20:00

主催 おおみやストリートテラス＠一番街実行委員会 大宮一番街協同組合

協力 ● 大宮一番街商店街協同組合
● 大宮東口商店街連絡協議会 
● 大宮ラクーン
● 関東食糧株式会社
● さいたま観光国際協会 
● さいたま市
● さいたま市産業創造財団
● さいたまヨーロッパ野菜研究会 
● 芝浦工業大学
● ノースコーポレーション

● 関東食糧株式会社
● さいたま市
● さいたま市産業創造財団 
● アーバンデザインセンター大宮

協賛 8企業 なし

参加店舗 13店舗参加 17店舗参加

道路占用
スキーム

新型コロナウイルス感染症の影響に対応するための 
沿道飲食店等の路上利用に伴う道路占用基準緩和

地域の活性化に資する路上イベントに伴う 
道路占用許可

道路占用期間 延長を含め13カ月 12カ月
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●    at STREET #2-2｜一番街

低未利用
時間帯の
店先活用による
マルシェ
ストリートマネジメントスクール社会実験
＠一番街

店先1mの
クラフトマルシェ
「1.5番街」
─

おおみやストリートテラス＠一番街で道

路占用する店先 1mの範囲を対象とし、

その未利用時間帯の利活用を目指した

「1 .5番街 ―街の魅力を育む店先 1mを利

用したマルシェ―」を2021年10月16日に、

ストリートマネジメントスクール（pp.48-51）

の受講生とともに企画・実施した。

現地プログラムでの議論やストリートデザ

イン部会（pp.32-36）へのヒアリングを行

い、3つの課題を共有した。第 1に歩行者

通行量は多いが、その人たちが滞留する

空間がないこと、第2にチェーンの飲食店

が多く、商店街利用者の目的・属性が画

一的になっていること、第3にアーケード

の老朽化や喫煙など、歩きづらい雰囲気

が生まれていることであった。そこで、歩

行者が立ち止まり、新しいタイプの利用者

が生まれるよう、駅前の好立地である一

番街の道路占用範囲を「気軽に出店でき

るチャレンジエリア」として捉え、一番街

を少しだけ拡張する取り組みとして「1.5

番街」と呼び、地元で活動するクラフト作

家を中心としたマルシェを占用範囲内で

開く社会実験を行った。

─

店先の新しい表情を
デザインする
─

社会実験の利用対象とした道路占用部分

は限られたサイズのため、店先の大部分

の間口を利用した販売スペース［図2］、店

先の一部を利用した展示スペース［図3］、

閉店後の店先を利用した滞在スペース

［図4］の3つの空間活用法を考え、具体的

な実施場所は以下のことに配慮しながら

決定した。
● 通行に支障が出ないよう

 向かい合わせで配置しないこと
● 面的に賑わいが広がるように

 分散して配置すること
● 店先の間口が充分にあり

 販売スペースを確保しても

 営業に支障がでないこと

これらの条件のもとで沿道店舗と交渉を

行い、一番街の中央付近から旧中山道側

の5店舗の店先（中華一番・一藤・イージース

テイ・串カツ田中・ハッピーファームみやたけ）に

3つの空間活用方針にもとづき活用レイ

アウトを展開した。

販売・展示用の什器についてはストリート

テラスの取り組みで各店舗に貸し出して

いる路上に置く看板と調和するように、

カウンターを製作し、連続性をもつよう

にした。また、原色や彩度の高い店舗看

板が多いので、シナ材を素地のまま使用

している。シンプルな什器のため、出店

者によってカスタマイズできるように有

孔ボードで店舗ごとの表情をつくるため

の工夫も施した［図5］。

3時間の販売で購入者数は33名となり、

売上は約20,000円となった。結果として

はまずまずであったが、事前の周知が不

足したことは否めず、商店街との連携を図

りながら行うことを目指していくことで、取

り組み自体を育てていく必要がある。ま

た販売場所の視認性を高めることや什器

の配置レイアウトなども同時に検討を進

めることで改善を図りたい。

来年度にも複数回マルシェを行う予定し

ており、今後はストリートデザイン部会と

連動させながら計画を進めていきたい。

例えば部会による共通メニューの販売や、

ヨロ研野菜を用いたメニュー開発などが

考えられる。

継続的な取り組みにより複数のコンテン

ツが生まれ、それらを掛け合わせていくこ

とでコンテンツ単体、そして沿道全体の

価値を高めていければと考えている。

─

段階的な
関わりしろを
デザインする
─

一番街のなかで新たな取り組みが生まれ

始め、参加する店舗が現れ、体制の構築

が進みだした。一方でその数をどのよう

に増やしていくかが今後の鍵となる。

各店舗と話していると、感染リスクや景気

の悪化などからアルバイトが見つからず、

また店舗を掛けもつ社員など人員の面で

苦労が多く、賛同はしても、主体的な部会

のような実働が生じる取り組みには参加

できないなどの実情を聞く。また新型コロ

ナ感染症や現在の社会状況の不安が相

まって各店舗の売り上げが著しく下がり、

店舗だけの努力による売り上げ向上を図

ることに限界がある。今後も継続的にヒ

アリングを実施して、各店舗の実情に沿っ

た段階的な関わりしろのデザインが重要

になる。

例えば、部会で目指しているストリートテ

ラスのSNS発信などは無理なく関われる

きっかけとして考えられる。部会参加メン

バーが増え、主体的な取り組みとなること

が理想の姿であるが、急に全員が取り組

んでいくことは難しい。参加のきっかけづ

くりを来年度以降の取り組みに活かして

いきたい。 ［森元気］
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#3
［西通線］
若手飲食事業者とともにランチシーンをつくる
氷川緑道西通線は、大宮駅東口の骨格となる道路として位置付けられた都市計画道路である。整

備によって、旧中山道を中心とした大宮駅東口周辺の渋滞緩和、歩行者・自転車の安全で快適な

空間の確保、都市防災機能強化や良好な都市景観の創出などの効果が見込まれている。UDCO

では西通線の道路予定区域を対象として、2017年より3年間「おおみやストリートテラス」を継続

的に開催した。

都市計画道路として位置付けられる氷川緑道西通線

公共空間利活用による若手飲食事業者支援 40
ストリートランチ＠キッチンカーテラス、軒先テラス、大宮区役所

大宮のストリートから
街路文化を育む
at STREET ストリートにおける実践

空間／時間の
「未利用」を活かす
─

今回出店したのは、手織布の小物雑貨

を扱う『rinda工房』、アクセサリーを扱

う『Sakura Mohila』、雑貨全般を扱う

『goto』、陶器を中心とした『amist』、

古本を扱う『つまずく本屋ホォル』であ

る。出店者の実店舗の営業時間と重な

らないよう、出店時間を13:00–16:00と

17 :00–20:00の2部に分けた。また、出

店以外の時間帯には受講生が管理する

形で商品の展示を行った。受講生が製作

した出店者MAPには作品や出店者の情

報にアクセスできるように、SNSなどのア

カウントのQRコードを設け、この社会実

験をきっかけに新たなつながりを生み出

せるように工夫した［図6］。

5店舗の売り上げは平均約 12,000円と

なり、店舗によっては想定を大きく上回る

結果となったことで、出店者の満足度も高

かった。夕方には出店数も増え、店先に

出店者が並んで販売を行うと連続した風

景がつくられ、通行者の多くが足を止め、

売り上げにも効果がみられた。利用者ア

ンケートでは「どのようなきっかけで店舗

を利用したか」という質問に対して「買い

物などで立ち寄った際におもしろそうだっ

たので思いがけず購入した」という答え

があり、また沿道店舗の従業員が興味深

そうに出店者や受講生に話しかけている

姿がみられ、社会実験を介して気軽なコ

ミュニケーションが生まれた［図7］。

─

未利用地の活用が
新たな連携を生む
─

飲食店舗の多い一番街は営業時間や

ピークタイムにばらつきがあるため、時

間帯による使われ方のリサーチで、低未

利用な隙間を見出すことが可能である。

アーケードがあることで天候に左右され

ず使える1 mの空間は貴重であり、そのよ

うな種地の発見と利活用に向けたマネジ

メントが求められる。

今回の取り組みはマルシェを通して出店

や展示、滞在スペースが店先に生まれ、店

舗と出店者による店先空間の新たな関係

をつくることにつながった。この場合、店

先空間という性格上、沿道店舗との動線

の確保や看板などの配置による空間的な

連携が必要となり、そこから出店者と店

舗のコミュニケーションが生じる。今回は

受講生とUDCOによる1日限りの社会実

験であったが、このコミュニケーションか

ら始まるネットワークの構築を目指すこと

が重要だ。

例えば今回は川越からの出店者の参加

があったが、13路線が乗り入れる巨大

ターミナルの大宮駅前だからこそ広域エ

リアのさまざまなプレイヤーによる活動

の受け皿となる可能性を秘めている。そ

のためにはこの魅力を発信し、新たなプ

レイヤーを見つけていく必要がある。ネッ

トワークが培われていくことで、今後商

店街や各店舗が店先をチャレンジエリア

として主体的に活用する取り組みが行え

るのではないか。そのような展望をもち

ながら今後のストリートテラスに活かし

ていきたい。  ［森元気］

ストリートランチ@大宮区役所

ストリートランチ@軒先テラス

ストリートランチ@キッチンカーテラス
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ストリートランチは、おおみやストリート

テラスの日常化を目指し、氷川緑道西通

線沿いの隙間を活用して、地元事業者に

よるテイクアウト販売を行う取り組みで

あり、2020年2月より継続して実施して

いる。

民間ビルのオープンスペースを活用しお

弁当の販売ができる軒先テラス［図1］、道

路予定区域を活用しキッチンカー販売が

できるキッチンカーテラス［図2］のふたつ

の出店場所があり、事業者の希望に応じ

て選択することが可能である。ストリートラ

ンチは、コロナ禍においてテイクアウト強

化を図った店舗の販売場所や、新たにキッ

チンカーを始めた店舗など、地元事業者

の事業継続支援の役割も果たしてきた。

一方で、ランチ販売スペースから心地よい

居場所としての「プレイス」を生み出すべ

く、環境整備も含めた取り組みを行ってい

る。さらに今年度は期間限定で大宮区役

所敷地内でも実施し、ストリートランチに

よる賑わい創出を契機とした公共施設再

編まちづくりへの展開を図っている。

継続的な取り組みの
ための環境改善
日常化を目指した取り組みであるストリー

トランチは、コロナ禍でも継続できる事業

者の機会拡大として、年間を通して実施

した。緊急事態宣言下の大宮駅前では休

業する飲食店舗もあり、ランチのバリエー

ションを広げることにつながった。

また、キッチンカーテラスの滞在環境改

善として折り畳み式のイスを設置した［図

3］。購入したランチを食べたり、待ち時間

などに気軽に利用することができ、組み

立てが単純で軽量なイスのため、事業者

が容易に設置することができる。

イスの設置という小さなアクションだが、

足を止めるきっかけとなり、訪れる利用者

同士や事業者との会話が生まれ、まちの

風景となっている。

継続的な出店のなかで一定数の常連客

も現れているという声もあり、少しずつ手

を入れながら、場所の価値を高めていけ

るような環境改善に今後も取り組んでい

きたい。

売り上げと
出店傾向からみる
課題に向き合う
継続的な取り組みのなかでどのような成

果と課題があるか売り上げや出店数など

から考察する。まず2021年を1月から6

月までの前半期と7月から12月までの後

半期に分けて状況を見てみたい［図4］。

前半期では出店数が210回を数え、全体

のランチ購入者数は約2,500人、総売り

上げは250万円であり、軒先テラス、キッ

チンカーテラスともに安定的に実施され

てきた。しかし後半期では出店回数が98

回となり、軒先テラスの出店が大きく減

り、キッチンカーテラスでも出店が減って

いる。全体の購入者も約 1,000人、総売

り上げが約70万円となり、出店数の分だ

け減少しており、出店者の売り上げは想

定を下回ることが続いている。

この原因としては外的、内的要因がそれ

ぞれ考えられる。外的要因としては、軒

先テラスではお弁当販売の形式をとるた

め、気温が上がる夏季は湿度管理など、

より手間がかかること、また大門2丁目の

再開発による道路整備工事などが考えら

れる。また、大宮駅周辺にキッチンカー

の出店場所が増え、出店者の出店場所の

選択の幅が広がっていることが考えられ

る。ただし、このような動きが広がってい

くことは、キッチンカー文化が根付き始め

ているサインでもある。内的要因として

は、利用者や新規出店者へ向けた広報の

ルーティン化による新規性の低下などが

考えられる。そこで我々も出来ることから

アクションを起こした。まず毎月のカレン

ダー、ロゴのデザインを更新し［図5］、近

隣の事業者などへの周知を高めるために

フライヤーの配布を行った。カレンダーに

は出店者のPRと主なメニューも併せて

記載し、情報量を増やした。現在はSNS

発信を中心として広報をしているが、さま

ざまな層に届くようにほかの方法も検討

している。

●    at STREET #3｜西通線

公共空間
利活用による
若手飲食事業者
支援
ストリートランチ
＠キッチンカーテラス、軒先テラス、大宮区役所
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#4
［銀座通り］
アートと食で街なかに賑わいを広げる
銀座通りは、大宮駅東口前から大栄橋まで約300mに及ぶ、歩行者通行量が多い賑わいのある

通りである。かつては「川越新道」と呼ばれ、昭和初期創業の惣菜店や老舗呉服店などの歴史ある

小売店が並ぶ。UDCOでは「ストリートマネジメントスクール」にて大栄橋下を対象地として社会実

験を実施。駅前の賑わいを銀座通りの先に波及させるために、耐震改修工事予定の高架下空間

の利活用可能性を提案した。

大宮駅東口から大栄橋へと続く銀座通り

高架下空間・壁面の一体利活用によるパブリックアート 44
ストリートマネジメントスクール社会実験＠大栄橋下

大宮のストリートから
街路文化を育む
at STREET ストリートにおける実践

きっかけを生む
大宮区役所での
試み 
10月には8日間限定で大宮区役所敷地

内にてストリートランチを実施した。これ

はさいたま市誕生20周年記念事業への

協力という形での開催である［図6,7］。

区役所建物の構造上キッチンカーなどが

開催場所で出店できなかったため、お祭

りの屋台などと同様に臨時出店の形式

を取ったことで現地での調理が可能とな

り、出店者の自由度が高まった。結果的

に、初めてUDCOの取り組みに参加する

区役所近隣の出店者も含む、多様な事業

者が参加した。1日あたり1―2店舗が参加

し、8日間で延べ 13店舗の出店となった。

総売り上げとしては311,710円、1時間あ

たりの売り上げ平均は約8,000円であ

り、平日は区役所職員を中心に賑わって

いたが、休日でも図書館利用者や近隣住

民などの利用がみられた。出店者の想定

の売上を概ね上回る成果となり、また実

店舗の紹介の機会にもなった。

この8日間のストリートランチを通じて3

つの発見があった。1点目はランチ需要の

高さである。区役所周辺は大宮駅周辺に

比べ飲食店舗が少なく、手頃に購入でき

る価格帯のランチメニューへの需要の高

さが伺えた。2点目は山丸公園との関係

性である。区役所でテイクアウトした利用

者が隣接する山丸公園で食事をとり、公

園らしい心地よい昼の風景が生まれてい

た。3点目は区役所周辺の日常的な拠点

性である。図書館利用者も含めて、平日

休日問わず多くの人が訪れていた。また

周囲で遊べる場所が少ないせいか山丸

公園には日常的に多くの子ども連れの親

子の姿があった。

3月には市民会館おおみやが移転ととも

に閉館し、跡地を含めて地域連携拠点［*1］

の利活用の議論も進んでいくだろう。そ

のなかで今回のストリートランチは大宮駅

東口で希少なオープンスペースをもつ地

域連携拠点の特性を活かしながら、さい

たま市が目指す「歴史・文化・学習・交流

等の場として機能できる拠点」［*1］に相応

しい爽やかで心地のよい風景をつくり出

すことができたのではないか。この取り

組みをひとつのきっかけとして地域連携

拠点に適したエリアマネジメントを盛り上

げていきたい。  ［森元気］

*1─大宮駅東口周辺 公共施設再編／

公共施設跡地活用 全体方針（原案）

https://www.city.saitama.

jp/001/010/015/004/006/008/001/

p061470_d/fil/zenntaihousinn.pdf

ストリートマネジメントスクール社会実験@大栄橋下
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●    at STREET #4

高架下空間・
壁面の
一体利活用による
パブリックアート
ストリートマネジメントスクール社会実験
＠大栄橋下

アートと食で
高架下に
風景をつくる
─

インフィニティストリート（p.01）上の銀座通

り北端に位置する大栄橋高架下で、2021

年 10月16-17日に「アートイート高架下」

を実施した。ストリートマネジメントスクー

ル（pp.48-51）の受講生を中心に、地域の

課題解決につながる価値創出を試みた。

UDCOとしても新たなストリートでの取り

組みであり地域ネットワークの発掘にもつ

ながっている。

スクールで実施した現地調査から、大宮

駅東口からの賑わいが大栄橋を境に途切

れていることがわかり［図1］、商店街や自

治会をはじめ沿道店舗へのヒアリングか

ら大栄橋補強工事にともなう高架下店舗

などの退去により人の気配がなくなったと

いう経緯を知った［図2］。賑わいの喪失に

より路上駐車やポイ捨てが発生するよう

になり、かつ工事によってこの状況が長

期化することを地域関係者は憂慮してお

り、周辺環境の向上が求められていた。

そこで、大宮に所縁のあるコンテンツに

よって大栄橋に関心を集めながら、高架

下利活用の可能性を感じられる風景と仕

組みを社会実験を通して提案することに

した。これまで大栄橋をあまり知らなかっ

た層に向けては高架下の半屋外空間を

利活用したパブリックアート、大栄橋下に

慣れ親しんできた層に向けては高架下で

以前営業していた飲食事業者によるロー

カルフード、というように大栄橋の過去と

未来をコンテンツでつなぎ、ストリートを

挟んで鑑賞や飲食ができる滞在空間を

設えることで、エリア一帯の新たな風景

と人の流れをつくることがテーマとなっ

た［図3］。

─

ふたつのコンテンツと
受け皿としての
滞在空間
─

高架下（自治会館［*1］・防災倉庫・壁面）、道路

を挟んだ向かい側の民有地（武蔵野銀行大

宮支店駐車場）の大栄橋下周辺の空間利活

用を対象とし、空間として一体感を形成で

きるようにコンテンツを配置した。

通行人の関心を集めるためにパブリック

アートを自治会館の壁面に展示し、隣接

する防災倉庫はアートの展示ギャラリーと

して活用、自治会館の店先にはローカル

フードの販売カウンターを設置した。道を

挟んだ向かい側の駐車場ではベンチと

テーブルを用意したことで、通行人や車両

を妨げることなくパブリックアートを鑑賞

し、テイクアウトしたフードを楽しむことが

できる、高架下の賑わいとアクティビティ

の受け皿となった。アートとフードのどちら

においても、ストリートに向けた発信・提供

のための空間と、コンテンツを楽しむため

に鑑賞・飲食のできる滞在空間をセットで

設けたことで、歩行者通行量のみならず

滞在時間の増加にも効果があった［図4］。

─

コミュニケーションを
誘発し
記憶を伝えるための
コンテンツ
─

自治会館の店先に出店する飲食事業者

は、受講生による地域関係者へのヒアリ

ングとリサーチから、大栄橋下から2018

年に退去・閉店した「カレーハウス一番

館」がソースカツ丼の販売を行うことに

なった［図5］。2時間で完売し、売り上げは

40,000円／日となり、出店者からは「今後

も地域貢献できる取り組みがあれば協力

したい」との言葉があったが、想定以上に

短時間で完売したため需要予測という点

に課題が残った。アンケートでは「大栄橋

下に店を構えていた頃の馴染みの来場者

と、アートを目的とした来場者との間にコ

ミュニケーションが生まれた」という回答

もあり、記憶を共有する機会につながっ

たことがわかる。

また、大宮出身・在住の美術家である梅

沢和木氏によって、学生の頃に大栄橋下

のスポーツショップに通い、大栄橋を通学

に使ってきた自身の記憶や感情を、ペイ

ンティングとともに大栄橋の写真に重ね

たアートが制作された。パブリックアート

は5.5m×1.8mに及び、30年前に小学

生が大栄橋に描いた壁画を題材とするこ

とで「色褪せた」モチーフを改めてクロー

ズアップした。防災倉庫ギャラリーには、

大栄橋を徒歩や自転車で移動する人々の

後ろ姿を収めた写真をモチーフにペイン

ティングを重ねて制作されたアートとテキ

ストが80枚以上展示され、自分の後ろ姿

を作品中に見つけるという体験をした来

場者の方もいた［図6］。地域住民が大栄

橋にあらためて関心を向ける機会となっ

たことが、来場者アンケートやヒアリング

からわかった。

─

利活用の
枠組みづくりから
高架下
エリアマネジメントへ
─

社会実験を行うにあたり地域関係者には

ヒアリング協力・場所提供・調理協力・協

賛など様々な場面で協力いただいたこと

から、構想から実践までのプロセスをまと

めた「成果報告レポート」［図7］を受講生が

自主的に制作し、スクール修了後に関係

者に限定で配布した。協働した関係者に

ついても「誰がどのような関わり方をした

のか」まで含めて記録した。このことで、

地域住民・沿道事業者・地元企業に連帯

感が生まれ「高架下利活用協議会」のよ

うなコミュニティの構築につながることも

期待している。

今回の取り組みで、「パブリックアート」

「ローカルフード」という新たなコンテンツ

を通して、高架下空間利活用の基本的な

枠組みを社会実験のなかで地域関係者と

共有し、「顔の見える関係性」をつくること

ができたのことは、大栄橋下の未来を考え

るための大きな一歩だったと考える［図8］。

今回は周辺環境の向上という共通の問

題意識をもつ関係者によって「民有地」

で社会実験を行ったが、問題意識の先に

ある「大栄橋補強工事後の高架下利用計

画」についても地元が主体となって行政

と議論していく必要がある。例えば利用

計画をつくるためには、跨線道路橋の保

全に支障のない占用ルールや、道路構造

物の点検に支障のない利活用方法など、

道路管理者と運用ルールを議論していく

ことになる。「高架下利活用協議会」に

は橋脚部の管理点検能力のある協力者

がメンバーとして加わり、高架下出店料

収入や壁面広告掲出料収入から管理点

検費用を捻出するようなスキームが組め

れば、高架下利活用が持続的に成り立つ

かもしれない。高架下におけるエリアマ

ネジメントが地域関係者・点検協力者・道

路管理者などの主体によって組成され、

UDCOがコーディネーターとしてまちづく

りや賑わい創出のための高架下利用計

画などのサポートで関わるなど、今後の

関わり方につなげるための次なる動きを

生み出したい。  ［高橋卓］

*1─自治会館｜正式名称は「宮一コミュニティ

ホール」。宮一サミット［*2］によって管理されてい

る施設。防災倉庫が隣接する。

*2─宮一サミット｜銀座通り商店街・住吉通り

商店街・一番街商店街・宮町一丁目自治会で構成

する組織。
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#1 まちづくりの現場で 48
 ストリートマネジメントを伝える
 産官学民連携の実践型スクールによる人材育成支援
 ［ ストリートマネジメントスクール］

#2 グリーンインフラを活かした 52
 まちづくりを考える
 公民連携によるグリーンインフラプラットフォーム設立支援
 ［ エリアプラットフォーム］

#3 資金調達から 56
 まちづくりの担い手をサポートする
 地域ネットワークとファンドによる新規事業化支援
 ［ まちづくりファンド］

#4 市民がまちづくりに関わる機会をつくり 58
 発信する
 市民がまちづくりに関わる機会の創出支援
 ［ UDCO SYMPOSIUM］［ Around URBANISTS］

 地元まちづくり団体などの活動支援
 ［ 産官学民連携］

 地域との関係性の構築支援
 ［ まちラボおおみや］［ OM TERRACE］

 大宮のひと・まちの情報発信支援
 ［ UDCO PAPER］［ UDCO REPORT］

ストリートマネジメントスクール社会実験を終えて●    INTERVIEW    

大宮においてもウォーカブルなまちづくり／公共空間利活用や公民連携型都市再生が試みられて

いるが、それらを長期的なまちづくりの潮流としてつないでいくための担い手と仕組みが求められ

ている。

UDCOは、ストリートを契機として人・空間・仕組みの関係をつなぎなおす、まちづくりの実践で培っ

た蓄積をもとに、産官学民の多様な主体と連携したプラットフォーム機能の構築を目指している。

そのために、市民がまちづくりに関わる機会の創出やまちづくり団体の活動支援、大宮内外に向け

た情報発信にも継続して取り組んでいる。

大宮らしいまちづくり
プラットフォームへ
as PLATFORM プラットフォームとしての実践

● 小林氏｜＠大栄橋下｜  社会実験当日の朝まで、成功するかど

うか不安でしたが、当日現地に立ってみると、これまでとは

違う新しい雰囲気が生まれていることを感じました。いつ

もは高架下を気にかけずに通り過ぎていた人々が、私たち

の取り組みに気付き足を止めてくれました。定量的な成果

はこれから検証しますが、大栄橋下を歩いている人たちの

表情が変わった瞬間を目にして、そういう意味では成功し

たといえるのではと思います。

賑わいが少なくなった大栄橋ですが、アートによって、その

「雰囲気」が大きく変わったことに驚きました。

たんに人を集める方法であればほかにもある

と思いますが、場の雰囲気を根本から変えて

しまう梅沢和木さんの作品が素晴らしかったで

す。今回の社会実験で地域の方々の、大栄橋を何とかした

いというモヤモヤとした思いが、少し溶けたのではないか

と思っています。

今回の3グループは異なる場所とアプローチで、それぞれ

学びと発見があったと思います。まちづくりは一般解が導き

出せない一方で、各種手続きや地域との関係づくりはスクー

ルがなければできなかったこともあり、まちづくりの担い手

によるコーディネートやノウハウが重要だと思いました。

─

［地域関係者の声］

● 渡部氏｜＠中央通り｜中央通りでは、大宮駅

から1区画離れるごとに人流が少なくなって

いくことは以前からの課題でした。大宮という

まちは知名度があるのに、駅から徒歩 10分足らずの商店

街には人が来ません。居心地よく歩きたくなる魅力的な通

りにしたいという気持ちがあったので、スクールによる社

会実験は好機となりました。今後は、人の流れをつくること

で大宮駅前と氷川参道をつなぐ役目を中央通りが担ってい

けるように、取り組みが継続されみどり豊かなストリートを

実現していきたいと考えています。

● 栗原氏｜＠大栄橋下｜大栄橋下の自治会館は、会合のとき以

外は使われていないという状況で、社会実験を機会に有効

活用いただけたことで、日常的に使える可能性に気付きま

した。今回は、耐震工事前までは大栄橋下で店舗を営んで

いた方に出店いただいたのですが、そういった

馴染みの方々も含めたコミュニティが生まれ

る場所となることで、賑わい喪失に対する解

決の糸口になるといいなと思っています。

そして、受講生の皆さんが、自らの時間を割き熱心に取り

組んでくださったことに驚きました。スクールの修了ととも

に関係性が無くなってしまうのは寂しいですし、私たちも受

講生たちに魅力を見せ続けられるように、取り組みを引き

継いでいきたいと思います。

今回初めての試みとなった、ストリートマネジメントスクー

ル。3つのストリートでの社会実験を終えて、率直な感想

や、苦労、学びについて、受講生とご協力いただいた地域

関係者に聞いた。

ストリートマネジメントスクールの概要は、pp.48-51をご覧ください。

─

［受講生の声］

● 田口氏｜＠中央通り｜中央通りは、氷川参道や一の宮通りの

ようなイメージが確立しているストリートに比べて、独自性

が弱いという認識が、地元の方々へのリサーチからわかり

ました。私たちのチームは週3回程のオンライン会議で、

中央通りの新たな風景について議論したのですが、終業

後の夜21時頃から集まり、深夜まで話し込み、仕事やプラ

イベートとの兼ね合いで大変なときもありました。

出店者との交渉を始めたところ、最初の4-5店舗にはお断

りされ続け……。しかし、まちで偶然出会ったカレー屋さ

んが出店を快諾してくださり、その出会いから、イメージカ

ラーのイエロー、コーヒーショップ、本屋、花屋

など、共鳴するように次々とコンテンツが決

まっていったときは、ほっとしました。

まちづくりは、専門家が上流からプランニング

するイメージを抱いていましたが、専門外の人間でも現場

に飛び込むことで、まちの課題解決やワクワクを生むこと

もできるんだと身をもって実感しました。

● 遠藤氏｜＠一番街｜一番街の人流を調査したり、警察と協

議したりと、実践的なスクールならではの経験を楽しみつ

つ、まちづくりには時間がかかることを実感しました。

大宮と関わりがある作家さんたちをSNSで検索し

たり、日々ダイレクトメッセージを送ったりといっ

た出店交渉が苦労した点でした。一方で、次回

は参加させてほしいといった反響もあり、魅力的な

取り組みにできたのだと嬉しくなりました。大宮の日常につ

なげることが目的のため、今後も良好な関係が継続するこ

とを期待しています。

話者

遠藤詩歩｜受講生＠一番街

渡部澄子｜中央通り新栄会会長

栗原俊明｜大宮銀座商店街会長

田口香子｜受講生＠中央通り

小林孝｜受講生＠大栄橋下
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8月 9月 10月 11月 12月

課
題
発
見

企
画
構
想

準
備
調
整

社
会
実
験

効
果
検
証

［①インプット］8月1日（日）

［②フィードバック］8月21日（土）

［③中間報告会］9月4日（土）

［④フィードバック］9月25日（土）

［⑤アウトプット］10月16日（土）

［⑥成果報告会］11月13日（土）

ストリートマネジメントを大宮と他都市の事例から学ぼう

動画によるレクチャー聴講／レポート作成

ゲストレクチャー／ディレクターレクチャー／大宮まちあるき

企画構想についてインストラクターとディスカッション

ゲストレクチャー／企画プレゼンテーション／ディレクター・ゲスト講師・地域関係者を交えた意見交換

社会実験に向けた準備調整についてインストラクターとディスカッション

大宮の公共空間利活用を受講生自ら実践

ゲストレクチャー／成果報告／修了証授与
／ディレクター・ゲスト講師・地域関係者と意見交換

1

2

3

4

5

6

動画レクチャー グループワーク

公共空間利活用の企画について意見交換しよう

公共空間利活用の企画を講師と地域関係者にプレゼンテーションしよう

公共空間利活用の実践に向けた準備・調整について意見交換しよう

実際の公共空間を使って企画を実践しよう

実践の成果を講師と地域関係者に報告しよう

現地プログラム

●    as PLATFORM  #1

まちづくりの
現場でストリート
マネジメントを
伝える
産官学民連携の実践型スクールによる
人材育成支援
ストリートマネジメントスクール

「ストリートマネジメントスクール＠大宮」

（以下、スクール）は、大宮における「ストリー

トマネジメント」（＝ストリートデザインを契機と

する公民連携まちづくりの取り組み）の現場を

体験できる実践的プログラムである。ス

クールを通じて受講生がストリートマネジ

メントの一連のプロセスを学ぶことによ

り、大宮のストリートに関わる担い手を増

やしていくことを目的としている。

現在、多くの都市でウォーカブルなまちづ

くりが試みられているが、その担い手不

足は課題のひとつである。大宮でも同様

に、インフィニティストリート（＝おおみやイン
フィニティプロジェクト戦略における主要回遊動

線／p.01）において、UDCO主導でストリー

トテラスを展開してきたが、日常の風景と

なるには各ストリートで担い手が必要であ

る。持続的な取り組みを見据えると、地域

事業者などの公共空間における事業をサ

ポートするプレイヤー、まちのビジョンを

もとに社会実験や公民連携事業を組み立

てるディレクターなど、エリア全体の戦略

を立てまちづくりを推進する人材が求め

られている。

そのような背景のなか、「おおみやストリー

トテラス」をはじめとする街路利活用社

会実験を実践しているUDCOのノウハ

ウ・フィールド・ネットワークをもとに、レク

チャーやまちあるきによるインプット、受

講生によるグループワーク、講師・地域と

のディスカッション、実際に公共空間を利

活用するアウトプット、という一連のプロ

グラムを通して「ストリートマネジメント」

を推進できる人材育成を試みている。

初年度は「ストリートマネジメント」の実

践的プロセスを通して、大宮の未来を担

う人材発掘・育成を目的としたスクール

の実施に取り組んだ。次なる展開として、

他地域における実践的な学びの機会創

出支援を視野に入れ、スクールの運営方

法を体系化したまちづくり団体などへの

普及啓発も含めスクールに取り組んでい

きたい。

─

ストリートで
まちづくりの
リアルを学ぶ
─

大宮では駅周辺街区を面的に更新する

再開発構想や連鎖型公共施設再編など

の都市再生事業が進行中であり、今後大

規模な公共空間が生まれる見込みである

が、まちの課題解決と価値創出につなげ

るストリートデザインを推進する担い手が

不足している状況である。

この課題は他都市も同様であり、スクー

ルでは、UDCO発足から4年間で蓄積さ

れたノウハウをもとに、公共空間利活用

の実践的アプローチと現場でのプロセス

の体験を求める受講生を募集した。

─

専門的かつ
実践的な
まちづくりスクール
─

これまでの「まちづくり系スクール」（＝エリ
ア再生、官民連携、都市経営などのテーマからま

ちづくりに関する学びを提供するスクール）は、

①概論的かつ座学的、②専門的かつ座

学的、③専門的かつ実践的、と大きく3つ

のカテゴリーに分類でき、そのほとんどが

①②に該当していた。

UDCOでは大宮のストリートという現場

をもつ強みが生かせる③を目指し、一連

のプロセスを習得するためには構想を最

終的なアウトプット（社会実験）につなげるこ

とが重要と考え、伴走型の現場体験プロ

グラムを企画することにした。

スクールの成果としては、受講生にスト

リートマネジメントを経験してもらうだけ

でなく、その学びを大宮や他都市・地域

のまちづくりの現場において自らが実践

者になってもらうことで、はじめてノウハ

ウが水平展開できたことになる。そのた

めに実践力とともに主体性が求められる

プログラム開発を行った。

─

まちの課題解決と
価値創出をつなげる
プログラム開発
─

プログラムの運営では、工藤和美セン

ター長をスクールマスター、藤村龍至／

内田奈芳美副センター長をディレクター、

デザインコーディネーターがインストラク

ターという役割で、UDCOメンバー全員

で受講生に伴走した。現地プログラムに

は、ゲスト講師としてまちづくりの第一線

で活躍する園田聡氏（有限会社ハートビート

プラン）・飯石藍氏（公共R不動産・株式会社

nest）・下里杏奈氏（檸檬・東京藝術大学助手）

をお招きし、受講生の企画に対して意見

交換や、全国各地におけるストリートマネ

ジメントの実践についてレクチャーをして

もらった［図1］。

受講生は6回の現地プログラム・オンラ

インレクチャー聴講・グループワークを経

ることで、公共空間利活用の実践を通し

て、まちの課題解決と価値創出をつなげ

るプロセスを含めた知識と技術の習得を

目指す。［①インプット］では課題発見とス

トリート選定を目的として、概論レクチャー

と大宮まちあるきを経てファーストイン

プレッションを発表した。［②フィードバッ

ク］では公共空間利活用の企画について

インストラクターと議論を交わし、［③中

間報告会］には地域関係者を招いてプレ

ゼンテーション、意見交換を行った。［④

フィードバック］では社会実験に向けた準

備状況についてインストラクターと最終

確認し、［⑤アウトプット］では実際に公共

空間を使った社会実験を実施した。［⑥成

果報告会］では地域関係者の前で成果報

告をプレゼンテーションし、スクールマス

ターから修了証が授与された。8月の開

講当初から地域との意見交換を重ね、大

宮の課題解決と価値創出につながるため

の空間やポイントについての議論を経て、

公共空間を使った社会実験を企画・実践

し、11月に効果検証を含めて成果報告と

いう濃密な4ヶ月弱となった［図2］。

─

プロジェクト
実践コースと
オンライン
聴講コース
─

スクールでは［プロジェクト実践コース（以

下、実践コース）］、［オンライン聴講コース

（以下、聴講コース）］のふたつのコースを用

意し、前者ではストリートマネジメントス

クールの全プログラムを体験できる実践

形式、後者はプロジェクト実践コースの①

③⑥をオンラインにて聴講できる座学形

式とした。

受講生の所属としては、実践コース22名

の内、民間企業7名、大宮に支社を置く

民間企業5名、さいたまに拠点を置く地

元企業2名、個人事業主 1名、行政関係4

名、学生3名となった。聴講コース19名の

図
1
｜
運
営
メ
ン
バ
ー
と
ゲ
ス
ト
講
師
陣

図
3
｜
地
域
関
係
者
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
践
コ
ー
ス
受
講
生

図
2
｜
ス
ト
リ
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
ク
ー
ル
／
6
つ
の
現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
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（官民連携まちなか再生推進事業）

体制
費用
実働 UDCOメンバー主導による運営

予算の内50％は補助金
UDCO単独

体制
費用
実働 スクールOBOGの継続的な関わり

企業協賛やクラウドファンディング実施
地域・協力企業との連携

2021年度

2022年度

2023年度
他地域・都市への展開
他事業との連携 　-まちづくりファンド事業

　-空き家活用事業
　-ウォーカブル推進事業など

内、民間企業8名、個人事業主 1名、行政

関係8名、学生2名となった。

実践コースは、多様な立場や所属からの

参加となり、大宮在住や大宮勤務の方々

が多いことから、スクールを通して大宮

のまちづくりを担う人材の発掘だけでな

く、業種を超えたネットワークにもつなが

る［図3］。

聴講コースは、他都市・他地域の受講希

望者を想定しており、やはり自身の地域

での取り組みにつなげることを目的とし

た行政関係者の受講が多かった。

定員と受講料に関しては、実践コースは

UDCOメンバーがインストラクターとして

ひとり1グループに伴走する形式をとって

おり、1グループ5名×3グループを想定

していた。応募者数は想定を超える結果

となり、属性・スキル・現住所のバランス

を鑑みて1グループ 7―8名の合計22名

で実施することとした。受講料は55,000

円（税込）。また、聴講コースに関してはオ

ンライン配信のため定員は設けず、受講

料は11,000円（税込）とした。

─

主体性を引き出す
スクール運営
─

実践コース22名の受講生が3グループに

分かれプログラムを進めるにあたって、運

営側で常に進捗状況を把握しつつ積極的

に受講生と意思疎通を図るためコミュニ

ケーションツールはSlackで一元化した。

これによってコミュニケーションがブラッ

クボックス化することを回避した。

また、実践ノウハウだけでなく、地域に根

ざしながら新しい事業アイデアを生む企

画力を身につけてもらうべく、受講生の

主体性を重んじたスクール運営を心掛

けた。毎回の現地プログラム終了後はグ

ループワークを推奨し、各グループ毎に

［ディスカッションノート（Googleドキュメン

ト）］に、意見交換でのフィードバック内容

やグループでの議論について要旨を記

入した。また、大宮駅周辺地域における

まちづくりや社会実験のメソッドなど、ス

トリートマネジメントの基礎となる4つの

レクチャーをYouTube配信し、聴講後に

［感想レポート（Googleフォーム）］を提出、

質問があれば講演者から回答した。この

ように学びの言語化を習慣付けること

で、受講生が主体的にプログラムに関わ

かした空間とコンテンツのため、［3つの

社会実験を巡るおすすめルート］として

社会実験をひとつのルートでつなげた巡

り方を提案したが、そのルートのなかで

各社会実験がそれぞれの場所の特性に

合わせた個性を演出し、面的なネットワー

クが形成された［図5］。

─

学びの振り返り
としての
成果報告会
─

社会実験にあたっては効果検証の実施を

前提として、まず「こういう風景をつくりた

い」と企画構想した上で「その風景が日常

化する上での障壁を整理」し、それに対し

て有効なデータと調査方法を検討した。

各グループはそれぞれ、出店者売上・交

通量調査などの定量調査、来場者アン

ケート・出店者沿道店舗アンケート・アク

ティビティ観測などの定性調査、目的に

対する課題と効果を洗い出し、今回の取

り組みが「どのように役に立ち・次につな

がっていくか」を俯瞰的かつ持続的な視

点で検証した。その際の主語はプロジェク

トを引き継ぐ実施主体（例えば都市再生推進

法人）を用いることで、実現可能性の検討

も同時に行った。

成果報告会は2部制として、第 1部は地元

関係者に向けた社会実験の成果報告、後

半は受講生がスクールで実践したことを

自身で振り返る場とした。社会実験の意

義を振り返りながら、大宮の日常に向け

て今回の学び（手法）をどのように生かせ

るのか展開性を含めた報告を行った。第

2部では、「私」は何を学び・どのように

次につなげたいか・そのためには何をす

べきか、スクールで学んだことを一人称

で振り返り、学びを定義づける機会を設

けた。事前に［個人振り返りレポート］に

記入してもらい、予めすべての受講生と

UDCOメンバーでシェアしたことで、個別

のフィードバックが可能となり、また、所属

グループを超えて受講生間の意見交換に

時間を割けるようにした［図6］。

─

主体性と協調性を
バランスする運営
─

修了後の受講生アンケートでは総じてス

ることを促すアクティブ・ラーニングの手

法を取り入れた。また、ノートやレポート

によって受講生からフィードバックを受け

ることで、運営方法を随時改善していくこ

とにも役立った。

聴講コースの受講生に対しては現地プロ

グラムをオンラインで配信したが、リアル

タイムで参加した受講生は講演者と意見

交換ができるようにするなど、参加のモチ

ベーションを維持できるようにした。

─

3つのストリート
3つの社会実験
─

ここではまずなによりも3カ月間でストリー

トマネジメントのプロセスを経て社会実験

につなげた全受講生の奮闘に敬意を表し

たい。結果的に3グループそれぞれが3

つのストリート（中央通り・一番街・大栄橋下）

で社会実験を行うことができた［図4］。

まず、中央通りと一番街ではUDCOが継

続して取り組んでいるストリートテラスを

基盤として、関与する事業者や業種の裾

野を広げる提案など複合的な展開を行っ

クールへの満足度は高かったが、実験場

所の決定権など、主体性を重んじたこと

で受講生の負担が大きくなったといった

声もあった。公共空間利活用を現場レベ

ルのプロセスにおいて経験してもらうた

めに、企画構想はもちろんのこと、地域

課題調査・家具制作・資金計画・スキー

ム検討・関係者協議・出店者調査・出店

調整などを各グループ内で分担して進め

たが、日常業務との兼ね合いやスキルに

よって受講生の分担に偏りが生じたこと

もあり、受講生・インストラクターともに調

整に腐心する場面もあった。運営側では

作業量と主体性のバランスを見極めたプ

ログラム計画、作業ボリュームの明確化、

それをつなぐインストラクターによるコー

ディネートが今後の円滑なスクール運営

に向けての改善点となった。

社会実験DAYの広報については、3つの

社会実験を巡る回遊ルートを提案したた

め、3グループ合同でフライヤーを制作す

る必要があった。しかし各グループによっ

て出店者交渉の進捗が異なったりと、掲

載情報の足並みを揃えることが難しく、結

果的に広報期間が圧迫されることになっ

た。次年度は進捗管理の徹底だけでなく、

直前まで調整・更新を要する出店者に関

する情報については、ウェブ／SNSなどか

らの発信とするなどの工夫が必要である。

最後に、グループ内においては受講生同

士がフラットで積極的な関係を築くことが

できたが、感染症対策として対面での懇

談機会が限定されてしまう状況だったこと

もあり、グループを越えた受講生全体の

コミュニケーションが生まれにくかった。ス

クール後半ではあったが、社会実験DAY

当日や修了式では他グループとの交流が

生まれ、修了後も受講生OBOGコミュニ

ティとしてLINEにてグループが形成され、

現在も自主的な情報交換が続いている。

─

ひとを巻き込み
まちを動かすために
─

今後もスクールは大宮の未来をつくる人

材発掘と育成に取り組みながら、次年度

からはさらなる目標として「他都市・地域

に展開することを想定した実践型スクー

ルの運営ノウハウ」の構築を目指す。実践

プログラムの詳細化・広報に関する基本

方針とスケジュール詳細化・コミュニケー

た。中央通りでは、歩道・沿道店舗の一

体利活用によって新たな出店者を呼び込

み、ストリートファニチャーを設置するた

めに延伸した道路占用範囲はその後のス

トリートテラスに引き継がれることになっ

た。一番街では、すでにストリートテラス

で占用許可を得ている道路占用範囲を

使いながら、占用場所の低利用時間帯の

利活用方法を企画に落とし込んだ。

また、もうひとつの社会実験の場所であ

る大栄橋下は銀座通りの北端にあり、大

栄橋の工事計画もあることで、そこを境

に大宮駅前の賑わいが途切れているた

め、周辺環境の向上が地域住民からの要

望であった。大宮に所縁のあるアーティス

トによるアートとフードによって大栄橋下

に関心を集め、今後の利活用可能性を実

験的に見せることができた。このように、

インフィニティストリート（p.01）の少し先に

あるエリアで社会実験を実施したことに

よりUDCOとしても新たなストリートネッ

トワークの発掘につながった。

これらは社会実験DAYとして1日限りの

開催とした（大栄橋下のみ2日間開催）。3つ

のストリートそれぞれのポテンシャルを生

ションルール整備など、のスクール運用

に関する情報を体系化することで、同種

の課題解決を目指すまちづくり団体（都市

再生推進法人など）による、実践型スクール

事業の立ち上げ支援にも貢献できればと

考えている。

また、継続性・展開性の観点からも運営体

制や連携体制の拡充を検討したい。初年

度の運営状況は、UDCO主催・さいたま

市協力のもと、予算の内50％は官民連携

まちなか再生推進事業補助金を充当し、

UDCOメンバー主導によって運営した。

次年度以降は、プログラム企画段階から

地域関係者・民間企業と連携したり、受講

生OBOGをインストラクターに迎えること

によって、地域経済や人材の循環を生むフ

レームワークを構築できるかもしれない。

スクール運営ノウハウの体系化による大

宮外（他地域・都市）への展開だけでなく、

UDCOが大宮において推進している他

事業（ファンド事業、空き家活用事業、ウォーカブ

ル推進事業）との連携など、大宮内外をつな

ぐ立体的な取り組みとしてのスクールの

可能性をこれからも引き出していきたい

［図7］。  ［高橋卓］
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グリーンインフラを
活かした
まちづくりを考える
公民連携による
グリーンインフラプラットフォーム設立支援
エリアプラットフォーム

大宮駅周辺を対象として公民連携によ

るグリーンインフラ事業を推進する組織

「大宮駅周辺グリーンインフラ公民連携

プラットフォーム（以下、GIAP）」が2022年 1

月13日に設立した。

UDCOは地域産業との連携による大宮

周辺の滞在性向上や公共空間マネジメン

トを目的としてストリートプランツ（pp.22-

28）の実証実験に取り組んでいるが、今後

は実証実験の段階から持続的な運営に移

行していく取り組みが必要な状況にある。

さいたま市では全市的なグリーンインフ

ラ施策の推進を図っていることから、みど

り推進課を中心として、また国交省では公

民連携による都市再生推進法人を中心と

する公民連携のビジョン実現体制（エリア

プラットフォーム）構築を支援していることを

踏まえ、本省環境政策課を中心とする同

取り組み支援の意向があった。また、大宮

駅周辺の民間企業からも、昨今のグリー

ン投資やESG投資の考え方のもとで、同

取り組みをきっかけとしてグリーンインフ

ラの推進に取り組んでいきたいという意

向を聞くことができた。

ストリートプランツをひとつのきっかけと

しながら、UDCOでは公民連携によるグ

リーンインフラの持続的な運営体制の検

討を始めた。大宮駅周辺では歩きやすい

まちづくりやグリーンインフラ、スマートシ

ティなどさまざまな事業が実施されていく

ことが予想されるが、大宮駅周辺地域戦

略ビジョンの実現に向けて、プロジェクト

ベースで公／民が議論し、ビジョンを実現

していく必要がある。UDCOはこのよう

な多様な事業のデザインマネジメントの

一環として、将来的な「まちづくり公民連

携プラットフォーム」の組成を見据えなが

ら、GIAPの検討に携わった。次に2021

年度のGIAPの議論や展望について紹

介したい。

─

大宮の
「グリーンインフラ」
実装を目指す
GIAP
─

大宮駅周辺グリーンインフラ公民連携プ

ラットフォーム（GIAP）は、参画する構成メ

ンバーがグリーンインフラに関する事業

に取り組み、グリーンインフラの実装を

図っていく組織であり、UDCO・さいたま

市・埼玉りそな銀行・地域デザインラボさ

いたま・武蔵野銀行・さいたま市公園緑

地協会・さいたま市都市整備公社の7社

を構成メンバーとして2022年1月13日に

設立した［図1, 2］。

「グリーンインフラ」とは、いわゆるコンク

リートやアスファルトなどをイメージした

排水・治水の単一機能である「グレーイン

フラ」に対する言葉であり、緑地や土壌の

もつ土壌浸透・貯留機能や植物の蒸散機

能や景観性、あるいは自然を介したコミュ

ニティ形成や生物多様性確保など、いわ

ゆるグリーンの多面的な機能の発揮を志

向する取り組みを指している。グリーンイ

ンフラの取り組みは多様であり効果も多

面的であることから、まちづくりとして期

待される効果との親和性が高い。ゆえに、

公益性の高い事業に投資したいあるいは

公民連携の実績をつくり展開したいと考

えている意欲的な企業などの立場からす

ると、自社の技術を活かしながら取り組み

やすいテーマである。

大宮は芝川と鴻沼川に挟まれた大宮大地

を基盤としており、見沼田んぼと大宮駅

近傍は16-18m程度の高低差があり、鉄

道路線がこのエリアの分水嶺に位置する

［図3］。大宮駅周辺地域190haでは、今

後大規模な開発や基盤整備が計画され

ている。

［図4］は、コゲラを指標種として営巣拠点

と採餌場の分布をもとに作成した緑地の

ネットワーク図に、歩行回遊シミュレーショ

ンによる現況歩行者交通量を重ねたもの

である。見沼田んぼや大宮公園、氷川参

道ではまとまったみどりのネットワークが

形成されているが、駅周辺部の歩行者通

行量が多いところではネットワークが途切

れており、氷川参道をはじめとするみどり

の景観を地域の魅力として打ち出してい

きたいが、駅前ではみどりが感じられな

いという地域の心象が実態として明らか

になっている。よって、主に歩行者回遊経

路である駅周辺の都市緑化を進めること

で、来街者や駅周辺利用者に対して効果

的にみどりのイメージを打ち出していくこ

とができる。

また、［図5］では雨水幹線および貯留施設

などを根拠とする集水域と土地被覆を根

拠とする流出抑制率マップを重ねたもの

である。大宮駅の東側は概ね氷川神社以

南から首都高埼玉新都心線以北までのエ

リアの雨水が芝川沿いのさいたま市下水

処理センターを経由して芝川へ流下して

いることがわかる。さらに地形と同様に概

ね鉄道路線を境として大宮駅の西側は鴻

沼川に流下している。

大宮駅東側の地域では合流式下水道区

域となっており、今後老朽化した下水道

や貯留施設の改良に際してグリーンイン

フラを取り入れた再整備の可能性を検討

していくべき地域である。一方で行政に

よる都市基盤整備や都市空間の維持管

理には財政負担的・管理負担的な限度も

生じることから、グリーンインフラによる

新たな発想で行政の財政負担を減らした

り、公民連携による事業推進によって付

加価値のある都市空間づくりをしていくこ

とが求められる。

GIAPでは、このような状況を鑑みて大

宮駅周辺におけるグリーンインフラの推

進に向けて、公民連携による事業を創出

し、グリーンインフラを実装していくこと

を目的としている。設立年となる2021年

度は、さいたま市をプロジェクトリーダー

とする「未来ビジョン検討プロジェクト」

と、UDCOをプロジェクトリーダーとする

「リーディングプロジェクト」を立ち上げ、

構成メンバーと検討を進めている。

未来ビジョンは、さいたま市みどり推進課
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が所管する緑の基本計画と連動し、構成

メンバーが大宮駅周辺でグリーンインフ

ラ事業に取り組む方針を示すものである。

また、リーディングプロジェクトはストリー

トプランツの発展的な普及・展開を目途と

しており、これまで実施してきた仕組みや

空間づくりを大宮駅周辺において展開し

ていくノウハウを構成メンバーと実践的

に共有し、具体的なグリーンインフラの実

装と効果検証を進めていくものである。

─

GIAP#01では構成メンバー出席のもと、

正式に設立会議を行い、「大宮駅周辺の

グリーンインフラのニーズとシーズを考

える」ワークショップを実施した。パブリッ

クスペースの空間的な可能性やグリーン

インフラへの投資の動機付けやリターン

の考え方について公民を問わず意見が

交わされた。

GIAP#02では、未来ビジョンの検討を

主として、公民連携によるグリーンインフ

ラ事業を考えるアイデアソンを実施した。

空間資源と取り組み例、モデルスキーム

を組み合わせ、参加者が事業を構想す

るという内容だったが、公／民の公共空

間活用や自然資源活用、教育プログラム

などのアイデアが構想され、未来ビジョ

ンの具体案として継続検討されることと

なった。

GIAP#03では、リーディングプロジェクト

「ストリートプランツ」の検討を主としなが

ら、地域の植木生産者や商店会と2022

年度のストリートプランツの展開について

議論した。2022年度は主に中央通りで

の連続的な展開を目途として、構成メン

バーでの役割分担や空間づくりの具体化

については継続検討することとしている。

参画メンバーは互いに専門の異なる事業

者の方々で、特に生産者と金融機関や行

政がともにまちづくりを議論する稀有な

機会となったが、公民連携によるプロジェ

クトの検討には参画メンバーがそれぞれ

がメリットを得ながら協力し合う体制が必

要であり、互いに目的とする施策推進や

技術発信、地域貢献などを率直に話し合

う機会を継続的にもてるように進めてい

きたい。
─

リーディング
プロジェクト
ストリートプランツ
の展開
─

2022年度のリーディングプロジェクト「ス

トリートプランツ」は中央通りを中心とす

る展開を検討していく。2021年度に実施

した中央通り3丁目南側歩道部（Area.1）に

加え、夏季に日射の影響が強い北側の3

箇所（Area.2, 3, 4）、さらに中央通り2丁目

北側の広幅員の歩道部において、新たに

開業する大宮門街と連携した実施を検討

しており、別途実施している街路空間で

の日常的なランチ提供「ストリートランチ」

と併せて利活用を図っていきたい。尚、

同区間内で隣接する一部のパーキング

レーンを一定期間占用し、滞在空間とし

て利活用することで通りの滞在快適性を

向上させることを検討している。

中央通りの歩行者通行量は、1丁目区間

内平均で約13,000人／日、2丁目区間内

平均で約9,000人／日、3丁目西側区間内

平均で約5,500人／日、3丁目東側区間内

平均で約3,500人／日（現況歩行者通行量に

関する歩行回遊シミュレーション結果による）であ

り、中央通りでは交差点を跨ぐ毎に歩行

者通行量が減少する傾向がある。商店会

としても街路空間の魅力向上により駅か

ら中央通りを通って氷川参道へと歩行者

を誘引したい考えであり、ストリートプラ

ンツによる緑化滞在空間の創出と日常的

な利活用によって中央通りをウォーカブ

ル化していきたいと考えている。

─

熟度に応じた
プロジェクト組成
─

GIAPでは、グリーンインフラに関する事

業アイディアが議論されているが、熟度

に応じて主に3つのプロジェクトに分類し

て検討していくことを提案している。プロ

ジェクト実施にあたって場所／主体／仕組

みなど事業のベースがあるストリートプラ

ンツは「リーディングプロジェクト」に位置

付け、実践・検証を深めるとともに地域で

の展開拡張を進めていく。アイデアソン

を通じて議論された事業のなかでも、場

所／主体／仕組みが見込め、プロジェクト

リーダーが明確なものについては「ター

ゲットプロジェクト」として位置付ける。そ

れ以外の構想段階のものは「ブレストプ

ロジェクト」として構成メンバーの主体的

な事業企画を待つ段階とする。このよう

に大宮におけるグリーンインフラの方策

とプロジェクト組成の仕組みを共有しなが

ら、構成メンバーが主体的にプロジェクト

を検討できる体制づくりが重要と考えて

いる［図8］。

─

まちづくり公民連携
プラットフォームへ
─

公民連携事業を目的とするプラットフォー

ム型の組織はこれまで全国に多くの実践

例があるが、構成員の役割が不明瞭なた

めに情報共有が主目的になり、実際にプ

ロジェクトを生み出さない組織になるとい

う問題や、プロジェクトの継続過程で受益

者負担を引き出せず、公費による委託事

業から抜けられない組織になるという問

題が生じないように初動から留意しておく

必要がある。ただし、公益性の高い事業

そのものに公共が継続投資することや、

公民連携を推進する仕組みづくりに公費

を投じることは公共投資の必然性がある

ので、プラットフォーム型組織が公益性の

高い事業で収益を生み出し自立すべきで

あるという考え方が適当でないことも、多

くの実践例から学ぶべきところである。

上記のような問題を避けるため、プラット

フォーム型組織が適切な受益者負担の関

係を築く過程について展望を示したい。

［図9］では、プロジェクト実施に際して必要

となる体制／費用／実働の段階性を示し

ている。GIAPがリーディングプロジェクト

として掲げるストリートプランツの場合、

2019年度当初はさいたま市からの業務委

託によりUDCO単独の体制で実働してき

たが、回を重ねるごとに滞在空間への投

資や商店会／生産者の参画を得て変化し

てきており、役割をもった関係者が参加

し、新たな都市緑化の仕組みづくりに負

担金が検討されていたり、企業などが先

行投資的に実働協力をするなど体制／費

用／実働が徐々に移行してきている。仕

組みや受益内容が明確になれば、その

後は構成員やプロジェクトの受益者から

適正に出資を得て実働し、明確な役割を

もって協働しているという体制を目指し

ていきたい。

グリーンインフラの旗のもと、地域の方々

がプロジェクトベースで議論できる体制

が動き出したことは、今後の地域にとって

有益なことである。GIAPは初動段階にあ

るが、UDCOが過去5年で蓄積してきた

ノウハウを共有し、心強い参加メンバーと

ともに成果を出していきたい。 ［石黒卓］

おおみやストリートテラス＠中央通り

SP#03｜2021.06-2021.09
［ストリートプランツ］40鉢
［滞在空間整備］

［ストリートプランツ］40鉢
［滞在空間整備］

［ストリートプランツ］40鉢
［滞在空間整備］

［ストリートプランツ］10鉢
［滞在空間整備］

民地(公開空地)

公有地(道路/パーキングレーン)

［ストリートプランツ］30鉢
［滞在空間整備］

［ストリートプランツ］60鉢
［滞在空間整備］

［キッチンカー出店］：1区画
［フレキシブルゾーン社会実験］：ボラード整備
［滞在空間整備］

SP#04｜2021.10-2022.03

SP#05｜2022.06-2022.11 ［Area(4)］
［ストリートプランツ］10鉢
［滞在空間整備］

SP#05｜2022.06-2022.11 ［Area(2)］SP#05｜2022.06-2022.11 ［Area(3)］

SP#05｜2022.06-2022.11 ［Area(5)］

SP#05｜2022.05-2022.11 ［Area(1)］

SL｜2022.07- ［メガネのオガワ前］

［キッチンカー出店］：4区画

SL｜2022.03- ［大宮門街］

令和4年度街路空間利活用計画 2022.03.11 時点版

旧大宮区役所

大門駐輪場

大宮小学校

新栄ビル

河合塾

太田ビル

野村証券太陽生命ビル大宮ガレージ

埼玉りそな銀行

大宮門街

中央ビル開新社ビル

メガネ
オガワ

新栄ビル

体制

費用

実働

［まちづくり公民連携プラットフォームの構築に向けて］

（構成員の協働）

（先行投資的な実働）

Ⅰ単独

Ⅰ委託

Ⅰ委託による実働

（自治体負担金・直接補助など）
Ⅱ負担金

Ⅱ任意の実働 Ⅲ受益に応じた実働

Ⅲ出資

（市or中間支援主体+他参加）
Ⅱ参加 Ⅲ協働

体制／費用／実働 の「段階性」 ストリートプランツの場合

❹負担金の検討

❶滞在空間化への投資

❷商店会／生産者の参画 ❸エリアプラットフォーム組成

実
証
実
験#01

実
証
実
験#02

実
証
実
験

#03

実
証
実
験

#04

GREEN INFRASTRUCTURE PLATFORM #03
リーディングプロジェクトについて

事業スキーム検討

実施計画検討

実践／検証（過去の計画・仕組み）

プロジェクトリーダー
＋

＊プロジェクトチーム化

GIAP#02アイデアソンをもとに
事業アイデアとして整理中

実施段階計画段階構想段階

実践／検証

［1］ブレストProject

［2］ターゲットProject

［3］リーディングProject

場所／主体／資金見込み
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空き店舗・空き家・民間まちづくり事業者の
発掘と情報蓄積による

民間まちづくり事業の推進支援

大宮地域ネットワーク

さいしん
まちづくりファンド
有限責任事業組合 (LLP)

埼玉縣
信用金庫

民都機構

国

賃貸借契約

協力

手数料 (検討 )

実施

出資 配当 出資 配当

補助 支援

まちづくり
事業

民間まちづくり
事業者

空き店舗・空き家
オーナー

配当／利払い／償還

投資 (出資・社債取得 )

さいたま市

埼玉縣
信用金庫
大宮支店

大宮東口
商店街
連絡協議会

株式会社
しあわせ
ハウジング

一般社団法人
アーバンデザイン
センター大宮
(都市再生推進法人 )

マッチング
まちづくりファンド紹介
不動産仲介会社の紹介

手数料
(検討 )

インフィニティストリート戦略（p.01）の推進

には、ストリートテラスなどの取り組みを

通した街路利活用により街路自体がひと

つの目的地となることに加え、沿道の民

有地においても店舗などの魅力的な目的

地を増やしていくことが必要である。

その課題に対し私たちが着目したのは、

空き店舗・空き家を活用した事業推進で

ある。大宮駅周辺にも点在しており、特に

駅から300m以上離れると長年空き店舗

になっているところも見られる。また、新

型コロナウイルスの影響もあってか空き

店舗の数は増加傾向にある。

一方で、これらの空き物件が活用に至ら

ない理由のひとつとしては、大宮駅周辺

地域の地価・賃料が比較的高く、ナショナ

ルチェーン店以外の事業者が新たに店舗

を開業するハードルは決して低くないこ

とが挙げられるであろう。

そこでUDCOでは、空き店舗・空き家の

発掘と情報集約、さまざまなネットワーク

を駆使した新規事業者の発掘を進め、そ

れらのマッチングと、そして実際に事業化

する際の資金的ハードルを少しでも下げ

られるような資金調達支援の仕組みづく

りをセットで行うことで、空き物件を活用

した大宮らしい新たな目的地づくりを推進

していくこととした。

ここでは、そのような背景のもとに立ち上

げた「大宮地域ネットワーク」の体制、そ

れから資金調達支援を行う「さいしんまち

づくりファンド＠大宮」について紹介する。

─

魅力的な目的地を
増やす
─

「大宮駅周辺は賃料が高くてチェーン店

以外の新規出店は相当難しい」

大宮の地元の方からよく聞く言葉である。

確かに路線価を見ても（他都市と同様）駅周

辺は価格が高く、ナショナルチェーン店が

多く立地している。一方で、駅から300m

ほど離れた旧大宮区役所付近から氷川参

道にかけては路線価も大きく下がり、小

規模ながら独自の世界観をもったお店が

点在している。

私たちは、これまで地元事業者が積み重

ねてきた営みや雰囲気が、大宮のまちの

価値を高めるもののひとつであると考え

ている。地元事業者の特色が主要な街

路沿道に展開され目的地が増えること

で、大宮らしい新たな日常が見えてくる

と考え、「おおみやストリートテラス」や「ス

トリートランチ」といった取り組みを行っ

てきた。

次なる展開として、沿道店舗などの建物

を伴った目的地を生むべく、空き店舗・空

き家・事業者を発掘しマッチングする「大

宮地域ネットワーク」の体制、そして事業

化における資金調達支援として「まちづく

りファンド」の仕組みづくりに取り組んだ。

─

　「大宮地域
ネットワーク」の構築
─

現在、大宮において施設整備を伴う公民

連携事業として、以下の3つの異なる規

模のものが想定される。

A 「空き店舗・空き家活用事業」
 （小規模・民有地）

B 「公共施設再編事業」
 （中大規模・公有地／民有地）

C 「大宮駅グランドセントラル

 ステーション化構想に伴う事業」
 （大規模・公有地／民有地）

このなかで、新規事業を営む場所として

扱いやすい規模であり、また、コロナ禍の

影響も受け増加しつつあると考えられる、

空き店舗・空き家に着目することとした。

実際に大宮にどれだけの空き店舗があ

るかを目視調査してみると、東口の半径

500mほどの範囲だけでも、路面店（1階）

が空いているところは15軒ほど点在して

いた。想像していたよりもその数は多い

印象であったが、これらを魅力的に活用し

ていくことができれば、点状の空き店舗

は大宮にとっての潜在力とも捉えられる。

しかし、これだけ空き店舗がありながらも

活用が進んでいないということは、何かし

ら活用へと至らない理由があると考えら

れ、現況やオーナーの意向などを把握す

る必要がある。

一方で、UDCOが実施している「ストリー

トランチ」のなかで新規事業者の出店応

募が定期的にあることや、株式会社コミュ

ニティコムが運営している「クロックキッ

チン」というシェアキッチンも地元事業者

の実験的出店の場所として日々賑わいを

見せている。これらのことから、大宮にお

いて、新規出店を考えている事業者が潜

在的に一定数いることが想定される。

そこで、まずは空き店舗・空き家の調査と

情報集約をしつつ、さまざまなネットワー

クを駆使して潜在的な新規事業者の発掘

を進め、物件と担い手のマッチングを行

う仕組みを構築できれば、空き物件を活

用した店舗などの事業展開が見込まれる

のではないか。そういった仮説を実現す

べく、「大宮地域ネットワーク」（以下、OMN）

の体制を組むこととした［図1］。

OMNの具体的なメンバーは、大宮東口

商店街連絡協議会会長の栗原氏、地元

不動産会社しあわせハウジングの塚本

氏、地域金融機関の埼玉縣信用金庫大

宮支店、そしてUDCOである。

栗原氏は大宮生まれ大宮育ちで、大宮銀

座通り商店街の理事長なども務められて

おり、地元のさまざまな情報が栗原氏のも

とに集まってくる、OMNにとって不可欠

な存在である。塚本氏は、大宮の不動産

情報やオーナーとのつながりを多く有し、

オーナーとの折衝や不動産に関わる専門

的アドバイスをいただく。埼玉縣信用金

庫大宮支店は地元の事業融資などを行う

なかで地域の事業に関する情報に精通し

ており、後ほど説明する「さいしんまちづ

くりファンド」との連動を図る。

そしてUDCOは、ストリートテラスやスト

リートマネジメントスクールなどでの担い

手発掘や情報集約の役割を担う。また、

さいたま市のバックアップも得ることがで

きた。このようなそれぞれの特徴と役割

をもった個人や組織がコンソーシアム的

に緩やかなネットワークを形成し、日々得

た情報を共有しながら空き店舗活用事業

化への道筋を探っていく。

─

「まちづくりファンド」
による資金調達支援
─

OMNによって物件と事業者のマッチング

に成功したのち、事業者が実際に新規事

業化に至ることができるかが重要となる。

何名かの新規事業者へのヒアリングのな

かでわかった障壁としては、まず新規事

業を始めようという事業者は実績がない

ことから一般的な銀行融資は受けにくい

こと、また、銀行融資を受けられたとして

も借入時から毎月返済が発生するため初

期の収支計画が非常に厳しくなるという

ことであった。特にコロナ禍のような想

定外のことが起きた際に、リカバリーする

ことはなかなか難しくなる。

そのような障壁を低くする仕組みを調べ

ていくなかで、一般財団法人民間都市開

発推進機構（以下、MINTO機構）が実施して

いる「マネジメント型まちづくりファンド」に

着目した。このファンドのメリットは、実績

がなくともファンドの趣旨に沿っていれば

投資を受けることができること、また、返

済条件を柔軟に設定できるため資金計画

を立てやすく、無担保無保証であるため

事業者のリスクを低減できるということ

である。

じつはさいたま市内においても、埼玉縣

信用金庫が岩槻区を含む5つの埼玉県内

の地域を対象とする「さいしんまちづくり

ファンド」を既に運用していた。埼玉縣信

用金庫と話をしてみると、ファンドの支援

案件をどのように増やしていくかという点

に課題を感じていることがわかった。これ

は他都市でヒアリングをしていくなかで

も聞かれたことで、ファンド設立当初に想

定していたキーパーソンの事業が停滞・

頓挫してしまうとなかなかその後の事業

展開が難しく、ファンドの支援案件が増え

ていかないということが実情である。全

国24地域にあるマネジメント型まちづく

りファンドのなかで、1ファンドの投資案

件が最大でふたつに留まっているため、

MINTO機構や助成元である国土交通省

もその点を課題として感じているというこ

とであった。

そこで、一個人に依存しすぎない持続的

な事業化の仕組みをファンドとセットで大

宮にて運用することをUDCOから提案

し、ぜひ一緒にやっていきましょうと快諾

をいただいた。そこからさまざまな議論、

調整を進め、前述のOMNの構築ととも

に、さいしんまちづくりファンドの対象地

域として大宮駅周辺地域を追加すること

が2021年12月に決定した［図1］。大宮は空

き店舗活用事業のみならず、公共施設再

編事業で一定の新規事業が生まれる想

定であることもポテンシャルとして評価さ

れた。各所の調整に尽力いただいた埼玉

縣信用金庫の齋藤氏には改めて感謝を申

し上げたい。

これによって、OMNで空き物件・空き家・

民間まちづくり事業者の発掘と情報蓄積

を進め、マッチングができた際には「さい

しんまちづくりファンド＠大宮」によって事

業者の資金調達支援を行うスキームをつ

くることができた。　

─

OMNとファンドを
掛け合わせた
中間支援の展開
─

OMNはまだ立ち上がったばかりではある

が、まずは空き店舗・空き家の情報をオー

ナーへのヒアリングなどを行いながら可

能な限り蓄積しつつ、近々興味のある事

業者向けに空き物件ツアーを実施したい

と考えている。一方さいしんまちづくり

ファンド＠大宮は、大宮エリアの1号案件

として大宮駅東口公共施設再編事業の

一環である、Bibli（旧大宮図書館の施設活用）

にて新規事業を開始する、「ハムハウス」

という事業者への投資が決まった。また、

UDCOの伊藤が運営している空き店舗を

活用したレンタルスペース「YEAST」も、

2号案件となるべく改修工事の計画を立

てている。

前述した、A：空き店舗・空き家活用事業、

B：公共施設再編事業それぞれに、ファン

ドが活用されることとなりまずはよいス

タートが切れそうであるが、今後、より多

くの事業を支援していきながら、大宮の日

常に彩りをもたらす目的地が多くできるこ

とを期待したい。 ［新津瞬］

●    as PLATFORM  #3

資金調達から
まちづくりの
担い手を
サポートする
地域ネットワークとファンドによる新規事業化支援
まちづくりファンド
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●    as PLATFORM  #4

市民が
まちづくりに関わる
機会をつくり
発信する
市民がまちづくりに関わる機会の創出支援

UDCO SYMPOSIUM Around URBANISTS
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できるだけ多くの市民の方が、大宮に興

味をもち、まちへの思いを話し合い、まち

づくりに参画することのできる「関わりし

ろ」をつくっていくことを目的に、UDCO

では定期的にワークショップやトークイベ

ントを開催している。

今年度も昨年度から続くコロナの影響も

あり、例年のようにひとつの場所に集うこ

とが難しかった反面、オンラインツールを

利用することで場所によらないつながり

を生むことができた。今年度開催した企

画を3つ紹介したい。

● UDCO SYMPOSIUM 2021 #02
 池袋とともに考える 
ストリートデザインまちづくり

UDCOシンポジウムとは大宮駅周辺地

域戦略ビジョンの推進を基軸として、大

宮のまちづくりについて議論するプラット

フォームである。

2021年は、公共施設の再編、公園・道路

の再整備・利活用などウォーカブルなまち

づくりの模範的事例ともいえる池袋での

取り組みを、豊島区前副区長である渡邉

浩司氏（国土交通省）、池袋リビングループ

など池袋での多様な活動を行う青木純氏

（nest inc.）をお招きし、官、民それぞれの

立場から紹介いただき、その後ディスカッ

ションを行いながら、大宮のまちづくりの

これからのあり方について考えていくこと

とした。

─

都市部におけるローカルをどう紡ぐか

豊島区では、池袋駅を中心としたウォーカ

● UDCO LIVE:  
Around URBANISTS #02

動画配信「UDCO LIVE」の第2弾として

Around URBANISTS #02“ストリートか

らはじまる「小さな経済」”を実施した。主

体的にまちに関わる人々が場所に根付き

生まれる地域圏は、どのように紡ぎ出さ

れるのか。持続的な関係性を「小さな経

済」というキーワードで捉え、そのネット

ワークのなかで「ストリート」や「パブリッ

クスペース」にどのような意義や可能性

があるのかを、埼玉県内の中心地や郊

外を舞台に活動を展開する実践者であ

る直井薫子氏（CHICACU Design Office & 

Bookstore）と吉田尚平（合同会社オンド）を

お招きし、ストリートと小さな経済の関係

について議論した。

─

関係を媒介する“場”としてのメディア

市報さいたまのデザインという公的な活

動から、自宅の住み開きによる本屋といっ

たプライベートな活動まで、幅広い展開を

される直井氏の言葉からは、地域のネット

ワークや当事者性が形成される過程にお

ける「メディア＝関係を媒介するもの」の重

要性を読み取ることができる。

メディアをたんなる情報伝達の手段として

ではなく、人々の自由や主体性に関わる

対話やコミュニケーションのための広義の

「場」として捉え、紙媒体のローカルメディ

アから、人々が集まる空き家をリノベーショ

ンした空間、仕組みづくりなど、メディアが

もつ多面性や奥行きが示された。

規模が大きなオフィシャルな仕事と、私的

で軽やかな活動のあいだで、少し引き裂

かれながらも、それらをつなげようとする

直井氏の葛藤そのものが、プライベートと

パブリックの境界面で胎動する新しい何

かを予感させるものであり、旧大宮図書

館を活用した「Bibli（ビブリ）」内で今後展開

される「ハムハウス」の実践は、公務員や

専門家、市民といった肩書きや役割、パ

ブリックやプライベートを超えた一人ひと

りが社会と関わるチャンネルをもてる「小

さな経済」へのチャレンジである［図4］。

─

手触りの公共圏を取り戻す

吉田氏からは、歴史的な街並みに多くの

観光客が訪れ、また生まれ育った地元で

もある川越の傍にあるかつてのニュータ

ウン「霞ケ関」に深く関わる多面的な取り

組みの紹介と、その実感から「公共圏」に

ついて哲学的な見地を交えた考察が示

された。

霞ケ関の商店街を拠点に、書店やカフェ

の運営や設計活動のほかにも、地元住民

のさまざまな困りごとに応じる「便利屋」の

ような多様なケアを実践している。一見

地味にも思える活動の集積を通して地域

に浸透していく振る舞い＝生活すること（当

事者性）と、その経験を建築学やジャーナ

リスティックな視点から再編集し、まちの

現象や資源を捉えメディア化していく活動

＝つくること（専門性）、それらを未分化な状

態にして探求するのは「手触りの公共圏」

であると吉田氏は言う。

生活すること（当事者性）とつくること（専門

性）とのあいだで揺れ動きながら、公共圏

を当事者の方に引き寄せる活動は、直井

氏の活動とも響き合う。高齢化するまち

に多国籍な文化が浸透しているといった、

埼玉の郊外ニュータウンで起きている現

象のレポートも交え、中心と周縁という概

念では捉えきれない、動的でバラバラで

まだらな都市像が提示された。

─

間（あわい）を揺れ動く先にあるもの

UDCOからは「ストリートプランツ」が実現

するまでの経緯、ストリートにおける通行

人との偶然的な会話からプロジェクトがは

じまったことを紹介し、構想→実践へと向

かうプランニング型ではなく、実践と構想

ブルなまちづくりが進められている。渡邉

氏からは23区唯一の消滅可能性都市と

して位置付けられた豊島区を持続発展都

市への転換を図っていくなかで、アート・

カルチャーやリノベーションをキーワード

に文化的なまちづくりを目指して行った、

グリーン大通りでのマルシェや駅前の歩

行者空間化などの取り組みについての紹

介があった。

豊島区での経験として公共空間の再構

築に対するビジョンをもち、また民間リノ

ベーションなどを介した担い手の発掘な

ど多様な連携による面的な広がりの重要

性を認識し、その後の国土交通省におけ

るウォーカブルのまちづくりの政策へと

つながったことが体系的に語られた。

青木氏からは子どもの遊び場や街まちへ

の愛着といった池袋での課題や、渋谷・新

宿とは異なり中心地に近接した住宅圏を

抱えるという都市構造上の特徴が示され

た。そのなかで風景、地域などを「育てる」

というキーワードを用い、南池袋公園で

の日常化を目指した取り組みや「育てる」

ことでの利用者と場所の健全な関係性の

紹介があった。その先には池袋経済圏を

広げ、持続可能な経済循環を目指してい

くとのビジョンが示された。

その後、都市部におけるローカルをどの

ように紡いでいくかが議論され、エリアマ

ネジメントの単位としてストリートや4つの

公園によるコミュニティの醸成やそれらの

連携について展開し、両氏のレクチャーを

含めて公民連携のあり方が立体的に浮か

び上がったシンポジウムとなった。

このシンポジウムは現在でもYouTube

で視聴可能であり、行政や企業、また住

民の方々などさまざまな立場の方にとっ

てまちづくりが自分事のように参照できる

貴重なアーカイブとしてぜひご覧いただ

きたい。 ［森元気］

が相互的な関係にあるタクティカルな関

係を示した。以上を受け、後半の議論では

① 私のパブリック化／公の当事者化

 は連動しているか？

② 専門性と当事者性は

 どのように混ざり合っていくのか？

の2点を軸に、さまざまな議論が交わさ

れた。

①については、私的な場のほうが制約が

少なくチャレンジしやすいこと、そこから

どのように公的な場に展開するかという

視点や、パブリックスペースも適切に制

度や管理運営の仕組みを整えれば身近に

利活用できること、そのために専門的な

知見を活かすことの価値が示された。

②については、多様な人々が集まる地域

で活動していく際に、専門性や肩書きに

よって関係を固定化するのではなくフラッ

トな関係づくりをしていること、また専門

性をスキルやテクニックにまで分解し、プ

ロジェクトごとに意識的に使い分けをして

いる工夫などが語られた。

現場での実践を通した実感から語られる

言葉は、さまざまな境界の間（あわい）を揺

れ動くしなやかさをもっている点が共通し

ている。小さな実践がどのように構造化

されるのか、点から線、線から面へと展開

されるのか、はたまたそのようなことがで

きない質をもっているのか、今後も議論

を深めていきたいテーマである。

理論よりも実際の取り組みに重きをおい

た今回は、身近なテーマということもあり

視聴回数は延べ800回を超え（2022年3月

時点）、反響を得た。動画のアーカイブは

UDCOのYouTubeチャンネルよりぜひ

ご覧いただきたい。 ［伊藤孝仁］

動画はUDCOの
YouTubeチャンネルで
配信中です。QRコード
よりぜひご覧ください。

URL: https://youtu.
be/VUNrvOAGUXg

動画はUDCOの
YouTubeチャンネルで
配信中です。QRコード
よりぜひご覧ください。

URL: https://youtu.
be/skXedG4BF2g
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─

地元まちづくり団体
などの活動支援
産官学民連携
─

UDCOでは産官学民のプラットフォームと

して、各主体とのネットワーク構築や連携

強化を目指し、それぞれの活動に関する

専門性の高い支援、意見交換、地域の情

報収集などを継続的に行っている。

─

「民」：地元まちづくり団体との連携・支援

コロナ禍により集まることが困難ななか、

まちづくり民間団体などのオンライン会

議の実施サポートやファシリテーション、

大宮のまちづくりに関する専門的アドバイ

スなどの支援を行っている。

─

「学」：大学等研究機関との連携・支援

芝浦工業大学とおおみやストリートテラス

＠中央通りの効果測定調査を行い、大宮

のまちづくりに関する協同研究を進めて

いる。

─

「産」：民間企業との連携・支援

大宮の企業とプロジェクトを展開するた

めの協議や、公共空間利活用のノウハウ

の共有などを行っている。

─

「官」：行政との連携・支援

さいたま市の各課からの事業相談を受

け、大宮で進む事業を横つなぎするため

に、各取り組みの連携を提案するなど事

業推進に向けた協議を行っている。

─

地域との関係性の
構築支援
まちラボおおみや
OM TERRACE
─

UDCOは駅前にオフィスを構え、日々大

宮の状況や変化を観察し市民や事業者と

コミュニケーションをとることで、地域との

関係性の構築を試みている。

コロナ禍で、引き続き直接顔を合わせる

機会がつくりづらい状況が続いた。「まち

ラボおおみや」のコミュニティスペースや

「OM TERRACE」の屋上スペースの運営

についても、人数制限やイベント自粛など

状況に応じて運営方針を示すことで、安

全を確保しながらまちづくり活動を継続し

ていくよう心がけた。

─

大宮のひと・まちの
情報発信支援
UDCO PAPER
UDCO REPORT
─

大宮で活動する「ひと」「まち」に関する情

報を整理し、広く共有することもUDCO

の役割のひとつである。

大宮の「ひと」にスポットライトを当てて応

援していくとともに、広くその魅力を発信

する情報誌「UDCO PAPER─ひとを紡ぐ」

を不定期に刊行している。2023年度に創

立150年を迎える大宮小学校の石井校長

へのインタビュー（＃011）を発行した。

「まち」を発信する媒体としては、社会実験

などのお知らせやUDCOの取り組みを発

信するウェブサイト、UDCOの活動や大宮

のまちづくりの状況を模型や動画により

展示するまちラボおおみや、本誌「UDCO 

REPORT」がある。「UDCO REPORT」は

UDCOの年間レポートとして、大宮のこれ

からのまちづくりを考えるうえでの重要な

テーマを特集し、ウェブと紙媒体で毎年発

行している。公共施設を中心に配布して

いるので、ぜひご覧いただきたい。
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● UDCO LIVE:  
Around URBANISTS #03

動画配信「UDCO LIVE」の第3弾として

Around URBANISTS #03“生産から考

える─創発するまちの生態 ”を実施した。

近代化の過程で住むこと・働くこと・遊ぶ

ことが空間的に区分されてきたが、コロ

ナ禍における職住近隣によって、生産（つ

くる）と消費（つかう）が、地域のなかで再び

混ざり合う現象が生まれ始めている。

これからのまちとの関わり方について議

論するべく、「つくる」と「つかう」を包含す

るエコシステムをテーマにサービスデザ

インやタウンマネジメントの観点から、武

山政直氏（慶応義塾大学教授）、國廣純子氏
（青梅市・あきる野市五日市タウンマネージャー）

をお招きしトークセッションを行った。

─

価値提供から価値共創へ

武山氏からは、個々のサービス（活動、モノ、

メディア、ソフトウェア、空間）を面的にネットワー

クすることで、生活やビジネスにおいて利

用者が得る体験や成果につなげるという

サービスデザインの観点から、都市や地域

課題に取り組む先進事例が紹介された。

サービスデザインとは、利用者が提供物に

よって得られる体験だけではなく、認知・

購入・利用・利用後といった連続的なフ

ローによる価値を重視し、体験を継続的

に実現するための組織と仕組みづくりま

でをデザインの対象とする。サービスデザ

インを考えるうえで、エクスペリエンス（体

験設計）・オペレーション（運用）・エコシステ

ム（共同体）の3つの要素に加えて、利用者

を含めた多様な主体とともに共創する必

要性が示され、今後さまざま様々な領域

で合意形成のプロセスにおけるファシリ

テーターが求められることが示された。

コロナ禍で起こった生活圏の変化（職住近

接、都心近郊外、多拠点居住）によって仕事や

暮らしをセルフマネジメントする必要性が

高まるなか、自律性の高まった人 （々まち

の使い手）のまちへのコミットを促すために

は、生活ジャーニー（生活者の視点から一連の

行動・思考・感情を時系列で視覚化したもの）を

示したり、まちの（潜在）資源へのアクセス

をデザインすることによって、まちとの関

わりを生み創発性を高めていく活動が求

められるのではないか、という話題提供

があった。

─

可視化と合意形成をくり返す

國廣氏からは、東京郊外の市街地再生

というテーマで、青梅市でのタウンマネー

ジャーとしての取り組みが紹介された［図6］。

青梅市は「アキテンポ不動産」という地域

の面的調査から賃貸物件を発掘し、空き

店舗利活用につなげるコーディネートに

取り組み、さらに商工会議所主催の創業

塾と連携することで事業者の発掘育成を

推進。中心市街地での新規開業数は117

件（内アキテンポ不動産経由は30件程度）とい

う実績をつくった。

青梅市中心市街地は多摩川と山間部に

挟まれた地で、平坦部が少なく面的な開

発効果が生まれにくいとされてきたが、

空き店舗の開業分布を地形および街路

ネットワークに重ねることで立地評価と既

存商店との連結度を検証し、マルシェの実

施場所を選定する際の指標とするなどし

て、データにもとづく効果検証とまちへの

フィードバックに取り組んでいる。

検証結果として青梅市では駐車場に近接

していることが空き物件の利活用に影響

することがわかり、あきる野市における長

期的な目標設定のなかで駐車場の戦略

的整備が検討されるなど、ノウハウが展

開されている。

國廣氏は、市街地再生を成功に導く3つ

のポイントとして、仕組みづくり（事業スキー

ム）・イメージづくり（情報発信）・エリアマネジ

メント（地域との接続）の連携を挙げ、不動産

情報だけでなく青梅市での暮らしを想起

させる情報を発信することで人を呼び込

み、地域習慣や既存資源との接続をコー

ディネートする必要性を示した。

─

その後のトークセッションでは、まちの創

発性とエコシステムについて、まちの資

源を見直し「つくる」と「つかう」の必然性

を考えることによって、大宮ならではの

発展パターンが描けるのではないか、生

活ジャーニーから価値観を示すことで行

動変容を促すことができるのではない

か、などの議論があった。

サービスの観点から考えることでハード

に頼らない大宮らしい切り口の発見につ

なげ、地域の資源を掘り起こし情報とし

て可視化していく、今後の取り組みにつ

いてのヒントが示された。 ［高橋卓］
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動画はUDCOの
YouTubeチャンネルで
配信中です。QRコード
よりぜひご覧ください。

URL: https://youtu.
be/nCxbBY3NyYs
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2022

1｜大宮のストリートから街路文化を育む
at STREET ストリートにおける実践

2｜大宮らしいまちづくりプラットフォームへ
as PLATFORM プラットフォームとしての実践

社会情勢

UDCO年表2021
ビジョン推進と日常化に向けた仕組みづくり

1 12 23 34 4

ストリートマネジメントスクール 

 
 
 
 

1日 SSプログラム#01
［開講］

21日 SSプログラム#02
［フィードバック］

4日 SSプログラム#03
［中間報告会］

25日 SSプログラム#04
［フィードバック］

16日 SSプログラム#05
［社会実験DAY］

13日 SSプログラム#06
［成果報告会］

西通線

─ ストリートランチ
 ＠キッチンカーテラス
 ［定期開催］

─ ストリートランチ
 ＠軒先テラス
 ［─7月31日］

21日 ストリートランチ
 ＠大宮区役所
 ［─11月28日］

銀座通り

16日 ストリートマネジメント 
スクール社会実験 
＠大栄橋下 
［─10月17日］

 一番街

─ おおみやストリートテラス 
＠一番街

 ［2020年8月1日─7月31日］

1日 おおみやストリートテラス 
＠一番街

 ［延長］［─9月30日］

16日 ストリートマネジメント 
スクール社会実験

 ＠一番街

1日 おおみやストリートテラス 
＠一番街

 ［第二期］［─2022年9月30日］

エリアプラットフォーム

13日 GIAP#01 
［設立会議］

10日 GIAP#02 
［公民連携によるグリー
ンインフラ事業に関す

るアイディアソン］

11日 GIAP#03 
［リーディングプロジェ
クトミーティング］

まちづくりファンド

10日 さいしんまち
づくりファンド
の投資対象に
大宮駅東口エ
リア追加

情報発信／現地視察

19日 UDC2 まちづくりトーク01
 登壇

2日 Around URBANISTS #02

7日 2021年度日本建築
 学会大会 登壇 ［─9月10日］

13日 まちみちコンペ 説明会  
登壇

22日 第1回大宮GCS推進戦略会議 

3日 北海道大学講義 登壇
7日 UPS研究会 

デザインマネジメント部会 登壇

13日 第1回大宮GCS
 まちづくり調整会議

17日 大連理工大研究交流

18日 Bibliオープニングセレモニー
12日 新虎通り現地視察

20日 Around URBANISTS #03
31日 国交省まちみちスタディ 

オンライン勉強会 登壇

22日 第2回大宮GCS
 まちづくり調整会議

22日 前橋市現地視察

14日 グリーンインフラ官民連携 
プラットフォーム

 第3回シンポジウム

─ 埼玉県の緊急事態措置
（2回目）

 ［1月8日─3月21日］

20日 埼玉県のまん延防止等 
重点措置［─8月1日］

23日 東京2020オリンピック
競技大会［─8月8日］

2日 埼玉県の緊急事態措置
（3回目）［─9月30日］

24日 東京2020パラリンピッ
ク競技大会［─9月5日］

21日 埼玉県のまん延防止等 
重点措置 
（2回目）［─3月21日］

中央通り

4日 おおみやストリートテラス 
＠中央通り［─9月30日］

17日 STREET PLANTS 
MARKET

16日 ストリートマネジメント 
スクール社会実験 
＠中央通り

1日 おおみやストリートテラス 
＠中央通り

 ［第二期］［─2022年3月31日］

13日 第2回グリーンインフラ大賞 
「国土交通大臣賞」受賞

21日 ストリートランチ
 ＠大宮門街前62 63
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大宮駅東口周辺地域の動向

社会情勢

ビジョン推進

首都圏広域地方計画「運命の10年」

社会実験

調査研究

UDCOの3つのアクション

体制構築
日常化

調査研究
エリア
マネジ
メント

空間
再編

デザインコーディネートの
持続化に向けた調査研究
● スクール／事業創出／まちづくり資金に関する調査［2020-］

街路／公共空間利活用の持続的体制構築
● おおみやストリートテラス＠一番街［2020-］
● おおみやストリートテラス＠中央通り［2021-］
● ストリートランチ＠キッチンカーテラス、軒先テラス［2020］
● ストリートランチ＠大宮区役所［2021］

デザインコーディネートの仕組みづくり
● 大宮駅周辺グリーンインフラ推進戦略体制構築支援［2021-］

エリアマネジメント組織の
立ち上げ・運営支援

空間再編と連動した公共空間の利活用
（エリア全体で連携した取り組みへ）

大宮らしい都市文化の発信

プラットフォームを通じた
人材供給・資金調達の支援

実践を通じたプラットフォームの拡充
● ストリートマネジメントスクール＠大宮［2021-］
● まちづくりファンド［2021-］
● UDCO PAPER・REPORT・LIVE・SYMPOSIUM

氷川参道一部区間歩行者専用化
東日本連携センターOPENOM TERRACE OPEN

さいたま国際芸術祭20202018年記録的猛暑 令和元年房総半島台風
令和元年東日本台風

埼玉県に　おける緊急事態措置
さいたま市
SDGs未来都市計画

さいたま市緑の基本計画改訂にともなう大宮でのリーディングプロジェクト検討
さいたま市スマートシティ推進事業が国土交通省スマートシティモデルプロジェクトに選定

埼玉県におけるまん延防止等重点措置

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会
都市再生緊急整備地域指定 国土強靱化基本計画 グリーン成長戦略

大門町2丁目中地区再開発事業

産官学民のプラットフォーム構築
● 市民がまちづくりに関わる機会を創る
● 地元まちづくり団体などの活動を支援する
● 地域との関係性を創る
● 大宮のひと・まちを発信・共有する

街路／公共空間利活用の社会実験
● おおみやストリートテラス［2017-］
● OM TERRACEの屋上利活用［2017-］
● ストリートランチ［2019-］｜● ストリートプランツ［2019-］

デザインコーディネートの
仕組みづくりに向けた調査研究
● 景観調査［2018-］｜● 誘導体制に関する調査［2019-］

竣工予定
大宮門街オープン（4月）

東口駅前広場の
都市計画手続き

新東西通路の
都市計画手続き

大宮区役所新庁舎
竣工

大宮駅GCS構想

公共施設再編

GCS構想策定 大宮GCSプラン
2020策定

ストリートからアクションをおこす

まちづくり戦略［みどりが人を呼ぶシーンをつくる］

旧大宮図書館
リノベーション施設
Bibliオープン（12月）

地域連携拠点実施方針の作成

駅前賑わい拠点実施方針の作成

展開期 波及期初動期

2021 [R3] 2022 [R4] 2023 [R5] 2024 [R6] 2025 [R7] 2030頃2017 [H29] 2018 [H30] 2019 [R1] 2020      [R2]2016 [H28]

公共事業支援と課題共有
● 大宮駅グランドセントラルステーション構想
　デザインコーディネート［2017-］
● 公共施設再編を契機とする連鎖型まちづくりの推進［2017-］
● 氷川参道歩行者専用化区間景観コーディネート［2018］
● さいたま新都心エリアマネジメント検討支援［2018］
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2010

｜
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辺
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域
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ン
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定

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
＝
大
宮
ら
し
い
新
た
な
日
常
の
実
現

構築
発信

運用

エリア全体での
デザインコーディネート支援

運営

発掘

仕組み
づくり

事業支援
課題共有

課題のインプットと価値形成に向けた視点の形成 新たな公共的空間を対象に取り組みを展開 相互に連携し空間再編とマネジメントの連動へ

氷川緑道西通線南区間供用開始

NOW!

ビジョンの推進 に向けた課題の明確化
● 公共空間の利活用に関する調査・検討
● 景観形成に向けた調査・検討
● デザインコーディネートに関する調査・検討

ビジョンの推進 に向けた仕組みづくり
● 種々の調査・検討を踏まえた
 デザインコーディネートの仕組みづくりを行う

仕組みの定着による持続的なビジョンの推進
● 仕組みを定着させ持続的なデザインコーディネートを行う

グリーンによってアクションをつなぐ
アクションからネットワークをつくる

UDCOアクションプラン#004
大宮駅周辺地域戦略ビジョンの推進に向けた仕組みづくりへ

＊
2
0
2
2
年
3
月
時
点
の
想
定
を
示
す

大宮駅周辺地域の動向を見据えながら、3つのアクションがそれぞれに連関し、「運命の10年」のなかで提言や実践を行っていくUDCOの行動計画を示す。

UDCOは、産官学民連携の基本理念のもと、Design Research Action / Public Action / Platform Actionの3つのアクションによって、

「大宮駅周辺地域戦略ビジョン」（2010年策定）を地域が一体となって具体的に展開できるよう推進し、

大宮らしいまちづくりを進めるためのデザインおよびマネジメントを進めている。その核となるのが「ストリートデザインまちづくり」である。

官
自治体・NPO等

産
民間企業

学
大学等研究機関

民
市民・地域団体

1｜大宮のストリートをデザインする
DESIGN RESEARCH ACTION ［実験の層］
エリアマネジメントにつながる街路公共空間利活用の社会実験や、デザイ
ンコーディネートの仕組みづくりに向けた調査研究などを行う。

2｜ストリートからまちづくりへ
PUBLIC ACTION ［実践の層］
戦略ビジョンに掲げられた4つの「優先的に取り組むべきプロジェクト」（大
宮駅グランドセントラルステーション構想や公共施設再編などの大宮駅周辺地域
で進められている各種事業）を通じて、豊かな公共空間の創出のためのデザ
インマネジメント（事業と事業の相互調整）や、エリアマネジメントの仕組みづ
くりを行う。

3｜大宮のまちづくりをつなげる
PLATFORM ACTION ［プラットフォームの層］
大宮のまちづくり団体や企業、大学、行政の活動を支援・連携をするとと
もに、大宮のまちづくりやUDCOの取り組みを大宮内外に発信すること
で、産官学民のプラットフォーム機能を構築し、大宮らしい都市文化の発
信を目指す。市民がまちづくりに関わる機会の創出やまちづくり団体の活
動支援、ウェブサイトやSNSなどによる情報発信に取り組む。

GCS
構想

公共施設
再編

ストリート
デザイン

公共空間
利活用

大宮らしい都市文化の発信を目指した産官学民のプラットフォーム構築

ストリート
テラス

ストリート
ランチ

ストリート
プランツ

ストリート
テーブル

OM 
TERRACE
屋上
利活用

ストリート
メディア

景観調査

GCS
構想

公共施設
再編

ストリート
デザイン

公共空間
利活用

大宮らしい都市文化の発信を目指した産官学民のプラットフォーム構築

ストリート
テラス

ストリート
ランチ

ストリート
プランツ

ストリート
テーブル

OM 
TERRACE
屋上
利活用

ストリート
メディア

景観調査

GCS
構想

公共施設
再編

ストリート
デザイン

公共空間
利活用

大宮らしい都市文化の発信を目指した産官学民のプラットフォーム構築

ストリート
テラス

ストリート
ランチ

ストリート
プランツ

ストリート
テーブル

OM 
TERRACE
屋上
利活用

ストリート
メディア

景観調査

64 65

●
 U

D
C

O
　
　
　
●

 AC
TIO

N
 PLAN

●
 U

D
C

O
　
　
　
●

 AC
TIO

N
 PLAN



藤村龍至｜副センター長／ディレクター
2017年春にスタートしたUDCOは5年が経過し、所管の大宮

駅東口まちづくり事務所だけでなく東日本交流拠点整備課、

みどり推進課など、徐々に庁内での協働先を増やしてきまし

た。並行して独自に取り組んできた「おおみやストリートテラ

ス」や「おおみやストリートプランツ」などの各プロジェクトで

は、一番街商店街、中央通り商店街など地元商店街の皆様

に加え、地元の植木事業者の皆様との協働により、土地活用

とグリーンインフラの分野で国土交通大臣賞を2度受賞する

など、全国的にみてその企画内容を高く評価いただけるよう

な成果となりました。2021年度に新たに始まった「ストリート

マネジメントスクール」「まちづくりファンド」と合わせ、大宮で

はこの5年間で「ストリートテラス」を中心とした公共空間と

その周辺のデザインとマネジメントをめぐるエコシステム（生

態系）が徐々に構築されてきたように思います。引き続き「スト

リートテラス」のプラットフォームをもとに大宮らしいエリアマ

ネジメント体制を提案していければと思います。

石黒卓｜サブディレクター／デザインコーディネーター
設立から5年、UDCOは当初から「ストリート」に着眼し、街路

沿道利活用を基軸に取り組んできました。徐々にノウハウを

蓄積しながら、地域の商店会や事業者の皆さんとともに活動

を日常化し、全国的な評価を得る取り組みをアウトプットして

きました。次の2023年はいよいよ展開期から波及期にステッ

プを踏み出す 1年です。同時並行して携わってきた駅周辺・

公有地の空間再編や氷川参道の景観づくりの取り組みから、

あるいは地域の方々から教わり明らかになった課題や、グリー

ンインフラやスマートシティの視点で今後目指すべき事柄

が、大宮の戦略のひとつとして結びつきそうな予感がしてい

ます。また、2021年から始まったストリートマネジメントスクー

ルとまちづくりファンドは今後の展開・波及の原動力として機

能していきます。UDCOは戦略ビジョンで目指す“ウォーカブ

ル”を切り口に、引き続き「ストリート」の取り組みを深めてい

きます。

工藤和美｜センター長
先の見えない感染状況や不安定な社会情勢によって、私たち

の生活を支える都市のあり方も転換が求められています。そ

のなかでも職住近接が注目され、日常生活のベースとなる住

環境（ホームタウン）の大切さに多くの人が気付かされました。

UDCOが歩みを止めずにまちづくりに取り組めたことは、大

宮に活動拠点があり、そこに地域の方々との顔の見えるつな

がりがあったからこそです。

これからも市民の日常を支える取り組みを継続していくため

に、ストリートプランツやスクールなどの仕組みを通して、地

域の産業や担い手とのつながりを育んでいきます。

そして、大宮が多様な風景が混ざりあい魅力あふれる都市と

なるよう、地域の皆様とともにまちづくりに取り組んでまいり

たいと思います。

森元気｜デザインコーディネーター
2021年2月よりUDCOのメンバーに参画しました。「おおみ

やストリートテラス」や「ストリートランチ」などのプロジェクト

を通して、多くの地域の方々と知り合う機会がありました。ま

た可能な限りまちを歩き、地域の特性を把握することや、時

にはささやかな空間的な発見をすることを繰り返していきま

した。そこで大きく実感したことは、まちに没入することで見

えてくる課題や情報などが明らかになってくることでした。一

方でデザインコーディネーターの役割には俯瞰的な視座も求

められます。それぞれを実践しながら、いかに接続していくか

を常に意識し、今後も賑わいのあるまちの風景の創出を目指

して行きたいと思いますので、引き続きよろしくお願いします。

内田奈芳美｜副センター長／ディレクター
2021年度もパンデミックのなかでどのようにまちづくりを考

えていけばいいのか模索する1年となりました。スクールやス

トリートテラスなどの取り組みは、そのような模索のなかでの

まちづくりのあり方を示してきました。特にストリート空間の

活用は、ここ2年間で大宮だけでなく全世界的な取り組みと

なってきており、恒久化させようとする動きもみられています。

大宮駅周辺ではこれまでの蓄積を活かして、適切な密度を

もったストリート活用のあり方をさらに提案していきたいと思

います。また、みどりを取り入れたストリートの活用は、空間や

コミュニティの関係性を豊かにするだけでなく、環境問題へ

の取り組みへの第一歩でもあります。ストリート×環境という

視点で、今後も少しずつ改良を進めながら「うらやましがられ

るまちづくり」を目指していければと思います。

2021年度のふりかえり／2022年度に向けたUDCOの思い

伊藤孝仁｜デザインコーディネーター
これまで当たり前にあった都市でのふるまいに制限がかか

り、すでに2年以上が経過しました。そんななかでも、昨年度

より多く大宮で顔と顔を合わせる機会をもつことができたの

は、さまざまな場面で支えていただいた皆様のおかげです。

大宮エリアの植木生産者と協働し、中心部の歩道の緑化と滞

在空間づくりを試みている「おおみやストリートテラス＠中央

通り」や「ストリートマネジメントスクール」など、新しい取り組

みもスタートした2021年度。ストリートから沿道店舗、広場や

公園、そして大宮駅周辺から見沼エリアまで、魅力的な資源

をきっかけに新たな人と人のつながりを育んで、大宮のこれ

からを一緒に考えていける環境をつくっていきたいと思いま

す。2022年度もどうぞよろしくお願いいたします。

高橋卓｜デザインコーディネーター
世の中が感染症との付き合い方を試行錯誤し、社会活動が

再起動しつつあった2021年度より参画しました。コロナ禍の

経験をポジティブに捉えれば、移動制限によってリモートワー

クが浸透したことや、生活圏に人々の関心が向いたことなど、

日常に対する視点の変化につながったとも言えます。

新しい試みである「ストリートマネジメントスクール」という学

びの場を地域とともにつくりあげるなかで、ストリートの利活

用は三密を避け交流が希薄になった社会状況において、地域

コミュニティが再活性化する手立てとなることを改めて実感

しました。

「人々の求めるものが変化するタイミングで、必要とされる取

り組みを構想・実践すること」の大切さを心に留め、市民とま

ちづくりをつなげるコーディネートに引き続き取り組んでいき

たいと思います。

新津瞬｜プロジェクトパートナー
UDCO5年目となる今年度。コロナ禍のなか新たにスクール

を始めたことはひとつの転換点になりました。20人を超える

多種多様な人たちが大宮に集い、地元の皆さんや行政と議

論をし、新たな日常づくりのきっかけとなる風景を3つのスト

リートで垣間見ることができました。また、新規事業化支援と

してまちづくりファンドを立ち上げ、早速第一号案件が生まれ

ています。ストリートテラス、スクール、ファンドと、大宮という

まちへの関わりしろを拡げ、多くの人のチャレンジを、いろん

な角度から支えていく、そんなプラットフォームとしての役割

をUDCOが担っていければと考えています。皆様、今年もあ

りがとうございました！66 67
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名称
アーバンデザインセンター大宮（UDCO）

*UDCOは「一般社団法人アーバンデザインセン

ター大宮」が運営する任意組織

設立年月日
2017年3月31日設立

2017年4月1日運営開始

主な活動エリア
「大宮駅周辺地域戦略ビジョン」（2010）の

対象となる大宮駅を中心とした約190ha

およびその周辺のエリア

メンバー
● センター長

 工藤和美（東洋大学教授） 
● 副センター長／ディレクター

 藤村龍至（東京藝術大学准教授） 

 内田奈芳美（埼玉大学教授） 
● サブディレクター／ 

デザインコーディネーター

 石黒卓 
● デザインコーディネーター

 伊藤孝仁｜森元気｜高橋卓
● プロジェクトパートナー

 新津瞬
● スタッフ

 土田泰子

設立経緯・沿革
「大宮駅周辺地域戦略ビジョン」（2010）策

定後、戦略ビジョンをどのように具体化さ

せていくかが模索されるなか、地元から

のアーバンデザインセンター開設を求め

る声をきっかけとして、「しあわせ倍増プ

ラン2013」に「（仮称）アーバンデザインセ

ンター大宮」設置が位置付けられた。そ

の後、暫定的に公民学が一体となって主

体的にまちづくりを考えるための情報発

信の場として「まちラボおおみや」が2014

年に設置される。そして、まちラボおおみ

やでの産官学民の連携によるまちづくり

の試行期間を経て、2017年にUDCOが

設置され運営を開始した。

2010年5月
さいたま市「大宮駅周辺地域戦略ビジョ

ン」策定

2013年10月
さいたま市「しあわせ倍増プラン2013」に

「（仮称）アーバンデザインセンター大宮の

設置」が位置付けられる。

2014年7月
一般社団法人大宮まちラボ協議会が、ま

ちづくりの情報発信の場として「まちラボ

おおみや」を大宮ラクーン8階に開設。

2016年12月
アーバンデザインセンター大宮の運営業

務を担う法人組織として「一般社団法人

アーバンデザインセンター大宮」設立。

2017年3月
まちラボおおみやを活動拠点に、市民、行

政、企業、教育・研究機関などさまざまな

主体が広く連携しまちづくりを推進する

基盤として「アーバンデザインセンター大

宮（UDCO）」を設置。アーバンデザインセン

ター大宮（UDCO）の運営を一般社団法人

アーバンデザインセンター大宮が担う。

2017年10月
一般社団法人アーバンデザインセンター

がさいたま市より都市再生推進法人に指

定される。

2020年10月
令和2年度土地活用モデル大賞

「国土交通大臣賞」受賞

「おおみやストリートテラス」

2022年3月
第2回グリーンインフラ大賞

都市空間部門「国土交通大臣賞」受賞

「OMIYA STREET PLANTS PROJECT」

基本理念
UDCOの基本理念は「産＋官＋学＋民」

の連携である、それぞれの立場で活動

するこれらの主体が、広く連携しまちづく

りを推進する基盤として機能するため、

UDCOはこの基本理念のもと、大宮を新

たな時代へと発展するまちにデザインす

るとともに、良好なまちの形成に向けたマ

ネジメントを提案する。

活動財源
一般社団法人アーバンデザインセンター

大宮がさいたま市都市局大宮駅東口ま

ちづくり事務所より「大宮駅周辺地域戦

略ビジョン推進業務」を受託し、その受託

費を基本的な人件費などの活動財源と

している。

運営母体組織
● 名称

一般社団法人

アーバンデザインセンター大宮
● 社員

工藤和美：代表理事

藤村龍至：業務執行理事

ABOUT UDCO

図1
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アーバンデザインセンター大宮
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一般社団法人
アーバンデザインセンター大宮
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理事

監事

事務局

サブディレクター

センター長

副センター長／ディレクター

デザインコーディネーター

スタッフ

事務局長

事務局員

*2022年3月時点の情報です。

まちづくり活動の成熟や都市ポテンシャル向上に
応じた市街地更新・拠点機能強化
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歩きたくなる
ことから
始めよう
！！

［コンセプト］

おもてなし
ひろば

［OM TERRACE］ ［GCS化構想］

［ストリートテラス］
［街路整備事業］

［公共施設再編］

おおみや
インフィニティ
プロジェクト

おもてなし
歩行エリア

おもてなし
まち再生

連鎖型
まちづくり

地
域
全
体
の
連
携

主
に
交
通
戦
略

か
ら
着
手

ま
ち
づ
く
り
戦
略
、

交
通
戦
略
の
相
互
展
開

行
政
と
民
間
の

取
り
組
み
連
携

主
に
ま
ち
づ
く
り

戦
略
か
ら
着
手

主
に
民
間
側
か
ら

事
業
を
発
意・推
進
し

行
政
が
支
援

主
に
行
政
側
か
ら

事
業
を
提
案
し

民
間
ま
ち
づ
く
り
を
活
性
化

［大宮駅周辺地域戦略ビジョンp.51「優先的に取り組むべきプロジェクトの設定」をもとに作成］

● おおみやインフィニティ［∞］プロジェクト

ストリートでつながる点→線→面
UDCO展開期の戦略
─

UDCOでは、「大宮駅周辺地域戦略ビジョン」（以下、ビジョン）をもとに進められ

ている多くの都市再生事業をつなぐ鍵は“ストリート”であると考え、UDCO初

動期の2017-2019年にストリートテラスをはじめとするストリートデザインの取

り組みを実践してきた。UDCO展開期となる2020年から3年間で、それらの

取り組みを面的に展開し、ビジョンの実現にさらに寄与していくための戦略と

して、「おおみやインフィニティプロジェクト」を構想した［図1］。このプロジェクト

の戦略展開は次のようにまとめられる。

─

1  「主要回遊動線＝インフィニティストリート」を設定し

2 そのストリート上でストリートテラスなどの取り組みを展開していくことで

3 ビジョンで掲げられた「おもてなし歩行エリア」 
「おもてなしひろば」を実現し、暮らしの質とエリアの価値向上を図る

4 それらにより蓄積された知見を共有し、 
「おもてなしまち再生」（GCS化構想）や「連鎖型まちづくり」（公共施設再編） 

などの都市再生事業と連動し、大宮らしい新たな日常の実現を目指す

─

「インフィニティストリート」は、大宮駅（グランドセントラルステーション化構想、以下

GCS化構想）、公共施設再編3地区（大宮区役所、旧大宮区役所、旧大宮図書

館など）、大門町2丁目再開発、氷川参道、中央通り、一の宮通りなどの拠点を

つなぐ役割をもつ［地図］。大宮らしい暮らしがこの動線で日常的にかつ持続的

に営まれること、また、動線が「∞」の字に見えることから「インフィニティストリー

ト」と名付けた。

─

施策としては、インフィニティストリートを国土交通省が定める「まちなかウォー

カブル区域」に位置付け、「まちなかウォーカブル推進事業」として戦略的に進

めていくことが考えられる。そのような他事業とも組み合わせながら、インフィ

ニティストリート沿いで重点的に道路利活用や積極的な投資を進めることによ

り、点（拠点）を線（ストリート）で結ぶことによって、奥行きのある面（まち）へとつな

がっていく。各ストリートの特性を活かした取り組みを展開していくためにも、

思いのある大宮の皆さん、ぜひ一緒に取り組んでいきましょう！
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用語解説
─
● UDC：アーバンデザインセンター｜UDCは、アーバンデザイ

ンセンター（Urban Design Center）の略称で、2006年11月

の柏の葉アーバンデザインセンター（UDCK）創設時に構想

された、課題解決型＝未来創造型まちづくりのための公・

民・学連携のプラットフォーム。行政都市計画や市民まちづ

くりの枠組みを超え、地域に関わる各主体が連携し、都市

デザインの専門家が客観的立場から携わる新たな形のま

ちづくり組織や拠点として、2018年8月現在までに、全国

19拠点に展開している。それぞれのUDCで課題やプレイ

ヤー構成は異なるが、UDCOは政令指定都市（100万人都

市）の既成中心市街地におけるUDCとして、ほかのUDCと

は異なる特徴をもっている。
─
● 都市再生推進法人｜都市再生推進法人とは、都市再生

特別措置法にもとづき、地域のまちづくりを担う法人とし

て市町村が指定するものである。指定されることにより

公的位置付けが付与され、国などの支援を受けながら、

都市再生整備計画の市町村に対する提案や都市利便増

進協定・低未利用土地利用促進協定などを結ぶことが可

能となる。一般社団法人アーバンデザインセンター大宮

は、さいたま市から2017年10月4日に都市再生推進法人

に指定された。
─
● まちラボおおみや｜産・官・学・民が一体となり、これから

の大宮のまちづくりについて議論し、情報発信する拠点と

なるコミュニティ・ステーション。
─
● 大宮駅周辺地域戦略ビジョン｜大宮駅周辺地域のまちづ

くりの将来ビジョンとして、官・民協働でつくりあげたまち

づくり計画。大宮駅周辺地域を、政令指定都市の顔とし

てふさわしい都心として再構築するため、将来像、まちづ

くりの方針、戦略や優先プロジェクトがとりまとめられてい

る（H22.5策定）。
─
● しあわせ倍増プラン2013｜市民一人ひとりがさらなる「し

あわせを実感できる都市」を目指すため、 平成25年5月の

市長選挙において市長が公約した「新しあわせ倍増計画」

にもとづき策定するもの。さいたま市が特に力を入れて取

り組むべき施策がまとめられている。
─
● 首都圏広域地方計画｜「国土形成計画（全国計画）」を受け、

首都圏の自立的発展に向け、概ね10年間の地域のグラン

ドデザインをとりまとめたもの（H28.3大臣決定）。本計画 に

おいて、大宮駅周辺地域が東日本の対流拠点として位置

付けられる。
─
● 国土形成計画｜国土の利用、整備及び保全を推進する

総合的・基本的計画。国土形成計画法にもとづき、全国計

画と広域地方計画から構成される（H27.8閣議決定）。
─
● 大宮駅周辺グリーンインフラ公民連携プラットフォーム｜大

宮駅周辺に関わる多様な主体が一体となってグリーンイ

ンフラの取り組みを推進し、都市の価値向上と活性化、

大宮らしい豊かな生活空間の形成に寄与することを目的

とした、公民連携組織である。68
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